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例 言

１．本書は一般国道３９２号白糠町上茶路道路改良工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センターが

平成１８年度に実施した白糠町上茶路遺跡の埋蔵文化財調査報告書である。

２．調査は、第２調査部第４調査課が担当した。

３．本書の編集は、立田 理が行なった。第Ⅳ章第２節付記は北海道教育庁生涯学習部文化・スポー

ツ課、高橋和樹が執筆し、その他は立田が執筆した。

４．遺構図の作図、および整理は立田が担当し、統括した。

５．調査写真は越田雅司、立田が撮影し、遺物写真および焼付けは越田が担当した。

６．本書の報告に関する遺物整理は立田が担当した。

７．遺跡出土の炭化種子同定、炭化材樹種同定、放射性炭素年代分析は株式会社パレオラボに、出土

焼骨の分析は株式会社パリノ・サーヴェイに依頼し、報文をⅤ章に掲載した。

８．調査にあたっては下記の諸機関、各氏から御指導、御協力をいただいた。（五十音順、敬称略）

釧路市埋蔵文化財調査センター、釧路町教育委員会、白糠町教育委員会、白糠町立白糠小学校、

辻谷建設株式会社、北海道開発局釧路開発建設部、

赤石慎三、石井良一、石川 朗、石渡一人、猪熊樹人、上野秀一、宇田川 洋、上屋真一、

蛯原真奈美、大井晴男、太田敏量、大矢義明、小笠原正道、尾関清子、小元久仁夫、利部 修、

葛西智義、柏木大延、川上 淳、北構保男、北沢 実、熊木俊朗、熊崎農夫博、後藤信義、

小林 敬、澤田 健、嶋影壮憲、杉浦重信、椙田光明、仙庭伸久、添田雄二、高橋勇人、

高畠孝宗、竹ヶ原浩司、武田 修、竹田輝雄、塚本浩司、豊原熙司、中村正志、中村勇吾、

長町章弘、西 幸隆、山吉久美雄、山宮克彦、山本文男、山原俊朗、藪中剛司、水野正好、

松井信輝、松田 功、松田 猛、松田宏介、松谷純一、森岡健治、森 秀之、福田裕二、

涌坂周一、和田英昭
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記号等の説明

１．本文中および図、表中では以下の記号を用い、原則として確認順に番号を付した。

Ｆ：焼土 Ｓ：集石 ＦＣ：フレイク・チップ集中域

２．遺構図の縮尺は原則として４０分の１である。その他の縮尺を用いるものはスケールを付した。

３．遺構平面図の小数字は標高（単位�）を表している。
４．基本土層図、遺構の土層断面図に表記した数字は、標高（単位�）を表している。
５．土層はアラビア数字を用いて表した。

６．遺構の規模は、「確認面の長軸長×短軸長／最大の厚さ」を単位�で示してある。なお、一部破
壊されているものは数値に（ ）を付した。

７．火山灰の略号は、北海道火山灰命名委員会『北海道の火山灰』（１９８２）による。

以下の略号を用いている部分がある

Ta−a ：樽前ａ降下軽石層

Ko−c：駒ケ岳ｃ２降下火山灰

Ta−c ：樽前ｃ降下火山灰

８．掲載した実測図の縮尺は原則として以下のとおりである。

遺構 １：４０ 遺物出土状況 １：２０

復原土器 １：４ 土器拓本 １：２

剥片石器 １：２ 礫石器 １：３

９．石器の大きさは「最大長×最大幅×最大厚」で記してある。

１０．遺物実測図中でたたき痕は∨―∨、すり痕は ｜――｜ で範囲を表した。また、自然面はドッ

トで表現した。

１１．焼土について、検出時点での炭化物、焼骨の土に対する割合を以下のトーンで指示した。

：骨・炭化物の土に対する割合が６０％以上

：４０％以上６０％未満

：２０％以上４０％未満

：１０％以上２０％未満

：１０％未満

また、焼土断面図において、土が被熱により酸化し赤色化した部分についてカラーで表現し、黒

色化した部分は斜線で表現した。

その他の使用したトーンに関しては、そのつど凡例を付してある。

１２．遺構図の遺物出土状況について、以下のシンボルを使用した。

土器・●、剥片石器・△、礫石器・□、フレイク・▲、礫・■

―�―



目 次
口絵

例言

記号等の説明

目次

Ⅰ 調査の概要

１ 調査要項 ……………………………………………………………………………………………… １

２ 調査体制 ……………………………………………………………………………………………… １

３ 調査に至る経緯 ……………………………………………………………………………………… １

４ 調査結果の概要 ……………………………………………………………………………………… ２

５ 本書の内容 …………………………………………………………………………………………… ２

Ⅱ 遺跡の立地と周辺の遺跡

１ 白糠町の概要 ………………………………………………………………………………………… ３

２ 白糠町内の遺跡 ……………………………………………………………………………………… ５

３ 遺跡周辺の地形、地質、地層 ……………………………………………………………………… ９

Ⅲ 調査の方法

１ 調査の概要 ……………………………………………………………………………………………１３

２ 調査の方法 ……………………………………………………………………………………………１３

Ⅳ 遺構と遺物

１ 遺構 ……………………………………………………………………………………………………１７

２ 遺物 ……………………………………………………………………………………………………４７

Ⅴ 自然科学的分析

１ 出土炭化種実同定結果 ………………………………………………………………………………６５

２ 出土樹種同定結果 ……………………………………………………………………………………６８

３ 出土骨同定結果 ………………………………………………………………………………………７４

４ 放射性炭素年代測定結果 ……………………………………………………………………………８３

Ⅵ 成果と問題点

１ 炭素年代と焼土の時期について ……………………………………………………………………８７

２ 分析・遺物の各時期について ………………………………………………………………………８７

３ 緑ヶ岡式土器について ………………………………………………………………………………９０

４ まとめ …………………………………………………………………………………………………９１

―�―



挿図目次
Ⅱ 遺跡の立地と周辺の遺跡

図Ⅱ－２ 遺跡の位置（１） ……………………… ３

図Ⅱ－３ 遺跡の位置（２） ……………………… ４

図Ⅱ－４ 遺跡付近の空中写真 …………………… ４

図Ⅱ－５ 白糠町の遺跡 …………………………… ６

図Ⅱ－６ 遺跡周辺の地形 …………………………１０

図Ⅱ－７ メインセクション図 ……………………１１

Ⅲ 調査の方法

図Ⅲ－１ グリッド設定図・調査範囲、

トレンチ位置図 …………………………１４

Ⅳ 遺構と遺物

図Ⅳ－１ 遺構位置図 ………………………………１８

図Ⅳ－２ 焼土（１） ………………………………２０

図Ⅳ－３ 焼土（２） ………………………………２１

図Ⅳ－４ 焼土（３） ………………………………２３

図Ⅳ－５ 焼土（４） ………………………………２６

図Ⅳ－６ 焼土（５） ………………………………２７

図Ⅳ－７ 焼土（６） ………………………………３０

図Ⅳ－８ 焼土（７） ………………………………３２

図Ⅳ－９ 焼土（８） ………………………………３３

図Ⅳ－１０ 焼土（９） ………………………………３４

図Ⅳ－１１ 焼土（１０） ………………………………３５

図Ⅳ－１２ 焼土（１１） ………………………………３７

図Ⅳ－１３ 焼土（１２） ………………………………３８

図Ⅳ－１４ 焼土（１３） ………………………………４０

図Ⅳ－１５ 焼土（１４） ………………………………４１

図Ⅳ－１６ 焼土（１５） ………………………………４２

図Ⅳ－１７ フレイク・チップ集中域、土器集中域 …４５

図Ⅳ－１８ 土器（１） ………………………………４８

図Ⅳ－１９ 土器（２） ………………………………４９

図Ⅳ－２０ 土器（３） ………………………………５０

図Ⅳ－２１ 土器（４） ………………………………５１

図Ⅳ－２２ 土器（５） ………………………………５２

図Ⅳ－２３ 石器（１） ………………………………５４

図Ⅳ－２４ 石器（２） ………………………………５５

図Ⅳ－２５ 石器（３） ………………………………５６

図Ⅳ－２６ 土器（６） ………………………………５９

Ⅴ 自然科学的分析

図版Ⅴ－１ 出土した炭化種実 ……………………６７

図版Ⅴ－２ 上茶路遺跡出土炭化材材組織の

走査電子顕微鏡写真（１） ……………７１

図版Ⅴ－３ 上茶路遺跡出土炭化材材組織の

走査電子顕微鏡写真（２） ……………７２

図版Ⅴ－４ 上茶路遺跡出土炭化材材組織の

走査電子顕微鏡写真（３） ……………７３

図Ⅴ－５ ニホンジカの骨格 ………………………７４

図Ⅴ－６ 暦年較正結果（１） ……………………８５

図Ⅴ－６ 暦年較正結果（２） ……………………８６

Ⅵ 成果と問題点

図Ⅵ－１ 石鏃・スクレイパーのグリッド別

出土状況 …………………………………８６

図Ⅵ－２ 舟形土器の被熱部位 ……………………８６

―�―



表 目 次
Ⅰ 調査の概要

表Ⅰ－１ 上茶路遺跡出土遺物点数 ……………… ２

Ⅱ 遺跡の立地と周辺の遺跡

表Ⅱ－１ 白糠町内の遺跡 ………………………… ７

Ⅳ 遺構とその遺物

表Ⅳ－１ 遺構一覧 …………………………………６０

表Ⅳ－２ 復原土器一覧 ……………………………６１

表Ⅳ－３ 拓本土器一覧 ……………………………６１

表Ⅳ－４ 石器一覧 …………………………………６２

表Ⅳ－５（１）グリッド別出土点数一覧（土器）…６３

表Ⅳ－５（２）グリッド別出土点数一覧（石

器等） ……………………………………６３

表Ⅳ－６ フローテーション結果一覧 ……………６４

表Ⅳ－７ 石井地点採集土器一覧 …………………６４

Ⅴ 包含層出土の遺物

表Ⅴ－１ 炭化種実類出土一覧表 …………………６６

表Ⅴ－２ 白糠町上茶路遺跡出土樹種同定

結果一覧 …………………………………７０

表Ⅴ－３ 検出動物分類群の一覧 …………………７４

表Ⅴ－４ 骨同定結果 ………………………………７８

表Ⅴ－５－１ 部位別数量表（１） ………………８１

表Ⅴ－５－２ 部位別数量表（２） ………………８２

表Ⅴ－６ 測定試料、処理・結果 …………………８５

Ⅴ 包含層出土の遺物

表Ⅵ－１ 遺跡別ニホンジカ出土部位点数 ………８７

表Ⅵ－２ 種子・樹種同定遺構一覧 ………………８８

図版目次
カラー図版

口絵 １ 調査区遠景（南から）

Ｆ３２検出、Ｆ１１土層断面（北東から）

基本土層（Ｄ－９区付近）

口絵 ２ 深鉢形土器

舟形土器

モノクロ図版

図版１ 遠景

調査区遠景（南から）

縫別から国境山地を望む（南から）

図版２ 調査風景

調査風景（南から）

調査風景（南西から）

調査風景（北から）

調査風景（西から）

重機併用調査の様子（西から）

図版３ 調査終了

調査終了状況（南西から）

調査終了状況（東から）

図版４ 焼土（１）

Ｆ１・Ｆ４６検出状況（北から）

Ｆ１・Ｆ４６土層断面（南東から）

Ｆ２～９検出状況（北東から）

Ｆ２・Ｆ３土層断面（南東から）

Ｆ４・Ｆ５土層断面（東から）

Ｆ６・Ｆ７土層断面（南東から）

図版５ 焼土（２）

Ｆ８・Ｆ９土層断面（東から）

Ｆ１０検出状況（北東から）

Ｆ１１検出状況（北から）

Ｆ１１土層断面（下にＦ３２）（北東から）

Ｆ１２検出状況（北西から）

Ｆ１２土層断面（北東から）

―�―



図版６ 焼土（３）

Ｆ１３検出状況（南東から）

Ｆ１４検出状況（南西から）

Ｆ１４・Ｆ３３検出状況（南から）

Ｆ１５土層断面（北西から）

Ｆ１６土層断面（南西から）

Ｆ１７検出状況（南東から）

図版７ 焼土（４）

Ｆ１８・Ｆ１９検出状況（南から）

Ｆ１８検出状況・遺物出土状況（北から）

Ｆ１８土層断面（南西から）

Ｆ１９土層断面（南西から）

Ｆ２０・Ｆ２１検出状況（西から）

Ｆ２２検出状況（南から）

図版８ 焼土（５）

Ｆ２３・Ｆ２４検出状況（北西から）

Ｆ２３・Ｆ２４土層断面（南から）

Ｆ２５・Ｆ２６検出状況（東から）

Ｆ２６土層断面（南から）

Ｆ２７・Ｆ２８検出状況（東から）

Ｆ２７土層断面（南東から）

図版９ 焼土（６）

Ｆ２８土層断面（南西から）

Ｆ２９土層断面（南から）

Ｆ３０・Ｆ３１検出状況（西から）

Ｆ３０土層断面（南から）

Ｆ３１土層断面（南から）

Ｆ３２・Ｆ６８検出状況（北から）

図版１０ 焼土（７）

Ｆ３２検出状況（北東から）

Ｆ３３土層断面（南西から）

Ｆ３４検出状況（西から）

Ｆ３５検出状況（北から）

Ｆ３６検出状況（北西から）

Ｆ３６土層断面（南西から）

図版１１ 焼土（８）

Ｆ３７検出状況（南西から）

Ｆ３７土器出土状況（南東から）

Ｆ３７土層断面（南西から）

Ｆ３８・Ｆ３９検出状況（北から）

Ｆ３９土層断面（北東から）

Ｆ４０土層断面（南西から）

図版１２ 焼土（９）

Ｆ４１検出状況（北から）

Ｆ４２検出状況（北西から）

Ｆ４２土層断面（南西から）

Ｆ４３・Ｆ４４検出状況（北から）

Ｆ４３土層断面（南西から）

Ｆ４４土層断面（北東から）

図版１３ 焼土（１０）

Ｆ４５検出状況（北西から）

Ｆ４７検出状況（北から）

Ｆ４８検出状況（北東から）

Ｆ４８焼骨出土状況（東から）

Ｆ４８土層断面（北から）

Ｆ４９土層断面（南から）

図版１４ 焼土（１１）

Ｆ５０土層断面（北東から）

Ｆ５１土層断面（北から）

Ｆ５２土層断面（東から）

Ｆ５３検出状況（南西から）

Ｆ５５検出状況（南西から）

Ｆ５５土層断面（南西から）

図版１５ 焼土（１２）

Ｆ５６検出状況（北西から）

Ｆ５６ベルト部分検出状況（北から）

Ｆ５７検出状況（南から）

Ｆ５８検出状況（東から）

Ｆ５９検出状況（南から）

Ｆ６０土層断面（南から）

図版１６ 焼土（１３）

Ｆ６１検出状況（南から）

Ｆ６２土層断面（南から）

Ｆ６３検出状況（南から）

Ｆ６４検出状況（南から）

Ｆ６４土層断面（東から）

図版１７ 焼土（１４）

Ｆ６５検出状況（北から）

Ｆ６５土器出土状況（西から）

Ｆ６６土層断面（南東から）

―�―



Ｆ６７～Ｆ７０検出状況（西から）

Ｆ６７検出状況（北西から）

Ｆ６７土層断面（北東から）

図版１８ 焼土（１５）

Ｆ６８検出状況（北から）

Ｆ６８土層断面（西から）

Ｆ６９・Ｆ７０検出状況（南西から）

Ｆ６９土層断面（西から）

Ｆ７０土層断面（南東から）

Ｆ７１土層断面（南西から）

図版１９ 焼土（１６）

Ｆ７２土層断面（東から）

Ｆ７３検出状況（南東から）

Ｆ７４検出状況（南から）

Ｆ７５・Ｆ５４検出状況（南西から）

Ｆ７６土層断面（北西から）

Ｆ７６検出・遺物出土状況（北西から）

図版２０ 集石等

Ｓ１検出状況（南西から）

ＦＣ１検出状況（南から）

ＦＣ２検出状況（北から）

土器�１出土状況（北西から）

土器�２出土状況（東から）

土器�２出土状況（北東から）

図版２１ 土器（１）

図Ⅳ－１８－１

図Ⅳ－１８－２

図Ⅳ－１８－３

図Ⅳ－１８－４

図Ⅳ－１９－５

図Ⅳ－１９－６

図版２２ 土器（２）

図Ⅳ－１９－７

図Ⅳ－２２－２６

図Ⅳ－２０－８～２０

図版２３ 土器（３）

図Ⅳ－２１－２１～２３

図Ⅳ－２１－２４、２５

図版２４ 石器（１）

図Ⅳ－２３－１～３４

図Ⅳ－２３－３５～７０

図版２５ 石器（２）

図Ⅳ－２５－７１～７５

図Ⅳ－２５－７６

図版２６ 土器（４）

図Ⅳ－２６－２７～４１
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Ⅰ 調査の概要

１ 調査要項

事 業 名 一般国道３９２号白糠町上茶路道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査業務

事 業 委 託 者 国土交通省北海道開発局釧路開発建設部

事 業 受 託 者 財団法人 北海道埋蔵文化財センター

受 託 期 間 平成１８年４月３日～平成１９年３月３１日

現地調査期間 平成１８年５月２３日～平成１８年８月２２日
かみちゃ ろ

遺 跡 名 上茶路遺跡（道教委登載番号 Ｍ－０９－２９）

所 在 地 北海道白糠郡白糠町上茶路基線８７‐１外

調 査 面 積 １，１３０㎡

２ 調査体制

財 団 法 人 北海道埋蔵文化財センター

理 事 長 森重 楯一

専 務 理 事 宮崎 勝（平成１８年４月３０日まで）

常 務 理 事 佐藤 俊和（平成１８年５月２６日より専務理事兼務）

第２調査部長 西田 茂

第４調査課課長 工藤 研治

主査 越田 雅司（発掘担当者）

主任 立田 理（発掘担当者）

３ 調査に至る経緯

遺跡の所在地である白糠町上茶路基線８７付近一帯は、当地で三代にわたって農業を営む石井良一氏

の所有する農地であった。昭和５３年頃、石井氏がサイロ建設工事を行なった際、地表面から約２．５ｍ

下で厚さ２０㎝ほどの灰層と焼土が確認され、そこからシカ焼骨と縄文時代晩期後葉に相当する緑ヶ岡

式土器が出土した。石井氏はこの遺物を白糠町教育委員会に届け、当地が遺跡として確認されるに至っ

た。このサイロは現存し、今回の調査地点から１００ｍほど北東に離れた位置にあたる。なお、この遺

物については石井氏の了解を得て、第Ⅳ章 p５８，５９に拓影図を掲載している。

遺跡付近は茶路川が大きく蛇行し、広い河川敷となっている。川の攻撃面直上には国道３９２号線が

通っており、雪解け水による増水期に豪雨があると、侵食による地すべり活動が活発化し、たびたび

通行規制が行なわれている。その回数は平成１０～１４年の４年間で５回、延べ１９日に上る。このため、

北海道開発局釧路開発建設部は国道３９２号線の迂回工事を計画した。

この迂回線は遺物の出土しているサイロの西５０ｍの位置を通るため、同部は北海道教育委員会に対

して埋蔵文化財保護の事前協議書を提出した。これを受けた北海道教育委員会は、平成１７年６月１４日

に試掘調査を行なった。調査の結果、焼土とみられる炭化物の層位的広がりと遺物が確認されたため、

Ⅰ 調査の概要
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Ｕ
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き

石

台
石
・
石
皿

加

工

痕

の

あ

る

石

礫

・

礫

片

計

包 含 層 １２ １ １０ １２ ０ １，１７７ ２ ０ ６ １１ １，２３１

遺 構 ５８ １ ２１ １７ ３ ２２，５１８ ６ ４ ８ ２６ ２２，６６２

計 ７０ ２ ３１ ２９ ３ ２３，６９５ ８ ４ １４ ３７ ２３，８９３

分

類

緑

ヶ

岡

式

興

津

式

焼
成
粘
土
塊

計

包 含 層 １８４ ０ ０ １８４

遺 構 ２，４５５ ６３ ５４ ２，５７２

計 ２，６３９ ６３ ５４ ２，７５６

土器等 石器等

１，１３０㎡について発掘調査が行なわれることになった。

４ 調査結果の概要

遺跡は白糠市街地から本別方向に３０�ほど内陸に入った沖積低地上、標高１０６ｍ前後の茶路川の河
川敷に位置している。

遺跡の土層は、シルト～砂の河川堆積物を主体とし、その堆積の間から火山灰が３枚検出されてい

る。これらは上に位置するものから順に樽前ａ（Ta−a）、駒ケ岳ｃ２（Ko−ｃ２）、樽前ｃ（Ta−c）火山

灰とみられ、遺構及び遺物は Ta−cの直上付近で多く検出された。

検出された遺構は焼土７６ヵ所、集石１ヵ所、フレイク・チップの集中域が２ヵ所である。これらは

調査区の長軸方向、概ね茶路川の流れに沿うように検出されている。また、河川堆積物を挟んで複数

の焼土が検出された区域もある。焼土には炭化材のほか、骨片が多く含まれており、なかには黒曜石

の微細な剥片が混じるもの、ベンガラがまかれているものもある。

出土した遺物は、土器等２，７５６点、石器等２３，８９３点である。土器は縄文時代晩期終末の緑ヶ岡式か

ら続縄文時代初頭とみられるもので、石器も同時期のものである。石器等のほとんどは焼土の水洗篩

別により出土したフレイク・チップであるが、焼土中からは石鏃、スクレイパーなどの剥片石器も合

計１００点程出土している。出土遺物の詳細は下表のとおりである。

本調査の結果、焼土等の遺構は調査区ほぼ全面に亘って検出された。第３節で述べたように、北東

約１２０ｍ離れた地点においても同様の状態の遺構、遺物が検出されている。このことから本遺跡の範

囲は茶路川に沿って概ね南北方向、調査区外にさらに広がっているものと推察される。

５ 本書の内容

第Ⅰ章においては、調査結果の概要について、第Ⅱ章では遺跡の所在する白糠町内の遺跡について、

また遺跡周辺の地形について述べる、第Ⅲ章においては調査の方法について述べ、Ⅳ章では遺跡で検

出された遺構と出土した遺物について、第Ⅴ章では自然科学的分析の結果をまとめ、第Ⅵ章では調査

結果から遺跡についての考察を行う。

表Ⅰ－１ 上茶路遺跡出土遺物点数

４ 調査結果の概要
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Ⅱ 遺跡の立地と周辺の遺跡

１ 白糠町の概要

遺跡の立地する白糠町は、北海道東部、釧路支庁管内における南西

部を占めている。中心市街地は釧路市街地から西へ約３０�のところに
あり、太平洋に面した漁港町である。白糠町は釧路管内では標茶町、

弟子屈町について３番目に広い面積７７３．７５�を有しており、その範囲
は南北方向が５０．５�、東西が３８．６�。平成１８年１０月の時点で人口は
１０，５４７人である。

白糠町を含む釧路圏は冷帯湿潤気候に当たる。その気候の特徴は、乾燥した季節風の影響による雪

の少ない寒冷な冬。また夏季に主に海岸で集中的に発生する海霧である。

釧路市の年間平均気温はこのため道内最低級の５．５℃であり、同緯度である札幌市の７．８℃より２度

以上低い。一方、遺跡の所在する内陸においては、海岸域より海霧の影響が少なく、夏の気温はやや

高めで年間の気温差は２８～３３℃になる。この差は日本全国でも最大に近い値となっている。

白糠の地名となったアイヌ語はシラリカワ、もしくはシラリカといい、語源についていくつかの説

がある。松本成美は永田方正が現地のアイヌがシラルカワ（sirar－ukaw：岩礁・重なり合う）と語っ

ていたと伝えていること。また現在シラリカップ川の河口に石炭岬があり、シララ（岩磯）がこの石

図Ⅱ－２ 遺跡の位置（１）（この図は国土地理院発行の２０万分の１地勢図「釧路」、「帯広」を利用して作成した）

Ⅱ 遺跡の立地と周辺の遺跡
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図Ⅱ－３ 遺跡の位置（２）（この図は国土地理院発行の２万５千分の１地形図「上茶路」を利用して作成した）

図Ⅱ－４ 遺跡付近の空中写真（この写真は米軍が昭和２０～２３年頃撮影したものである）

１ 白糠町の概要
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炭岬の突端を指していると考え、シララオイカ（sirar－o−ika：岩・越える）すなわち潮が波しぶき

を上げながら岩を跨ぐ姿を表したものとした。さらにその発祥の地については、かつてオクネップ川

の河口に大岩があったとの伝説があること、狭義にはシラリカが現在の神社下、河口付近の運上屋所

在地を指していたことから、このオクネップ河口を白糠発祥の地に位置づけている。

また当てられた漢字「白糠」については、青森県下北郡東通村字白糠という地名があり、この字を

当てた最古の記録を書いた木村謙次を従えた近藤重蔵が、この青森県の白糠から従者を連れて行った

と知られていることから、この漢字を当てて書かれたのではないかと推測している。

なお遺跡脇を流れる河川の名称であり、遺跡名の一部でもある「茶路」は河口を意味している。前

出の松本によれば茶路川はアイヌ時代から十勝、陸別、美幌、津別を結ぶ交通路の役割を果たしてお

り、その交通路の入口という意味を持っていたらしい。なお上茶路から約７�下流の「縫別」はヌイ・
ペッ（nuye−pet：豊漁・川）という意味である。かつては茶路川をさかのぼる鮭で川が真っ黒になる

ほどであったという。

また遺跡脇を流れる茶路川の源頭にある山、ウコタキヌプリは、別名ユクランヌプリという。この

アイヌ語の意味は（yuk－ran－nupuri：鹿・降りる・山）鹿が降りる山である。これにはアイヌの伝

説が元になっているという。更科源蔵の編集による「アイヌ伝説集」によると、次のように書かれて

いる。

「釧路の白糠と十勝の国境にウコタキヌプリという山があり、山の狩りに行くときは必ずこの山に

木幣（イナウ）をささげることになっていた。ここはユクランヌプリとも言って、むかし鹿を司る神

様が天から鹿をおろしたところであるといい、最近までよく雷鳴がして、鹿の降ろされた音がしたと

いう。足寄や白糠地方に鹿が多いのは、この山に降りた鹿が峰をつたって人間の里へ集まってくるか

らだといい、白糠ではこの山から峰続きになっている石炭岬やサシウシの岬に酒をあげ、鹿を授けて

もらうよう祈願したものである」という。

現在でも遺跡付近は鹿の通り道らしく、夕方になると対岸の山の斜面に群れの姿が見え、翌朝には

現場周辺に足跡が多数残されていることが多かった。

２ 白糠町内の遺跡

北海道教育委員会の遺跡台帳に登載される白糠町の遺跡は３０ヵ所である。面積に比し数は多いほう

ではないが、発掘調査の歴史は古い。１９６５年、当時白糠高校教諭であった富水慶一による一連の調査

がその先駆であり、このことにより白糠町は道内で最も早く発掘調査と報告が行なわれた地域の一つ

となっている。以下に町内の遺跡を時代順に説明していく。なお町による調査としたものは、すべて

富水を中心とした白糠高等学校郷土研究同好会によって行なわれ、「白糠町の先史文化」 第一～第

四輯の形でまとめられている（富水他 １９６６、１９６８、１９６９ａ、１９６９ｂ）。

（旧石器時代） 白糠町におけるこの時期の資料は、石炭岬遺跡から旧石器時代とみられるブレイド

が１点採集されているのみである。このブレイドは先の富水により紹介（富水１９６５）されている。黒

曜石製の石刃を素材としたもので、長さは８６㎜である。

（縄文時代・早期） 縄文時代早期後半の土器型式となっている中茶路式土器は、白糠町中茶路の発

掘調査を契機として認識された土器である。発掘調査は１９６５年１０月に行なわれ（富水ほか １９６６）、

土坑が４基出されたほか、土器は縄文時代中期北筒式土器と上述の中茶路式土器が層位的に分かれて

出土している。調査時点では第Ⅰ群土器としてまとめられ、その特徴は微隆起線の浮文を伴う絡条体

Ⅱ 遺跡の立地と周辺の遺跡
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図Ⅱ－５ 白糠町の遺跡

２ 白糠町内の遺跡
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登載
番号 遺跡名 所在地 遺跡の種類 遺跡や遺物について 調査歴（報告）

１ 石炭岬チャシコツ 白糠郡白糠町石炭崎１７ チャシ跡 石炭岬の上、臨海性の面崖式（標高４５m） １９８１年道分布

２ サシウシチャシコツ 白糠郡白糠町刺牛１３５―１ チャシ跡
臨海性の面崖式（標高５８m）擦文式土器片、石器
（スクレイパー・石斧ほか）、鉄器（ナタ・タシ
ロ・釘・鍋ほか）

１９６８年町調査
（富水他 １９６８）
１９８１年道分布

３ シリエトチャシコツ 白糠郡白糠町石炭崎１７ チャシ跡 東山公園南西隅、臨海（川）性の丘先式（標高３５
m） 濠・柵の柱を確認

１９６９年町調査
１９８１年道分布
１９９１年道範囲確認

４ オンネチカップ 白糠郡白糠町庶路西５線１―７他 墳墓
竪穴住居跡。オンネチカップ沿いの低位段丘上（標
高５m）緑ヶ岡式土器、石器（石鏃・スクレイパー
ほか）

１９６５年町発掘
（富水他 １９６６）
１９８１年道分布

５ 和天別河口 白糠郡白糠町和天別１８５０―１―１４イワイト
１ 集落跡

和天別河口の砂丘上。竪穴住居跡 ３５（うち調査
２３基）（標高５m）擦文式土器（深鉢・杯・高杯）、
鉄器（刀子・鍋ほか）

１９６６年町発掘
（富水他 １９６８、１９６９a）
１９８１年道分布

６ 中茶路 白糠郡白糠町茶路西１線８５―１他 遺物包含地
茶路川支流フレベツ川沿いの低位段丘上（標高２５
m） 中茶路式土器・北筒式土器、石器（石鏃・
スクレイパー・石小刀・石斧ほか）

１９６５年町発掘
（富水他 １９６６）
１９８１年道分布

７ 左股 白糠郡白糠町上茶路基線北７―１―４他 遺物包含地
茶路川支流のタクタクベオツ川沿いの段丘上（標
高２４０m）北筒式土器、石器（石鏃・石槍・スク
レイパ石ー斧など）

１９６６年町調査
（富水他 １９６８）
１９８１年道分布

８ 河原 白糠郡白糠町和天別１６５３―１―５、１６５１―１―４ 遺物包含地
和天別支流のシャチホロ川沿いの段丘上（標高３５
m）後北式土器、石器（石鏃・石槍・スクレイパー
など）

１９６５年町発掘
（富水他 １９６６）
１９８１年道分布

９ トンベ 白糠郡白糠町上茶路基線、国道３９２他 遺物包含地
茶路川沿い段丘上（標高１４５m）かつて「トンベ
骨塚」と呼ばれたように、刀と動物の骨（シカの
骨）が出土

１９８１年道分布

１０ ルウクシュチャロ 白糠郡白糠町上茶路東１線北１８ 遺物包含地 北筒式土器（旧左股遺跡） １９８１年道分布

１１ 橋西１ 白糠郡白糠町和天別７３，７４ 遺物包含地 茶路川と支流のモトッペ川の間の段丘上 石器
（スクレイパー・石槍など）

１９６９年町調査
１９８１年道分布

１２ 石炭岬 白糠郡白糠町石炭崎１７ 遺物包含地 石炭岬の（標高２０～４０m）１９５９年に黒曜石のブレ
イドが発見されたことによる

１９６９年町調査
１９８１年道分布

１３ 原半佐衛門緑の地 白糠郡白糠町刺牛１丁目１―２７―３７、３９、
２丁目１―１―３２―３６ 遺物包含地 海岸の段丘上（標高５m）刀・タシロ・鍔 １９６９年町調査

１９８１年道分布

１４ 橋西２ 白糠郡白糠町和天別８３―１・２、８４―１・２、
８６―１、８７、８８、９０、９４ 遺物包含地 茶路川支流のモトッペ川沿いの段丘上（標高１０～

２０m） 石器（スクレイパー・石槍など）
１９６９年町調査
１９８１年道分布

１５ 坂の丘１ 白糠郡白糠町和天別１７９５、１７９５―２、１７９７、
１７９９ 遺物包含地

茶路川と和天別川にはさまれた丘陵上（標高３０m）
北筒式土器・緑ヶ岡式土器・擦文土器・オホーツ
ク式土器ほか 石器（石鏃・スクレイパーほか）
鉄器（ナタ・鍋・釘ほか）

１９６７、６８年町発掘
（富水他 １９６９b）
１９８１年道分布
１９８９、９９年道範囲確認

１６ 坂の丘２ 白糠郡白糠町和天別１７９５―３，１８０１ 遺物包含地 坂の丘の南東隅（標高３５m）竪穴式住居跡

１９６７、６８年町発掘
（富水他 １９６９b）
１９８１年道分布
１９８９、９９年道範囲確認

１７ 坂の丘３ 白糠郡白糠町和天別１７９５―３，１８００，１８０１ 集落跡 坂の丘の南東隅（標高３０m）竪穴式住居跡（５カ
所）

１９６７、６８年町発掘
（富水他 １９６９b）
１９８１年道分布
１９８９、９９年道範囲確認

１８ 坂の丘４ 白糠郡白糠町和天別１８５２―５，１７９４，１７９４―
２，１７９６ 遺物包含地 坂の丘西側の崖の上（標高３０m）

１９６７、６８年町発掘
（富水他 １９６９b）
１９８１年道分布
１９８９、９９年道範囲確認

１９ 坂の丘チャシ 白糠郡白糠町和天別１７９５―３、１８０１ チャシ跡 坂の丘の南東隅、臨川（海）性の丘先式（標高３５
m） 濠１条 １９８１年道分布

２０ 奥高安 白糠郡白糠町和天別 遺物包含地
和天別支流シャチホロ川沿い（標高６０m）釧路市
埋蔵文化財センターで出土遺物が保管されている
（土器・石器）

１９７１年釧路市埋蔵文化
財センター発掘
（沢他 １９８１）
１９８１年道分布

２１ コイトイチャシ 白糠郡白糠町トーパラベツ３４ チャシ跡 コイトイ川沿いの丘陵上、臨川性の丘先式（標高
５０m） 濠１条 １９８１年道分布

２２ 東山公園 白糠郡白糠町石炭崎１７ 住居跡 シリエトチャシと同じ丘陵上（標高３５m）竪穴式
住居址２ヶ所 縄文式土器片（推定）

１９８１年道分布
１９９１年道範囲確認

２３ 泊別 白糠郡白糠町庶路東２線５６―３・４ トー
パラベツ２５―１ 遺物包含地 庶路川とトマリベツ川にはさまれた丘陵上（標高

７０m） １９８１年道分布

２４ 神の沢 白糠郡白糠町庶路６７―１，２０―１ 遺物包含地
庶路川沿いの通称「神の沢」と呼ばれる場所で、
呪術を行なう芦名夫婦により物送りを行なってい
たと伝えられる。イクパスイ・トゥキなど

１９６８年町調査
（富水他 １９６９b）

２５ 太平 白糠郡白糠町和天別８５８―１，２ 遺物包含地 和天別川と恋門川の間の丘陵上（標高７０m）石器
（石小刀・石鏃・石斧など）

１９６７年町発掘
１９８１年道分布

２６ 宮下 白糠郡白糠町庶路東１線１３，１４―１ 遺物包含地 庶路川沿いの段丘上（標高１０m）石槍 １９８１年道分布

２７ 乳呑チャシ跡 白糠郡白糠町庶路東１線１８―４、５ チャシ跡 庶路川沿いの段丘上で舌状部分の先端（標高１０～
１２m） 濠１条（幅約１m・深さ約０．７m） １９８１年道分布

２８ チノミ 白糠郡白糠町庶路東１線１８―５、６ 集落跡
庶路川沿いの段丘上で舌状部分の先端（標高１０～
１２m） 竪穴式住居跡（方形、①２m四方、②６
m四方）刀・エムシアッ

１９８１年道分布

２９ 上茶路 白糠郡白糠町字上茶路基線８７―１，８８―１、
９０―２ 遺物包含地 茶路川沿いの低位段丘上（標高１００m）緑ヶ岡式

土器、骨片

１９８１年道分布
２００４年道所在
２００５年道試掘

３０ 坂の上 白糠郡白糠町和天別１８５２―５ 遺物包含地 坂の上北側の隅斜面崩落土中から黒曜石剥片採集 １９９８年道所在確認
（新登録）

表Ⅱ－１ 白糠町内の遺跡
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圧痕文、撚糸文、組紐圧痕文などの複合文が施文され、張り出しのない平底の器形と推定されている。

その後、沢 四郎により遺跡名を取って中茶路式と名づけられた（沢 １９８７）。このほか早期の土器
おくたかやす

は坂の丘遺跡、奥高安遺跡で出土しており早期後半の東釧路Ⅳ式かとみられるものがふくまれている。

（前期～中期） 縄文時代前期とみられる資料は奥高安遺跡（沢ほか １９８１）で確認されている。破

片資料ではあるが、前期後半に相当する口縁部である。釧路管内でもこの時期の資料は少ない。

白糠町で最も多く出土している土器は、縄文時代中期の北筒式土器であり、３０遺跡中４遺跡で確認
ひだりまた

されている。左股遺跡、坂の丘１遺跡と先の奥高安遺跡、中茶路遺跡である。後二者は型式が判断

できるもので、いずれもトコロ６類とみられる。

奥高安遺跡ではこのほか、中期の円筒土器上層式、モコト式とみられる破片も含まれており、石鏃、

スクレイパーなどの剥片石器が出土している。左股遺跡においては、土器片はわずかで、大型の石槍
おおだいら

など北筒式にともなう剥片石器が多く出土している。大平遺跡は採集された石器が残っているのみ

であるが、石斧、つまみ付きナイフの形状から縄文時代中期とみられるものである。

（縄文後期～晩期） この時期に相当する遺跡は坂の丘１遺跡があげられる。この遺跡は白糠市街地

の西方、現在公苑墓地となっている土地の先端に当たる土地で、茶路川と和天別川にはさまれた独立

段丘上に位置している。包蔵地はこの段丘の縁に沿った４ヵ所が知られている。

このうち茶路川に面した坂の丘１遺跡で発掘調査が行なわれた。調査により土器は４，０００点ほど出

土している。このうち、Ⅱ群土器とされたものは、縄文時代後期後葉の堂林式に相当する深鉢、注口

土器とみられるものである。縄文時代後期に相当するものはこれのみである。この遺跡からは縄文時

代晩期の土器も出土しており、写真、拓影図から判断する限りでは幣舞式に当たるかと見られる資料

が若干、緑ヶ岡式に相当するとみられるものが少数出土している（富水ほか １９６９ｂ）。

晩期の遺跡はこのほか西庶路オンネチカップ遺跡、上茶路遺跡が上げられる。いずれも縄文時代晩

期後半緑ヶ岡式の遺跡であり、オンネチカップ遺跡では、１９６６年の調査の結果、出土した３，０００点あ

まりの土器のほとんどが緑ヶ岡式であるという（富水ほか １９６６）。このほか調査では詳細は確認で

きなかったものの、やや大きめの土坑かとみられる遺構も検出されている。出土した石器もほとんど

が緑ヶ岡式に伴うものとみられ、同時期の単純遺跡の一つである。

（続縄文時代） この時期の遺跡は河原遺跡があげられる。この遺跡は１９６６年、町により発掘調査が

行なわれ、土器片１８２点、石器１９点が出土している（富水ほか １９６６）。土器のすべては続縄文時代後
さしうし

北 C２D式とみられる。このほか数は少ないが、刺牛チャシから同型式に相当する土器が出土してい

る。また前述した坂の丘１遺跡からは続縄文時代の終末に相当する北大式土器が出土している。

（擦文文化期・オホーツク文化期） 白糠町の擦文文化期の遺跡として和天別川河口遺跡があげられ

る。この遺跡は和天別川の河口の砂丘上に位置し、竪穴住居がくぼみとして確認できる。その総数は

１９６５年当時で３５基であった。調査は１９６５～６７年の３ヵ年行なわれ、うち２３基を調査し、１１～１２世紀と

みられる擦文土器を始め、内耳鉄鍋、Ｕ字型鍬先などの鉄製品も出土している（富水ほか １９６８、１９６９

ａ）。このほかの擦文文化期の資料は刺牛チャシでも若干、坂の岡遺跡では擦文土器のほかオホーツ

ク式土器も出土している。
ち のみ

（アイヌ文化期） 白糠町内には、坂の丘チャシ、コイトイチャシ、乳呑チャシ、サシウシチャシコ

ツ、石炭岬チャシコツ、シリエトチャシコツの６ヵ所のチャシがある。また茶路川の上流に鹿の骨や

刀が出土したトンベ遺跡があり、竪穴状のくぼ地も確認できたといわれている。

２ 白糠町内の遺跡
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３ 遺跡周辺の地形、地質、地層

�１ 地形・地質

白糠町の地形を北から南に向かって概観すると、北方の十勝との支庁境には国境山地があり、その

山地に接して海岸にいたる白糠丘陵がある。丘陵を切刻して流れる河川沿いには数段の低位の河岸段

丘が発達し、河川沿いにはその沖積低地もある。河川は太平洋に至り、河口部には泥炭地が形成され

ている。さらに海岸線に沿って低位の海岸段丘が発達している。
あ かん ふ じ

国境山地は標高１，４７６ｍの阿寒富士の南山麓を発し、約５㎞の幅を持ち、釧路、十勝の支庁界に沿っ

て南西方向に向かって延び、ウコタキヌプリ山にぶつかる。そこから南に折れ、釧路市音別町まで続

き、総延長約４０㎞の長さに及ぶ。その地質は、ほとんどが釧路地方最古の基盤層である白亜紀層であ

り、褶曲して背斜構造を呈している。

白糠丘陵はその国境山地帯の東及び南部に広く発達する標高２００～４００ｍの地域であり、十勝川河口

から阿寒川沿いまでの一帯に広がっている。上述の国境山地と同様、第三紀末から第四紀初頭にかけ

て侵食を受けて平坦化した後上昇したものであり、現在再び侵食を受けている。

白糠丘陵を流下する河川は、源を国境山地に発しており、概ね並行して南南東に流れている。白糠
ぱ し くる わ てんべつ

町内の主要な河川は西から馬主来川、和天別川、茶路川、オクネップ川、シラリカップ川、オンネチ
しょ ろ

カップ川、庶路川である。これらのうち、茶路川は延長７１．４㎞、流域面積３５３．７�の町内最大の河川
である。上茶路遺跡は茶路川の沖積低地上に立地しており、たびたび増水にあい、孤立状態になるこ

ともあったという。

国境山地を形成する古第三紀の浦幌層群は石炭を多く含有している。このため白糠町を含めた釧路

地方は北海道有数の産炭地となっている。１９５５年ごろの記録では、その埋蔵量は２０億トン、１９６３年の

年間産出量は３２２万トンであった。

石炭の存在は江戸時代から知られており、当時の採炭の盛んな様子は『赤山紀行』の寛政１１（１７９９）

年の記録に「今度シラヌカにて石炭を掘りしに、坑内凡そ三百間に至れども石炭毫も尽きることなし」

と記されていることからもわかる。安政四（１８５７）年には箱館奉行によって白糠市街東端のシリエト

（石炭岬）に炭坑が開坑されている。しかし、この石炭岬における採炭は炭質不良と輸送経費がかか

りすぎることから、元治元（１８６４）年には休山するに至っている。

このほか、白糠町内では茶路、本岐、中庶路、茶安別、東栄、庶路、上茶路などで採炭を行なって

いたが、いずれも昭和４０年代には閉山している。上茶路遺跡から最も近い上茶路炭鉱は、遺跡から１

�下流に分岐のある茶路川支流、シュウトナイ川の上流にあり、昭和４７年まで稼動していた。
このシュウトナイから上茶路までの地域ではメノウが採取することができたという。『釧路の地質』

（岡崎 １９６６）によると、釧路地方のメノウについて、メノウは上茶路以外に上厚内付近でも産出す

るが、いずれも音別層群の凝灰角礫岩、凝灰質粗粒玄武岩に含まれるものの可能性があり、かつてシ

ュウトナイ川が最も多かったが、今ではほとんど拾うことができず、その質も良質のものではないと

記されている。

上茶路で取れたというメノウを実見する機会があった。やや赤橙色かかる白色を呈し、脂肪～蝋状

の光沢のある美しい石であったが、節理が多く、石器の原石として使うにはやや不向きなものである

ようだった。また調査中にもメノウの原石を表土上で採集し、二次整理作業においては土器の胎土中

にやや赤味がかったメノウらしき礫が含まれているのを確認している。

なお、直接地質とは関連しないが、今回の調査において１㎝程度の琥珀の小片が２点出土している。

Ⅱ 遺跡の立地と周辺の遺跡
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図Ⅱ－６ 遺跡周辺の地形

３ 遺跡周辺の地形、地質、地層
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人為的加工の痕跡がない原石状態であり、無遺物層からの出土であった。石炭産地付近であることか

ら自然に混入してもおかしくないのであるが、この琥珀については調べてもわからなかった。

�２ 地層

遺跡でみられた土層は、茶路川の河川堆積物が主なものであり、崖錐堆積物と火山灰がその間に数

枚認められる状況であった。各堆積の分布は異なっており、河川堆積物は調査区全体を覆い、火山灰

はほぼ第１期調査区全面に当たる部分にのみ存在している。崖錐堆積は茶路川に向かってやや薄くな

るものの、ほぼ調査区の全面で確認することができた。

河川堆積物は、大まかに分けると細粒砂とシルト～粘土の二種で構成される。両者は交互に繰り返

し、いわゆる互層の状態を呈している。互層の間隔は段丘側もしくは堆積の上位に近づくに従い狭く

なり、川側もしくは堆積の下位にいたるほど粒子が粗く、砂層は厚く、粘土層は薄くなっている。こ

れらは季節的な水量の変化や地層形成当時の河道の状況を表しているものとみられる。

火山灰は３枚認められる。これらは周囲での調査の知見、出土遺物から判断し、１枚目が樽前ａ降

下軽石堆積物（１７３９年）：Ta−a、２枚目が駒ケ岳 C２降下軽石堆積物（１６９４年）：Ko−c２、３枚目が樽前

ｃ降下火砕堆積物（縄文時代晩期後半）：Ta−cと推察される。

以下これらの火山灰について上位から説明する。

Ta−a：暗褐灰色を呈するシルト～砂の堆積である。層厚は厚い部分で１０㎝前後であり、層の上部

は明瞭なラミナを呈している。

Ko−c２：Ta−aとの間に層厚１～３㎝の黒色シルト質土を挟んで堆積している、浅黄橙色を呈するシ

ルトである。厚さは１０㎝前後で、層の上部では Ta−aと同様にラミナを呈する部分がある。層の下部

はやや粗粒である。

Ta−c：層厚は厚いところで１０㎝を測る。にぶい黄褐色を呈するシルト質粘土の堆積で、層の下部

は明瞭なシルトである。

３ 遺跡周辺の地形、地質、地層
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Ⅲ 調査の方法

１ 調査の概要

調査区域は現河川との比高差がほとんどなく、また包含層は地下約２ｍに位置することから相当量

の湧水が予想された。このため調査区域を鋼矢板で囲み、ポンプにより排水を行いながら調査するこ

ととした。鋼矢板の打設は釧路開発建設部が行なうことになり、平成１８年４月１０日、当センターが立

会い、打設のための試掘を行なった。試掘の結果、調査区は土壌の強度不足により一度に全体を掘削

することができないことがわかり、調査区を二つに分けて調査することになった。このため調査の前

後を１期調査、２期調査とし、調査期間は５月２３日から７月７日までの実働３４日間とした。

調査は除去した土中の遺物収集から行い、包含層の調査は杭の打設を待って６月２日より開始した。

その後６月１５日までのトレンチ調査の結果、複数の遺構面があることなどから、重機を併用して調査

を行なうことにし、調査期間を８月１１まで延長することにした。調査は同日終了したが、その後調査

区埋め戻し、矢板除去などを行ない、完全な調査終了は８月２２日となった。

２ 調査の方法

�１ 発掘区の設定

発掘区は４×４ｍとし、アルファベットの大文字と数字の組み合わせで表示した。設定にあたって

は釧路開発建設部の設定した道路中心点ＳＰ．２８４００．０００と用地幅杭Ｒ２８を使用した。この２点を結ぶ

線をＦラインとし、中心点から用地幅杭に向かって４０ｍの地点でこれに直行する線を加え、この線を

１０ラインとした。さらに２線に並行な直線を４ｍごとに設け、調査区全体を覆うよう４ｍ方眼を作成

した（図Ⅲ‐１上）。その結果調査区はＡ～Ｈライン、４～１７ラインの間となった。設定の基準とし

た中心点ＳＰ．２８４００．０００と用地幅杭Ｒ２８の世界測地系による座標は、平面直角座標第ＸⅢ系に基づき

以下の数値となっている。

ＳＰ．２８４００．０００ Ｘ：－９８２６１．７１４ Ｙ：－２８８２６．８２２

Ｒ２８ Ｘ：－９８２９４．０４８ Ｙ：－２８７９０．００５

発掘区の呼称は区画の西隅の交点で表した。例えばＣラインと１５ラインの交点の東側がＣ－１５区と

いうことになる（図Ⅲ－１）。なお、遺構、土層、遺物出土状況などの標高の測定にあたっては調査

区域の東約４０ｍ、旧国鉄白糠線橋脚上にある工事用のＣＢＭ№４（Ｈ：１１２．２９６ｍ、２００３年１１月測量）

を利用した。

�２ 発掘調査の方法

ａ）表土除去

表土除去に当たっては層位を観察しながら徐々に２ｍ付近の深さまで掘り下げた。試掘結果によれ

ば、縄文時代晩期から Ta−a降下までの期間は比較的安定した土地であったとみられることから、重

機により除去した土を残置して遺物の有無を確認した。結果、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器８点、

石鏃１点、スクレイパー２点、Ｒフレイク２点、フレイク１３点が出土したほか、炭化物少量が出土し

ている。

ｂ）トレンチ調査

Ⅲ 調査の方法
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表土除去終了後、遺物包含層の同定のためトレンチ調査を行なった。トレンチは数字のラインに沿っ

て８ｍに１本、総延長５８ｍ、幅５０㎝、深さ約１ｍの規模でスコップと移植ゴテを用い掘削した。

その結果すべてのトレンチから、焼土とみられる炭化物の層位的広がりが確認された。遺構面は茶

路川に向かって緩やかに傾斜し、最大で約１．２ｍの比高差で一部２～３面に分かれていることがわかっ

た。

ｃ）遺構・包含層調査

トレンチ調査の結果、遺構付近以外では遺物がほとんど出土しないことがわかった。このため遺構

面間の間層を重機で除去した。重機を用いたのは発掘期間中、計３回のべ６日に及ぶ。

遺構調査にあたっては形成面を精査して遺構を検出し、写真撮影→範囲を図化→半截→写真撮影及

び記録→土壌を採集の順で行なった。焼土は肉眼で認識できる限りポリエチレン袋に採取し、水洗篩

分のための土壌サンプルとした。

�３ 遺物整理の方法

ａ）図面

原則として遺構は縮尺２０分の１で平面図、断面図を作成し、遺物等は必要に応じて１０分の１で出土

図Ⅲ－１ グリッド設定図・調査範囲、トレンチ位置図

２ 調査の方法
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状況図を作成した。これらは調整して素図を作成し、この素図に墨入れをしたものを版下としている。

ｂ）写真

発掘現場での撮影はブローニサイズのカメラを主とし、３５ミリカメラ、デジタルカメラを補助的に

用いた。主に撮影対象としたものは、遺構、遺構の遺物出土状況である。

撮影に用いた機材はMamiya RZ６７PROⅡ、Nikon F３、フジ BICJOB，である。フィルムはリバー

サルがフジ、モノクロはコダック社のものを用いた。

ｃ）遺物

一次整理：水洗後、土器、石器に大別し、大まかな分類を行った。さらに細分するにあたり分類ご

とにカードを作成し、点数と遺物番号を記入した。カードの情報をパソコン（マイクロソフト社、エ

クセル）に入力し、遺物点数の集計を行った。入力が終了したのち、江別に搬送し土器、石器の一部

について下記のように注記した。

遺構出土遺物 遺跡名 遺構名 ハイフン 遺物番号

カチ Ｆ６５ － ２０

包含層出土遺物 遺跡名 グリッド ハイフン 遺物番号

カチ Ｃ－８ － ４４ （カチは上茶路の略）

二次整理：

１）土器：注記後、接合作業を行なった。接合作業は胎土を手がかりに個体ごとに峻別した。作業

の後、器形がわかる接合資料については器形を復原し実測した。断面は最も器形の特徴を表している

部分を表現するために位置を変えて実測したものもある。この場合断面を計測した位置に▼を付した。

破片資料については文様のわかる個体ほぼすべてについて拓本をとり断面を実測した。

２）石器：器種毎に形態分類し、全体を把握できるよう実測する遺物を抽出した。

ｄ）水洗篩分

採取した焼土は、３６０×５００㎜のポリエチレン袋で３０２袋、総重量は１，４４４．１㎏、総堆積１，１６３．０�で
あった。これらについて微細な遺物を採取するため、以下の三種類の方法で篩別した。それぞれの数

量と目的は以下のとおりである。

① フローテーション法

概要：PROJECT SEEDS MODEL TYPE―１を使用した。

篩のサイズは浮遊：２．００㎜、１．４１㎜、０．４２５㎜、沈殿：１．４１㎜である。

目的：微細遺物、植物炭化種子の回収（２０袋：７％）

② 水洗篩分（篩サイズ大：１２㎜、中：３㎜、小：１．５㎜）

目的：微細遺物、特に魚骨の回収（２７袋：９％）

③ 水洗篩別（篩サイズ大：１２㎜、中：３㎜）

目的：微細遺物回収（２５５袋：８４％）

これらの結果については、フローテーションについては表Ⅳ－６その他の水洗篩別については表Ⅳ

－１に掲載した。

�４ 収納・保管

本報告に掲載された遺物については、復原土器はダンボールに、その他の拓影土器、石器はポリエ

Ⅲ 調査の方法
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チレン袋に個別に入れ、掲載番号、掲載図を付し、５９×３９×１５㎝のプラスチックコンテナ（サンボッ

クス製 ３６－２Ｂ）に収納した。その他の遺物は報告書名、分類内容を明記し同コンテナに収納した。

コンテナには遺跡名、報告書名、分類名、収納番号を記したラベルを貼り、収納台帳を作成した。こ

れらの遺物は報告後、白糠町で保管する。

�５ 遺物の分類

ａ）土器

土器については記号による細分を行なわず、土器型式の名称である緑ヶ岡式（縄文時代晩期後葉）、

興津式（続縄文時代初頭）を本文中にそのまま用いた。

ｂ）石器等

石器等は、以下のように分類した。

剥片石器

石鏃、石槍、スクレイパー、Ｒフレイク、フレイク

礫石器

たたき石、台石・石皿、加工痕のある礫

土製品類

焼成粘土塊

２ 調査の方法

―１６―



Ⅳ 遺構と遺物

１ 遺構

�１ 概要

調査により検出された遺構は焼土（Ｆ）７６ヵ所、フレイク・チップの集中域（ＦＣ）が２ヵ所、集

石（Ｓ）１ヵ所である。これらは調査区の長辺方向、概ね茶路川に沿って並ぶように検出されている

（図Ⅳ－１）。焼土は、赤変した土ではなく、主に炭化物や焼骨片の集中として検出された。これら

の焼土は水流により原位置から流されたものと区別するため、①明瞭な集中の中心を持つもの、②炭

化物のほかに微細な剥片、または焼骨片を伴っていることの２点を認定の条件とした。このほかに炭

化した木材のみが集中する場所が５ヵ所あったが、これらは炭化物集積として焼土とは別に扱ってい

る。焼土は２～３枚の遺構面に分かれている。面ごとに集約を試みたが、調査地が傾斜地であること、

また調査区を二分して調査していることもあり、垂直な位置関係で重複していない限り先後関係を明

確にすることはできなかった。遺構群のまとまり、時期別の傾向などについては自然科学的分析、土

器の詳細な検討などを加味したうえで、第Ⅵ章にその見通しを述べることにしたい。

各遺構の記述については、近接して不可分な場合を除いて遺構番号順に並べて記載し、遺構の重複

状態については確認・調査の項に明記した。なお焼土個々の調査は、検出→平面・遺物出土地点記録

→半截→土壌サンプル採取→断面記録→土壌サンプル採取の工程で行なった。以下の説明ではこれ以

外の場合のみ記載することとした。

�２ 焼土

Ｆ１・Ｆ４６（図Ⅳ－２、表Ⅳ－１、図版４）

位置 Ｄ・Ｅ－１０ 規模 Ｆ１：１．９８×（１．４）／０．０８、Ｆ４６：１．４４×１．１８／０．０２

確認・調査 ８ライントレンチを調査中に確認した。層厚と下位の遺構の有無を確認するため、広が

りを記録して掘り下げた。トレンチ調査の後、周囲を掘り下げて確認したところ、集中域は２ヵ所で

あり、明瞭な集中域を複数もつものと、その北東に接してやや不明瞭なものであることがわかった。

Ｆ１、Ｆ４６とした。Ｆ３４と重複する。Ｆ１、Ｆ４６が古い。

焼成の状況 河川堆積とみられる黄褐色シルト質粘土が焼成する。

遺物 Ｆ１：フレイク２４３点、礫・礫片２点、水洗篩分結果（炭化物４６．２ｇ・骨片１１９．３ｇ）Ｆ４６：フ

レイク２３点、水洗篩分結果（炭化物５．９ｇ、骨片１０．４ｇ）

時期 検出層位から、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期である。

Ｆ２・Ｆ３（図Ⅳ－２、表Ⅳ－１、図版４）

位置 Ｂ・Ｃ－１５・１６ 規模 Ｆ２：１．１２×０．８８／０．０４、Ｆ３：１．３６×１．０８／０．０４

確認・調査 １６ライントレンチの調査中、Ｃ－１６杭付近において炭化物が検出された。トレンチを精

査した結果、Ta−c火山灰の二次堆積中に炭化物の層位を確認した。層位は微細な黒曜石の剥片を伴っ

ていたため遺構とした。炭化物はこのＣ－１６杭を先端としてＪ字状に広がっており、やや間隔をおい

て８ヵ所の骨、炭化物の集中が認められた。検出順にＦ２～９とし調査した。Ｆ２、Ｆ３はその北側

先端部に当たる最も明瞭な炭化物、骨片の集中域である。

焼成の状況 Ta−c火山灰の二次堆積層、及び崖錐起源とみられる礫層の互層が焼成する。

遺物 Ｆ２：石鏃２点、フレイク２０９点、水洗篩分結果（炭化物６．８ｇ、骨片９１．１ｇ）出土した炭化材

Ⅳ 遺構と遺物
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をＡＭＳ法により年代測定したところ、補正年代で２４５５y.BPの値が得られた（PLD−６８３２）。

Ｆ３：緑ヶ岡式土器１点、石鏃片１点、フレイク４５２点、水洗篩分結果（炭化物９．０ｇ 骨片１１２．８ｇ）

時期 出土遺物から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期である。

Ｆ４・Ｆ５（図Ⅳ－２、表Ⅳ－１、図版４）

位置 Ｂ・Ｃ－１５ 規模 Ｆ４：１．０４×０．６６／０．４４、Ｆ５：１．２２×１．０８／０．０４

確認・調査 確認の経緯はＦ２、Ｆ３のとおりである。Ｆ３の南側に、Ｆ６の北側に接して確認され

ている。明瞭な２ヵ所の炭化物、骨片の集中域である。

焼成の状況 崖錐堆積物とみられる礫層が焼成する。

遺物 Ｆ４：フレイク３３点、水洗篩分結果（炭化物０．８ｇ 骨片３８．７ｇ）

Ｆ５：フレイク１７点、水洗篩分結果（炭化物が２．４ｇ 骨片１４．９ｇ）

時期 検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期である。

Ｆ６・Ｆ７（図Ⅳ－２、表Ⅳ－１、図版４）

位置 Ｂ・Ｃ－１５ 規模 Ｆ６：０．８８×０．７２／０．０４、Ｆ７：０．９４×０．７４／０．０４

確認・調査 確認の経緯はＦ２、Ｆ３のとおりである。Ｆ６、Ｆ７は、東西に並んで検出され北東側

にＦ５、北西にＦ８と接しており、Ｊ字状に広がるＦ２～９の曲線部にある。比較的明瞭な集中域で

ある。

焼成の状況 Ta−cがブロック状に混じるシルト～粘土の土壌が焼成する。

遺物 Ｆ６：フレイク１１点、水洗篩分結果（炭化物１．３ｇ 骨片１５．５ｇ）

Ｆ７：フレイク１０４点、水洗篩分結果（炭化物１．５ｇ 骨片４７．８ｇ）

時期 検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ８・Ｆ９（図Ⅳ－３、表Ⅳ－１、６、図版５）

位置 Ｂ－１５ 規模 Ｆ８：１．２０×１．５０／０．０４、Ｆ９：０．５４×０．４０／０．０２

図Ⅳ－１ 遺構位置図

１ 遺構
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確認・調査 確認の経緯はＦ２、Ｆ３のとおりである。Ｆ８、Ｆ９はその北端に位置するやや小規模

な焼土である。Ｆ８南側にＦ７と接している。

焼成の状況 崖錐起源とみられる礫、Ta−cのブロックが混じる粘土が焼成する。

遺物 Ｆ８：スクレイパー１点（図Ⅳ－２３－３５）フレイク４０点、水洗篩分結果（炭化物１．４ｇ、骨片

１９．５ｇ）Ｆ９：石鏃１点（図Ⅳ－２３－７）、フレイク８６点、水洗篩分結果（骨片１６．６ｇ）

時期 検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ１０（図Ⅳ－３、表Ⅳ－１、６、図版５）

位置 Ｄ－９ 規模 １．９４×１．４４／０．０４

確認・調査 Ｄ－９区において粘質シルトを掘削中に確認した。集中域は東西にやや広がる不整な円

形を呈するが、明瞭な集中域は概ね長軸１００㎝程度の楕円形を呈している。北部をわずかに試掘穴に

より切られている。

焼成の状況 二次堆積の Ta−cを混じる極めて淘汰の良い粘質シルトが焼成し、炭化物層直下の層位

に明瞭な赤変が認められる。

遺物 緑ヶ岡式土器５０点、スクレイパー１点、フレイク１８１点、水洗篩分結果（炭化物３１．１ｇ 骨片

４１５．２１ｇ）

時期 出土遺物、検出層位から、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ１１（図Ⅳ－３、表Ⅳ－１、図版５）

位置 Ｄ－９ 規模 １．５２×１．３４／０．０４

確認・調査 メインセクションベルトの北側にあたるＤ－９区において、粘土質シルトを掘削中に確

認した。このため、ベルト内外の２回に分けて調査を行なっている。本遺構はＦ３２、６８、７０の一群と

層厚約１５㎝のシルトをはさんで重複しており、Ｆ１１が上位に位置している。

焼成の状況 河川堆積とみられる淘汰の良いシルトが焼成し、炭化物層下位は明瞭に赤変する部分が

ある。

遺物 緑ヶ岡式土器３点、石鏃１点、石鏃片１点、Ｒフレイク１点、フレイク６９２点、水洗篩分結果

（炭化物１６．１ｇ、骨片１２６．５ｇ）出土した炭化物をＡＭＳ法により年代測定したところ、補正年代で

２４９５y.BPの値が得られた（PLD−６８３７）。

時期 出土遺物、および検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期である。

Ｆ１２（図Ⅳ－３、表Ⅳ－１、図版５）

位置 Ｅ－９ 規模 １．３２×（０．６６）／０．０４

確認・調査 Ｅ－９区において排水ポンプ設置のため釜場を掘削中に確認した。このため半分以上欠

失しているとみられる。平面形は検出できた部分では北東～南西方向に長軸のある楕円形を呈する。

中心部分に骨片を中心とした明瞭な集中域がある。

焼成の状況 褐色の粘土質シルトが焼成する。

遺物 石槍１点（図Ⅳ－２３－３３）、フレイクが４７１点。水洗篩分結果（炭化物０．４ｇ 骨片３４６．９ｇ）

時期 周囲の遺構から、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ１３（図Ⅳ－４、表Ⅳ－１、図版６）

位置 Ｆ－１６ 規模 １．００×０．５８／０．０４

確認・調査 Ｆ－１６区において、表土除去後にジョレンを用いて精査していたところ確認した。平面

形は不定形で集中の範囲も不明瞭である。

焼成の状況 黄褐色粘土が焼成する。

Ⅳ 遺構と遺物
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図Ⅳ－２ 焼土（１）
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図Ⅳ－３ 焼土（２）
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遺物 出土していない。水洗篩分結果（炭化物２．８ｇ）

時期 検出層位から続縄文時代初頭～Ta−a降灰までの期間のものとみられる。

Ｆ１４・Ｆ３３（図Ⅳ－４、表Ⅳ－１、図版６）

位置 Ｄ－９ 規模 Ｆ１４：０．９０×０．７０／０．０２、Ｆ３３：０．８２×０．８／０．０１

確認・調査 Ｄ－９区を掘削中に検出した。１４は赤色顔料が目立つ炭化物の集中域。３３は赤変する土

と焼骨片の集中域である。両者は南北に２０㎝の距離で隣接しており、ともに平面形は不整形ではある

が、主要な集中域が８０㎝内外の円形を呈している。

焼成の状況 １４は河川堆積とみられる黄褐色シルト質粘土、３３は砂層が焼成する。

遺物 Ｆ１４：フレイク１６点、水洗篩分結果（炭化物２１．０ｇ 骨片１．１ｇ）出土した炭化物をＡＭＳ法

により年代測定したところ、補正年代で２４８５y.BPの年代が得られた（PLD−６８３６）。

Ｆ３３：フレイク４９点、礫１点、水洗篩分結果（炭化物３．８ｇ 骨片が１０．２ｇ）

時期 検出状況から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ１５（図Ⅳ－４、表Ⅳ－１、図版６）

位置 Ｅ・Ｆ－１７・１８ 規模 １．１０×１．０４／０．０６

確認・調査 表土除去後、Ｆ－１８杭付近でジョレンを用いて精査していたところ、炭化物のやや散漫

な集中域を検出した。集中域は骨片を微量ながら伴っていたため遺構とした。平面は南北にやや長い

不整な形状で、北側Ｆ－１８杭付近に骨片が混じる部分がある。

焼成の状況 黄褐色粘土が焼成する。

遺物 フレイク４点、水洗篩分結果（炭化物４．８ｇ 骨片４．５ｇ）

時期 検出層位から続縄文時代初頭～Ta−a降灰までの期間のものとみられる。

Ｆ１６（図Ⅳ－４、表Ⅳ－１、図版６）

位置 Ｂ・Ｃ－１４ 規模 １．２０×０．５８／０．０１

確認・調査 Ｂ－１５区を精査していたところ、炭化物の集中域を検出した。付近を精査し全体を確認

したところ、集中域はほぼ東西に長軸のある楕円形を呈し、主に西側に明瞭な集中域があることを確

認したため遺構として調査した。

焼成の状況 Ta−cの二次堆積から約５㎝堆積している、灰黄褐色粘土質シルトが焼成する。

遺物 フレイク９点、水洗篩分結果（炭化物０．７ｇ 骨片１．３ｇ）

時期 検出層位の類似から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ１７（図Ⅳ－４、表Ⅳ－１、図版６）

位置 Ｃ－１４ 規模 ０．５８×０．４６／０．０１

確認・調査 Ｃ－１４区において、Ta−c二次堆積の上面を精査中に検出した。平面形は北東～南西方

向に長軸のある不整形である。

焼成の状況 Ｆ１６と同じである。

遺物 フレイク３点、水洗篩分結果（炭化物１．２ｇ）

時期 検出層位の類似から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ１８・Ｆ１９（図Ⅳ－５、表Ⅳ－１、６、図版７）

位置 Ｄ－１３ 規模 Ｆ１８：１．３４×０．７８／０．０６、Ｆ１９：１．２×０．９２／０．０４

確認・調査 重機併用調査において、Ｄ－１３区を掘削中に炭化物、骨片と土器片が出土した。そのた

め検出した周囲約１区において若干土を厚く残した。包含層調査の折に周囲を改めて精査し、明瞭な

集中２ヵ所を確認した。土器を伴うものがＦ１８、その約１ｍ南の集中域をＦ１９とした。Ｆ１８の平面形

１ 遺構
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図Ⅳ－４ 焼土（３）
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は東西に長い不整な楕円形を呈し、中央に炭化物、骨片の著しい集中がある。Ｆ１９の平面は不整形で

あるが、中心約６０㎝四方の範囲に明瞭な炭化物、骨の集中域がある。

焼成の状況 Ta−cの二次堆積の上位に堆積したシルト（Ｆ１８）、シルト質粘土（Ｆ１９）中に形成され

ている。

遺物出土状況 Ｆ１８上面で、緑ヶ岡式土器がややまとまって出土した。重機調査時に攪乱した可能性

もある。ほか検出面で著しい集中域の北に隣接して礫が出土している。またＦ１９の北東には石皿が１

点出土している。礫の形状と出土状況から石皿としたが、使用痕は極めて不明瞭である。

遺物 Ｆ１８：緑ヶ岡式土器２９点、石鏃１点、スクレイパー１点（図Ⅳ－２３－４２）、フレイク３３点、た

たき石１点、水洗篩分結果（炭化物０．１ｇ、骨片７０ｇ）Ｆ１９：緑ヶ岡式土器２点、石鏃片１点、スク

レイパー１点（図Ⅳ－２４－５４）、フレイク１５８点、石皿１点、水洗篩分結果（骨片３．３ｇ）

時期 出土した土器から判断すると、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期である。

Ｆ２０・Ｆ２１・Ｆ２３・Ｆ２４（図Ⅳ－５、表Ⅳ－１、６、図版７，８）

位置 Ｄ・Ｅ－１２

規模 Ｆ２０：１．２６×１．１／０．０２、Ｆ２１：１．０×０．７８／０．０４、Ｆ２３・２４：２．０×（０．９２）／０．０４

確認・調査 １２ライントレンチを調査中、断面を観察したところ、シルト質の粘土中に炭化物の広が

りがあることを確認した。層位は表土除去した高さから８０㎝の深さがあったため、重機で土を除去し

てから調査を行なうことにした。包含層調査においてこの面を精査すると、近接して４ヵ所の焼土を

確認した。これらは大きく二つに分かれており、北側のまとまりをＦ２０、２１、南側をＦ２３、２４とした。

焼成の状況 Ta−cの二次堆積の直上に堆積する褐色シルトが焼成する。

遺物 Ｆ２０：緑ヶ岡式土器２０点、石鏃１点、スクレイパー２点、Ｒフレイク２点、フレイク２３７点、

加工痕ある礫１点、礫１点、水洗篩分結果（炭化物０．５ｇ、骨片１２．３ｇ）

Ｆ２１：石鏃１点、Ｕフレイク１点、フレイク１５点、水洗篩分結果（炭化物０．６ｇ、骨片０．９ｇ）

Ｆ２３：フレイク６点、水洗篩分結果（炭化物６１．３ｇ 骨片１９．９ｇ）

Ｆ２４：石鏃片１点、フレイク４１点、水洗篩分結果（炭化物２．１ｇ 骨片１５．７ｇ）

時期 出土遺物、検出層位から、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ２２（図Ⅳ－５、表Ⅳ－１、図版７）

位置 Ｄ－１３、１４ 規模 ０．７６×（０．６６）／０．０４

確認・調査 １４ライントレンチの調査において微細な骨片が出土した。そのため断面を精査すると、

骨、炭化物の集中する層位を確認した。層位は表土除去した高さから約６０㎝の位置があったため、重

機併用調査の際に改めて確認することにした。包含層調査の折Ｄ－１４区を精査したところ、Ｄ－１３区

との境界付近で本遺構を確認した。やや骨片の目立つ、比較的小規模な集中域である。

焼成の状況 Ta−cの二次堆積の上に堆積した明黄褐色シルトが焼成する。

遺物 緑ヶ岡式土器１点、石鏃片１点、フレイク７点、水洗篩分結果（炭化物１．２ｇ 骨片６．１ｇ）

時期 出土遺物と検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ２５・Ｆ２６・Ｆ５３（図Ⅳ－６、表Ⅳ－１、図版８，１４）

位置 Ｂ・Ｃ－９・１０ 規模 Ｆ２５、２６：３．７０×２．２０／０．１０、Ｆ５３：１．６４×１．１／－

確認・調査 メインセクションベルト北側にあたるＣ－９区において、Ta−c二次堆積まで掘削を行

なっていたところ、ほぼグリッド一面に炭化物が出土した。Ta−c二次堆積上面で精査すると、やや

不明瞭ではあるが範囲が明確にでき、骨片も検出されたため遺構とした。長軸に合わせてトレンチを

設定し、Ta−c二次堆積の下位まで掘り下げると、この遺構は２面に分かれて形成されていることが

１ 遺構
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わかった。このため最も上位の散漫な集中域をＦ２６、下位のやや小規模なものをＦ２５、Ｄ－１０杭付近

の下位の明瞭な焼土をＦ５３として調査した。Ｆ２６と後二者（Ｆ２５、５３）は、若干の時期差があるとみ

られる。Ｆ２６が新しい。

焼成の状況 Ta−cの二次堆積が焼成する。

遺物 Ｆ２５：出土していない。Ｆ２６：石鏃１点、フレイク１点、加工痕ある礫１点、礫３点、水洗篩

分結果（炭化物３．９ｇ）Ｆ５３：加工痕ある礫２点、水洗篩分結果（炭化物１５．４ｇ）

時期 検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ２７・Ｆ２８（図Ⅳ－６、表Ⅳ－１、６、図版８，９）

位置 Ｄ－１４ 規模 Ｆ２７：１．４４×０．９０／０．０８、Ｆ２８：（１．２０）×０．５０／０．０２

確認・調査 Ｆ１８～２４まで検出した時点で、現茶路川に向かって緩やかに傾斜し、北東～南西に直線

に広がる遺構群が想定された。その延長線上にあたるＤ－１４区を精査したところ、Ｄ－１３区との境界

付近でＦ２７、Ｆ２８を確認した。両者とも南北に長軸のある不整形を呈する。Ｆ２７は直径２０㎝程度の狭

い明瞭な集中が２ヵ所あり、Ｆ２８は南西側約半分を１４ライントレンチの崩落で欠失している。

焼成の状況 Ta−cの二次堆積の上位に堆積する粘質シルトを形成面とする。Ｆ２７は南半分において

層位が枝分かれする部分がある。

遺物 Ｆ２７：フレイク１２点、水洗篩分結果（炭化物１２．５ｇ 骨片１ｇ）

Ｆ２８：フレイク１０点、水洗篩分結果（炭化物０．７ｇ）

時期 検出層位と周囲の遺物出土状況から、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ２９（図Ⅳ－７、表Ⅳ－１、図版９）

位置 Ｄ－１１、１２ 規模 １．２４×０．９８／０．０２

確認・調査 Ｄ－１１区を掘削中に検出した。平面形は北東～南西方向に長い不整形である。明瞭な集

中域は中心付近８０�四方の範囲である。
焼成の状況 Ｆ２８に同じく Ta−c二次堆積の上位に堆積した粘質シルトを形成面とする。

遺物 スクレイパー１点（図Ⅳ－２４－４８）、フレイク８点、水洗篩分結果（炭化物３４．３ｇ骨片２４．５ｇ）

時期 検出層位と周囲の遺物出土状況から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ３０（図Ⅳ－７、表Ⅳ－１、６、図版９）

位置 Ｄ－１１ 規模 １．８０×１．１０／０．０４

確認・調査 Ｄ－１１区を掘削中に確認した。検出面を精査すると、平面形は北西～南東に長軸のある

不整な形であり、その南西端に明瞭な集中がある。明瞭な集中は６０×４０㎝の楕円形、東側に拳大の礫

を伴う。

焼成の状況 Ta−c二次堆積の上に堆積したシルトが焼成する。

遺物出土状況 検出面で上述の礫のほか、南西端から約５０㎝南に石皿（図Ⅳ－２５－７６）と加工痕ある

礫が出土している。

遺物 緑ヶ岡式とみられる土器小片が９２点、石鏃１点、フレイク７７点、石皿１点、加工痕ある礫１点、

水洗篩分結果（炭化物５．５ｇ 骨片１１６．３ｇ）

時期 検出層位と出土遺物から、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ３１（図Ⅳ－７、表Ⅳ－１、図版９）

位置 Ｄ－１０、１１ 規模 １．５２×１．３４／０．０４

確認・調査 Ｄ－１０区を掘削中に検出した。平面形は北東～南西に長軸のあるやや不整な楕円形を呈

する。中心約６０×４０㎝の範囲に著しく炭化物と骨が集中する部分がある。

Ⅳ 遺構と遺物
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図Ⅳ－５ 焼土（４）

１ 遺構

―２６―



図Ⅳ－６ 焼土（５）

Ⅳ 遺構と遺物

―２７―



焼成の状況 Ta−c二次堆積上に堆積したシルトが焼成する。著しい炭化物の集中直下の層位が明瞭

に赤変している。

遺物 石鏃１点、石鏃片２点、Ｒフレイク１点、フレイク１８９点、台石１点、水洗篩分結果（炭化物

２６．７ｇ、骨片１０８．７ｇ）

時期 検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ３２・Ｆ６８・Ｆ７０（図Ⅳ－８、表Ⅳ－１、図版９，１０，１８）

位置 Ｅ－７、８ 規模 ３．３２×１．３／０．０４

確認・調査 メインセクションベルト北東側にあたるＤ－９区を掘削中、Ｆ３３の西側約１ｍの地点で

Ｆ３２が検出された。大部分はベルト下にあるとみられたため、確認できた平面とベルト壁面のみ記録

し、ベルト除去時に残りの部分を調査することにした。ベルトを除去して精査を行なったところ、Ｆ

３２の検出面は河川に向かって緩やかに傾斜しており、北西～南東方向約３ｍの長軸のある炭化物の集

中域が検出された。これらの集中域は長軸線上概ね１ｍ間隔で３ヵ所著しく集中している部分が認め

られ、ベルト下の２ヵ所を新たにＦ６８、Ｆ７０とした。

焼成の状況 河川堆積とみられる黄褐色シルトが焼成する。

遺物 Ｆ３２：緑ヶ岡式土器２点、フレイク２０点、水洗篩分結果（炭化物６５．０ｇ、骨片２５．１ｇ）

Ｆ６８：フレイク２５６点、水洗篩分結果（炭化物１５．４ｇ 骨片１６ｇ）

Ｆ７０：緑ヶ岡式土器小片５点、石鏃１点、スクレイパー２点、Ｒフレイク１点、フレイク４８７点、礫

片１点、水洗篩分結果（炭化物４３．１ｇ、骨片１６９．５ｇ）

時期 出土遺物と検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ３４（図Ⅳ－８、表Ⅳ－１、図版１０）

位置 Ｄ－１０ 規模（０．６８）×（０．６４）／０．０２

確認・調査 １０ライントレンチを調査中、試掘穴を確認した。試掘穴は焼土が検出されていたため、

改めて確認したところ、重複する焼土２ヵ所の断面を確認した。上位がＦ３４、約１０㎝下位に位置する

ものがＦ１である。平面形は試掘穴とトレンチに切られて不明であるが、概ね円形を呈すると見られ

る。炭化物と骨片の明瞭な集中域で、赤色顔料が認められる。

焼成の状況 Ta−cの上位に堆積したシルト、粘土の互層が焼成する。

遺物 緑ヶ岡式土器１点、スクレイパー１点、フレイク１１点、水洗篩分結果（炭化物６．８ｇ、骨片０．４

ｇ）

時期 出土遺物と検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ３５（図Ⅳ－８、表Ⅳ－１、図版１０）

位置 Ｅ・Ｆ－１３・１４ 規模 １．１０×（１．００）／０．０４

確認・調査 １４ライントレンチを調査中、シルト質の粘土中から微細な骨片と炭化物が出土した。ト

レンチの壁面を観察した結果、炭化物の層位を確認した。表土除去面から約１２０㎝下に位置していた

ことから、重機併用調査を待って全体を検出することにした。重機併用調査の折、改めて精査すると

北西～南東方向に長軸のある不整な楕円形を呈する明瞭な集中域として検出された。

焼成の状況 河川堆積とみられるにぶい黄褐色のシルトが焼成する。

遺物 スクレイパー１点、フレイク５９７点、水洗篩分結果（炭化物２．７ｇ、骨片７．９ｇ）

時期 周囲での遺構、遺物の検出状況から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ３６（図Ⅳ－９、表Ⅳ－１、図版１０）

位置 Ｆ－１４ 規模 １．４４×１．０２／０．０８

１ 遺構
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確認・調査 Ｆ－１４区を掘削中に確認した。東西に長軸のある不整な楕円形を呈する。東側に著しく

炭化物が集中しており、西側には上面に２㎝程度の角礫で構成される土が炭化物層の上に検出された

部分がある。

焼成の状況 河川堆積とみられる黄褐色シルトが焼成する。

遺物 フレイク１，１１５点、加工痕ある礫１点、水洗篩分結果（炭化物１２．５ｇ 骨片７６．９ｇ）

時期 周囲で検出される遺構から、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ３７（図Ⅳ－９、表Ⅳ－４、図版１１）

位置 Ｆ－１５ 規模 １．３６×０．９８／０．０４

確認・調査 Ｆ－１５区を掘削中に確認した。北東側の先端部分を攪乱されているが、ほぼ全体とみら

れる。平面形は南北に長軸のある不整な楕円形を呈し、中央５０㎝四方は明瞭な集中域がある。

焼成の状況 黄褐色シルトを形成面としており、明瞭な集中直下の層位が明瞭に赤変している。

遺物出土状況 焼土上面の炭化物集中域に緑ヶ岡式土器が一括して出土している。

遺物 緑ヶ岡式土器６１２点、石鏃１点、Ｒフレイク２点、フレイク７６１点、礫片１点、水洗篩分結果（炭

化物が１．５ｇ、骨片３０５．５ｇ）

時期 出土遺物から判断し、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期である。土器に付着した炭化物

をＡＭＳ法により年代測定したところ、補正年代で２９３５y.BPの値が得られた（PLD−６８３９）。

Ｆ３８・Ｆ３９（図Ⅳ－９、表Ⅳ－１、図版１１）

位置 Ｅ－１０、１１ 規模 Ｆ３８：１．２６×０．８８／０．０４、Ｆ３９：０．９２×０．９２／０．０２

確認・調査 Ｅ－１１区を掘削中に確認した。集中域は南北に約４０㎝離れて２ヵ所検出され、南からＦ

３８、３９とした。Ｆ３８は２期調査で全体を確認した。平面形はＦ３８が不整な楕円形、３９が不整な円形で

ある。Ｆ３８は中心８０㎝四方に著しい集中域がある。

焼成の状況 河川堆積とみられる褐色シルトが焼成する。

遺物 Ｆ３８：緑ヶ岡式土器１点、石鏃１点、フレイク２０点、水洗篩分結果（炭化物３．５ｇ）

Ｆ３９：フレイク１１９点、水洗篩分結果（炭化物３７．９ｇ 骨片１．６ｇ）

時期 出土遺物、検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ４０・Ｆ４１（図Ⅳ－１０、表Ⅳ－１、図版１１，１２）

位置 Ｅ－１１（Ｆ４０）、Ｅ－１２（Ｆ４１） 規模 Ｆ４０：（１．４０）×１．２０／０．０２、Ｆ４１：１．０８×０．７６／０．０２

確認・調査 １２ライントレンチを調査中、シルト質の粘土中から微細な骨片と炭化物が出土した。ト

レンチを精査すると壁面に炭化物の層位を確認した。層位は表土除去した面から約８０㎝下に位置して

いたことから、重機併用調査時に確認することにした。その結果、２ヵ所の炭化物集中域を確認した。

トレンチで確認したものをＦ４１、そこから南西に約１ｍ離れて検出されたものをＦ４０とした。Ｆ４０は

東をポンプの溝に切られるが、概ね東西に長軸のある不整な形を呈し、Ｆ４１は北東～南西に長軸のあ

る不整形である。Ｆ４１の中央部分半径約８０㎝は明瞭な集中域となっている。

焼成の状況 河川堆積とみられるシルト～砂質シルトが焼成する。

遺物 Ｆ４０：フレイク１０点、水洗篩分結果（炭化物９．０ｇ、骨片１７．９ｇ）Ｆ４１：出土していない。

時期 周辺での出土遺物、検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ４２（図Ⅳ－１０、表Ⅳ－１、図版１２）

位置 Ｇ－１５、１６ 規模（１．８４）×１．２４／０．０４

確認・調査 １６ライントレンチを調査中、シルト質の粘土中から微細な骨片と炭化物が出土した。ト

レンチを精査し、炭化物の層位的広がりを確認した。炭化物層まで１ｍほどの深さがあったため、重
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機併用調査の時点で再確認することにした。重機併用調査の折、周囲を精査して明瞭な集中域を確認

した。北西側が若干調査区外にかかっているが、北東～南西に長軸のある楕円形を呈する平面形に広

がり、集中はその中心部分８０㎝四方で顕著である。

焼成の状況 河川堆積とみられるやや粗いシルトが焼成する。

遺物出土状況 集中域上面北東側に接するように、緑ヶ岡土器が若干まとまって出土している。

遺物 緑ヶ岡式土器３５点、石鏃４点、石鏃片２点、フレイク５１２点、水洗篩分結果（炭化物１０．３ｇ

骨片５３７．４ｇ）

時期 出土遺物から判断し、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期である。

図Ⅳ－７ 焼土（６）

１ 遺構

―３０―



Ｆ４３・Ｆ４４（図Ⅳ－１０、表Ⅳ－１、図版１２）

位置 Ｅ－１２（Ｆ４３）、Ｅ・Ｆ－１２ 規模 Ｆ４３：０．８０×０．６４／０．０４、Ｆ４４：０．９４×０．８６／０．０８

確認・調査 Ｅ－１２区を掘削中、２ヵ所の炭化物の集中域を確認した。一方は約８０㎝四方の不整形に

広がるもので、比較的大きく木目の明瞭な炭化材が確認できた。これをＦ４３とした。他方、大部分が

２期調査区にかかっているもので、やや不明瞭な集中域であった。これをＦ４４とし、調査区境界で断

面図を作成し、２期調査で反対側の記録を作成した。

焼成の状況 明黄褐色の粘土を形成面とする。

遺物 Ｆ４３：フレイク２点、水洗篩分結果（炭化物４．１ｇ）Ｆ４４：フレイク１４点、水洗篩分結果（炭

化物５８．９ｇ 骨片０．５ｇ）

時期 周囲での遺物出土状況、検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ４８・Ｆ５２（図Ⅳ－１１、表Ⅳ－１、６、図版１３，１４）

位置 Ｅ・Ｆ－４（Ｆ４８）、Ｅ－４（Ｆ５２）規模 Ｆ４８：２．５６×２．０８／０．０４、Ｆ５２：１．４６×０．９６／０．０４

確認・調査 Ｅ－４区、調査区境界付近を掘削中、骨片が集中した部分を確認した。周囲を精査する

と、調査区外に延びる半径１２０㎝ほどの骨片の著しい集中域であることがわかった。この集中は外側

にやや明瞭な集中域を４０㎝ほど伴っており、全体として２ｍ近くに及ぶものであった。さらにその北

西側に主に炭化物が分布する範囲が検出された。これらをそれぞれＦ４８、Ｆ５２とした。調査終了後、

矢板保護のためのクリアランスを極力除去し、Ｆ４８の遺物回収に努めた。

焼成の状況 褐色のやや粘土質のシルトが焼成する。

遺物出土状況 上面を精査中、著しい集中の周囲で石鏃が出土した。

遺物 Ｆ４８：土器小片４点、石鏃８点、石鏃片４点、スクレイパー１点、Ｒフレイク２点、フレイク

６４３点、加工痕ある礫１点、礫１点、水洗篩分結果（炭化物が１７．９ｇ 骨片６７１．５ｇ）炭化物のうちブ

ドウ属種子５点のＡＭＳ法による年代測定結果は補正年代で２２００±１５y.BPであった（PLD−６８３０）。

出土した種子には、このほかキハダ、ブドウ、イネ科がある。

Ｆ５２：土器１点、フレイク２０点、加工痕ある礫１点、礫２点、水洗篩分結果（炭化物０．５ｇ、骨片０．１）

時期 炭素年代から判断すると、続縄文時代初頭のものである可能性がある。

Ｆ４９・Ｆ５０（図Ⅳ－１１、表Ⅳ－１、図版１３，１４）

位置 Ｆ－１２、１３（Ｆ４９）Ｆ－１２（Ｆ５０）規模 Ｆ４９：０．９０×（０．８０）／０．０２、Ｆ５０：０．６６×（０．６２）

／０．０２

確認・調査 Ｆ－１２、１３区を掘削中に確認した。耕作攪乱により、約半分を失う、やや弱い焼土であ

る。Ｆ４９は東西に長軸のある不整な楕円形を呈し、南半の大部分を攪乱される。Ｆ５０はその約１ｍ東

で検出された。不整形で北東側約４分の１を攪乱されている。

焼成の状況 河川堆積とみられる褐色～にぶい黄褐色シルト質粘土が焼成する。

遺物 Ｆ４９：フレイク１６点、水洗篩分結果（炭化物２．４ｇ 骨片３３．３ｇ）Ｆ５０：フレイク５点、水洗

篩分結果（炭化物２．６ｇ 骨片１．８ｇ）

時期 周囲で出土する遺物、検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ４７（図Ⅳ－１２、表Ⅳ－１、図版１３）

位置 Ｇ－８、９ 規模 ０．８８×（０．３４）／０．０４

確認・調査 第２期の調査のための重機掘削時に確認した。そのため約半分を確認時に欠失している。

やや骨片の多い、散漫な集中域である。

焼成の状況 明黄褐色粘土が焼成する。
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図Ⅳ－８ 焼土（７）

１ 遺構
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図Ⅳ－９ 焼土（８）
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図Ⅳ－１０ 焼土（９）

１ 遺構
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図Ⅳ－１１ 焼土（１０）
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遺物 フレイク２５点、水洗篩分結果（炭化物が２．１ｇ 骨片３．０ｇ）

時期 標高と検出層位から、緑ヶ岡式～続縄文時代初頭までのものとみられる。

Ｆ５１（図Ⅳ－１２、表Ⅳ－１、図版１４）

位置 Ｅ・Ｆ－１１ 規模 １．３２×０．７８／０．０２

確認・調査 Ｆ－１１区を掘削中に確認した。平面形は長辺が南北にある二等辺三角形を呈する。明瞭

な集中域は東側頂点付近６０×５０㎝の範囲である。

焼成の状況 河川堆積とみられる黄褐色シルトが焼成する。

遺物 フレイク２８点、水洗篩分結果（炭化物が５．０ｇ 骨片１．８ｇ）

時期 検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ５５（図Ⅳ－１２、表Ⅳ－１、図版１４）

位置 Ｆ・Ｇ－１３・１４ 規模（１．６６）×１．２６／０．０４

確認・調査 Ｇ－１４杭付近を精査中に確認した。北側を検出時に欠失しているが、ほぼ全体とみられ

る。平面形は南北に長い不整な楕円形を呈する。炭化物、骨片の著しい集中域は北側にあり、８０㎝四

方の隅丸方形を呈している。

焼成の状況 河川堆積とみられる褐色シルトが焼成する。明瞭な集中直下の層位が赤変しており、更

にその最も厚い部分の下が黒変している。

遺物 緑ヶ岡式土器１０点、Ｒフレイク１点、Ｕフレイク１点、フレイク１７１点、たたき石１点、水洗

篩分結果（炭化物７．８ｇ、骨片１７９．５ｇ）

時期 出土遺物から判断し、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期である。

Ｆ５６・Ｓ１（図Ⅳ－１２、表Ⅳ－１、図版１５，２０）

位置 Ｄ－８、９ 規模 １．６０×１．４８／０．０２

確認・調査 メインセクションベルトの南西側、Ｄ－８区を掘削中に検出した。約半分はベルト下に

延びていたため、除去後に完掘した。北西～南東に長軸のある不整形であり、著しく炭化物、骨の集

中している部分は中心付近約１ｍ四方の範囲である。

Ｓ１は同一面のその南東約４０㎝の地点で検出した。チャートなどの自然礫５点の集中であるが、粘

土層中からこれらのみまとまって出土したものであるため、人為的なものとみられる。

焼成の状況 河川堆積とみられる褐色砂質シルトが焼成する。

遺物 Ｆ５６：石鏃片１点、スクレイパー１点、Ｕフレイク１点、フレイク９６点、水洗篩分結果（炭化

物が１８．０ｇ 骨片１１３．３ｇ）

時期 検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ５７（図Ⅳ－１３、表Ⅳ－１、図版１５）

位置 Ｄ－８ 規模（１．５２）×（０．７０）／－

確認・調査 ８ライントレンチを調査中に確認した。確認できた部分は概ね南北に長い楕円形を呈し、

ほぼ中央約７０㎝が明瞭に集中している部分である。なおＦ６５は本遺構から約１５㎝下に検出されており、

本遺構が新しい。

焼成の状況 黄褐色シルト質粘土が焼成する。

遺物 フレイク１６９点、水洗篩分結果（炭化物２．０ｇ 骨片５７．６ｇ）

時期 検出層位から緑ヶ岡式～続縄文時代初頭までのものとみられる。

Ｆ５８・Ｆ５９（図Ⅳ－１３、表Ⅳ－１、図版１５）

位置（Ｆ５８）Ｆ－８、９（Ｆ５９）Ｅ・Ｆ－８

１ 遺構
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図Ⅳ－１２ 焼土（１１）
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図Ⅳ－１３ 焼土（１２）

１ 遺構
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規模 Ｆ５８：０．７２×０．３２／－ Ｆ５９：０．９８×（０．２６）／０．０２

確認・調査 メインセクションベルトを除去中に確認した。Ｆ５８は検出時に一部破壊されている。除

去した土は極力採取して、水洗篩分を行った。Ｆ５９は２期調査のための重機掘削で南側を欠損してい

る。いずれもやや不明瞭な集中域である。

焼成の状況 にぶい黄褐色粘土が焼成する。この層の上部はややシルト質である。

遺物 Ｆ５８：緑ヶ岡式土器１点、フレイク２０点、水洗篩分結果（炭化物２．０ｇ 骨片５７．６ｇ）

Ｆ５９：フレイク５点、礫１点、礫片１点、水洗篩分結果（炭化物０．８ｇ 骨片７．９ｇ）

時期 出土遺物と検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ６０・Ｆ６２（図Ⅳ－１３、表Ⅳ－１、図版１５，１６）

位置 Ｆ－１０ 規模 Ｆ６０：０．６８×０．５８／０．０２、Ｆ６２：０．７０×０．５０／０．０６

確認・調査 Ｆ－１０区を掘削中に確認した。小規模だが比較的明瞭な集中域２ヵ所である。Ｆ６０は区

画のほぼ中央で検出され、平面形は約７０㎝四方の不整形を呈する。Ｆ６２はその約６０㎝北で検出され、

同じく約７０㎝四方の著しい炭化物の集中域である。

遺物 Ｆ６０：フレイク９点、水洗篩分結果（炭化物１３．１ｇ）Ｆ６２：フレイク４７点、水洗篩分結果（炭

化物１．８ｇ 骨片３．８ｇ）

時期 検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ６１（図Ⅳ－１３、表Ⅳ－１、図版１６）

位置 Ｄ－７ 規模 ０．７６×０．６８／０．０１

確認・調査 Ｄ－７区を掘削中に検出された。シルト中に少量混じる程度の弱い炭化物、骨片の集中

域である。平面形は全く不定形で、明瞭な中心はない。

焼成の状況 黄褐色～暗褐色のシルト～粘土の互層が焼成する。不明瞭ではあるが、炭化物の下位は

わずかに赤変する。焼土面で不整合となっている。

遺物 フレイク５点、水洗篩分結果（炭化物１．４ｇ 骨片１１．３ｇ）

時期 検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ６３（図Ⅳ－１４、表Ⅳ－１、図版１６）

位置 Ｅ－８、９ 規模 １．８４×１．１６／０．０８

確認・調査 メインセクションベルトを除去しその下部にあたるＥ－９区を掘削中に確認した。精査

した結果、北西から南東方向に長軸のある不整な楕円形状に広がる炭化物集中域が検出された。集中

域は茶路川方向に当たる南東端に向かうに従い傾斜している。また土層断面の観察結果から、明褐色

の粘土をはさんで２枚に分かれており、上位をＦ６３ａ、下位をＦ６３ｂと区分して土壌サンプルの採取

を行なった。

焼成の状況 ６３ａは明黄褐色粘土が、６３ｂは黄褐色シルトが焼成する。

遺物 スクレイパー１点、フレイク８１点、礫１点、礫片３点、水洗篩分結果（炭化物２９．２ｇ 骨片６６．８

ｇ）

時期 検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ６４・Ｆ６５・Ｆ６６（図Ⅳ－１４、表Ⅳ－１、６、図版１６，１７）

位置 Ｄ－７、８

規模 Ｆ６４：１．９６×１．５６／０．０６、Ｆ６５：（１．４０）×（０．９８）／０．０４、Ｆ６６：（１．６０）×（１．４６）／０．０２

確認・調査 ８ライントレンチを調査中、スコップで掘りあげた土の中から炭化物と骨片が出土した。

トレンチの壁面を精査すると、一部２枚に分かれる炭化物の層位を確認した。２期調査により改めて
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図Ⅳ－１４ 焼土（１３）

１ 遺構
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図Ⅳ－１５ 焼土（１４）
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検出すると、著しく炭化物が集中する部分が３ヵ所あることがわかった。集中は一辺約３ｍの正三角

形の範囲に広がっており、やや散漫な集中をつなげるように分布している。遺構面は南西に向かって

緩やかに傾斜している。Ｆ６５は層厚１２㎝シルトを挟み、Ｆ５７と重複する。Ｆ６５が古い。

焼成の状況 河川堆積とみられる褐色シルト、また崖錘堆積とみられる砂礫層が焼成する。Ｆ６４、Ｆ

６５は、Ｆ６６は堆積中に枝分かれする部分があり、明らかに分層できるＦ６４、Ｆ６６については上位を６４

ａ、下位を６４ｂとした。Ｆ６６以外は下位の層位に明瞭な赤変部がある。

遺物出土状況 Ｆ６５上面から北側にかけての範囲で、緑ヶ岡式土器がややまとまって出土した。

遺物 Ｆ６４：緑ヶ岡式土器９０点、石鏃１点、石鏃片３点、Ｒフレイク１点、フレイク２，１０５点、水洗

篩分結果（炭化物３０．２ｇ 骨片４９６．６ｇ）

Ｆ６５：緑ヶ岡式土器５７点、石鏃３点、スクレイパー２点、Ｒフレイク１点、フレイク１，９０７点、礫・

礫片２点、水洗篩分結果（炭化物１７．１ｇ 骨片９０３．４ｇ）炭化物のうちクルミ片をＡＭＳ法により年

代測定した結果は補正年代で２４５５±１５y.BP（PLD−６８３１）、また出土土器の外面付着炭化物は２７１５±２０

y.BPである（PLD−６８３８）。

Ｆ６６：緑ヶ岡式土器２７点、フレイク２０３点、たたき石２点、水洗篩分結果（炭化物０．９ｇ骨片１１２ｇ）

時期 出土遺物から判断し、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期である。

図Ⅳ－１６ 焼土（１５）

１ 遺構
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Ｆ６７・Ｆ６９（図Ⅳ－１５、表Ⅳ－１、図版１７，１８）

位置 Ｄ－８、９ 規模 Ｆ６７：１．００×０．６８／０．０２、Ｆ６９：１．７８×１．２６／０．０４

確認・調査 メインセクションベルトを除去した後、Ｄ－８区を掘削中に確認した。Ｆ３２、６８、７０の

一群と同一の面で検出されている。Ｆ６７、Ｆ６９は、南西側に傾斜する斜面に約４０㎝離れて検出され、

いずれも中心付近半径約５０㎝の不整な円形部分で著しく集中している。

遺物 Ｆ６７：スクレイパー２点、フレイク４１点、水洗篩分結果（炭化物８８．８ｇ 骨片５．５ｇ）Ｆ６９：

緑ヶ岡式土器１０点、焼成粘土塊５４点、石鏃１点、Ｒフレイク２点、フレイク３１９点、たたき石１点、

礫１点、水洗篩分結果（炭化物５７．１ｇ 骨片２７１．２ｇ）

時期 出土遺物、検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

Ｆ７１・７２（図Ⅳ－１５、表Ⅳ－１、図版１８，１９）

位置 Ｅ・Ｆ－１０ 規模 Ｆ７１：０．７０×０．６０／０．０２、Ｆ７２：０．６４×０．６０／０．０１

確認・調査 Ｅ－１０区を掘削中に確認した。ほぼＦラインに沿って北東～南西に約１ｍ離れて検出さ

れ、大きさは両者とも６０㎝四方のほどの小規模なものである。

焼成の状況 河川堆積とみられる黄褐色シルトの堆積中に形成される。Ｆ７１には明瞭な赤片する部分

がある。

遺物出土状況 Ｆ７１上面北側で、緑ヶ岡式に相当する舟形土器がややまとまって出土した。

遺物 Ｆ７１：緑ヶ岡式土器３１点、石鏃片１点、Ｒフレイク１点、フレイク４６４点、水洗篩分結果（炭

化物３．５ｇ 骨片０．９ｇ）

Ｆ７２：石鏃２点、石鏃片２点、フレイク７３点、水洗篩分結果（炭化物０．２ｇ 骨片１．６ｇ）

時期 出土した遺物から判断し、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期である。

Ｆ７３（図Ⅳ－１５、表Ⅳ－１、図版１９）

位置 Ｆ－４ 規模 （１．１０）×（０．５４）／０．０２

確認・調査 Ｆ－４区において、調査区境界にある矢板保護のための残土を精査したところ、２期調

査で掘り下げた面から５０㎝ほど上位に炭化物層の断面が現れているのを確認した。調査区境界まで掘

削して平面を記録し土壌を採取した。

焼成の状況 河川堆積とみられる細粒砂の堆積上面を形成面とし、炭化物層の上位はややシルト質の

粘土が堆積している。炭化物層の厚い部分に対応して、形成面がわずかに赤化している。

遺物 出土していない。水洗篩分結果（炭化物１３．６ｇ 骨片０．２ｇ）出土した炭化物をＡＭＳ法によ

り年代測定したところ、補正年代で２２７５y.BPであった（PLD−６８３５）。

時期 不明であるが、炭素年代測定結果、検出層位から続縄文時代初頭のものである可能性がある。

Ｆ７４（図Ⅳ－１５、表Ⅳ－１、図版１９）

位置 Ｆ－１２ 規模 ０．８０×０．４０／０．０２

確認・調査 Ｆ－１２区を掘削中に確認した。周囲を掘り下げて確認したところ、炭化物の集中は南北

に長い不整な楕円形を呈し、長軸の長さは８０㎝ほどの小規模なものであることがわかった。検出面は

南東に向かって傾斜しており、断面観察の結果２基の焼土の重複であることがわかった。

焼成の状況 河川堆積とみられる褐色を呈するシルトと粘土の互層間に形成される。シルトから粘土

への移行期に形成されている。

遺物 緑ヶ岡式土器９点、スクレイパー１点、フレイク３９点、水洗篩分結果（炭化物０．７ｇ 骨片２１．５

ｇ）

時期 出土遺物、検出層位から縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。
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Ｆ５４・Ｆ７５（図Ⅳ－１６、表Ⅳ－１、６、図版１９）

位置 Ｇ－１６、１７ 規模 ３．０６×（１．５６）／－

確認・調査 重機併用調査の折Ｇ－１７区において、土層の堆積状態を観察するため重機で深堀したと

ころ、約１．５ｍ下から遺物を伴う炭化物の集中を確認した。人力での掘削が不可能と判断したため、

２期の重機併用調査時に全体を確認した。確認できた部分は北西～南東方向に長軸のある楕円形を呈

し、その両端に著しい集中域が２ヵ所ある。２ヵ所の大きさはともに直径７０㎝程度の不整な円形を呈

し、近接して土器片の集中を伴っている。Ｇ－１７杭付近にあるものをＦ７５とし、北東に約１．２ｍ離れ

た他方を欠番であったＦ５４を付し調査した。

遺物出土状況 検出面で２ヵ所の土器片の集中が検出された。

遺物 Ｆ５４：緑ヶ岡式土器２０８点、石鏃片３点、スクレイパー１点、Ｒフレイク２点、フレイク４，７９７

点、水洗篩分結果（炭化物２７．６ｇ 骨片３３１．６ｇ）出土した炭化物をＡＭＳ法により年代測定したと

ころ、補正年代で２４４０±１５y.BPの値が得られた（PLD−６８３４）。

Ｆ７５：緑ヶ岡式土器４０６点、フレイク１，５６２点、たたき石１点、石皿１点、水洗篩分結果（炭化物１．３

ｇ 骨片４８．５ｇ）

時期 出土遺物から判断し、縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式土器の時期である。

Ｆ７６（図Ⅳ－１６、表Ⅳ－１、図版１９）

位置 Ｇ－１５ 規模（０．９４）×（０．６６）／０．０１

確認・調査 Ｆ－１７区の調査区外との境界付近において、調査面に降りるスロープとした部分におい

て検出した。そのため南東部を欠損している。精査すると著しい炭化物の集中する範囲を検出した。

検出された部分では概ね東西に長軸のある楕円形を呈する。

焼成の状況 河川堆積とみられる黄褐色シルトが焼成する。

遺物出土状況 検出面において、続縄文時代初頭の興津式土器がややまとまって出土している。

遺物 興津式土器６３点、石鏃１点、フレイク９点、水洗篩分結果（炭化物４７０ｇ）出土した炭化材を

ＡＭＳ法により年代測定したところ、補正年代で２２３０y.BPの値が得られた（PLD−６８３３）。

時期 出土遺物から判断し、続縄文時代初頭、興津式土器の時期である。

�３ フレイク・チップ集中域

ＦＣ１（図Ⅳ－１７、表Ⅳ－１、図版２０）

位置 Ｅ・Ｆ－１４・１５ 規模 ５．５４×２．４／－

調査 １４ライントレンチの調査中、黒曜石の微細な剥片が出土した。トレンチ壁面を精査すると、微

細な剥片の集中する層位を確認した。層位までは１０㎝ほどの土が覆っていたため、人力により除去し

て周囲を精査した。その結果、散漫に微細な剥片の分布する範囲を確認した。

遺物 スクレイパー１点、フレイク１，５５３点

時期 同一面で出土した石槍の形状、確認層位から、続縄文時代初頭のものである可能性がある。

ＦＣ２（図Ⅳ－１７、表Ⅳ－１、図版２０）

位置 Ｅ－９、１０ 規模 ４．３８×１．３／－

調査 Ｅ－１０区を掘削中、微細な剥片がややまとまって出土する場所を確認した。そのほかの焼土と

した遺構のように炭化物を伴っておらず、骨片と微細なフレイクのみであったため、ＦＣの番号を付

して調査を行った。集中する範囲は北西～南東方向に細長く４ｍ強に亘り、南東方向にやや傾斜して

いる。やや散漫な集中域である。

遺物 フレイク５１７点

１ 遺構

―４４―



図Ⅳ－１７ フレイク・チップ集中域、土器集中域

Ⅳ 遺構と遺物
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時期 周囲で出土する遺物から、縄文時代晩期後半、緑ヶ岡式の時期のものとみられる。

�４ 土器集中

土器№１（図Ⅳ－１７、表Ⅳ－１、図版２０）

位置 Ｅ－１３

調査 Ｅ－１３区で Ta−c二次堆積上面を精査中に確認した。細かな土器片の集中である。

時期 土器の特徴から、縄文時代晩期後半、緑ヶ岡式とみられる。

土器№２（図Ⅳ－１７、表Ⅳ－１、図版２０）

位置 Ｆ・Ｇ－１６

調査 Ｆ、Ｇ－１６区の境界付近において検出された。土器上半部の破片である。破片は南北３ｍ東西

約１ｍの範囲で細長く分布し、破片はほぼ同一平面上に分布し、中心付近に口縁部の破片がまとまっ

て出土している。

時期 土器の特徴から、縄文時代晩期後半、緑ヶ岡式土器の時期とみられる。

１ 遺構

―４６―



２ 遺物

�１ 土器（図Ⅳ－１８～２２ 表Ⅳ－２、３ 図版２１～２３）

出土した土器の総点数は２，７５６点である。内訳は縄文時代晩期後葉の緑ヶ岡式に相当するものが

２，６３９点、続縄文時代初頭、興津式に相当するものが６３点である。このほかに土製品があり、焼成粘

土塊が５４点出土している。図示しなかったが、Ｆ６９の水洗篩分により出土したもので、細い粘土紐状

の小片である。

土器は接合作業を経て８個体の復原土器、２２点の拓本資料となった。これらは遺構、包含層、試掘

などの出土の別なく図示している。以下に型式ごとに大別した後、復原しえたものについて器形別に、

破片資料については文様別に述べる。

なお胎土については、すべて緻密で、径１㎜以下の石英、長石、角閃石、輝石などの鉱物、チャー

ト様の円磨した岩石が若干混じるものである。これ以外の混入物がある場合、本文中に記した。

緑ヶ岡式土器（図Ⅳ－１８－１～図Ⅳ－２１－２１、２２、２４、２５）

深鉢（図Ⅳ－１８－１～４）

深鉢はすべて口縁部に最大径があるもので、底部付近もしくは胴下半部を欠いているため、底部の

形状は不明である。器壁は薄く仕上げられ、全て６～７㎜前後である。口縁部が薄く、口縁部直下の

文様帯下端付近がやや厚手になる傾向があるが、残存部分ではほぼ均等な厚さに仕上げられている。

なお深鉢は全て火にかけられたものとみられ、上半または口縁部内面に炭化物が付着し、下半は被

熱により赤味がかる。以下に施文の特色をもとに説明する。

ａ）結節回転文（綾絡文）が施文されるもの（１、２）

１、２はＬＲ斜行縄文を地文とし、いわゆる綾絡文が施文されるもの。１段の縄による結節回転文

である。１は土器№２で出土したもの。口頸部文様帯に結節回転文が５条施文され、その下のやや肥

厚した部分に箆状工具による刺突文がめぐらせてある。口唇上には箆状工具による刻みが施され、口

縁内面には地文の上に結節回転文が１条施文されている。胎土には径２㎜ほどの岩石、海綿骨針が混

じっている。２はＬＲ斜行縄文上に２条一組の結節回転文が３単位にわたって施文される。口縁部下

にやや不明瞭な段があり、半截竹管状工具による刺突文と浅い沈線により区画されている。この刺突

文、沈線は胴部中央にも１単位施されている。口唇上は縄線による刻みが施され、内側に棒状工具を

軽く押さえたくぼみが付けられる。口縁内面は縄線が２条、その下に沈線が１条めぐらせてある。

ｂ）口唇部のみ文様がつくもの（３）

３の胴部は無文。口唇に縄線による刻み、口唇内側に棒状工具を軽く押さえたくぼみが付けられ、

口縁内面に浅い沈線が３条施されている。胎土には海綿骨針が混じる。

ｃ）貝殻腹縁文が施文されるもの（４）

口縁部文様帯に貝殻腹縁による押し引き文が５条施され、文様帯下に細かく波状を呈する沈線が１

条めぐらせてある。口唇上は縄文が施文され、口縁内面にも１条の貝殻腹縁押引文が施文されており、

口唇はやや角張っている。地文はやや粗いＬＲ斜行縄文である。

舟形土器（図Ⅳ－１９－５～７）

復原しえた土器は全て焼土に接して出土しており、破片の接合状況は悪い。そのため文様全体がわ

かるものは１例（７）のみである。破片は二次的な焼成を受け赤化するものがあるが、深鉢にみられ

るように炭化物の付着は認められない。また７以外の２個体には、沈線や縄文の節中に赤色顔料が残

る部分がある。縄文地に沈線文で文様が描かれるものと、縄文、縄線文が施文されるものがある。

Ⅳ 遺構と遺物
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ａ）沈線文で文様が描かれるもの（図Ⅳ－１９－５、６）

５はＦ７５の上面でまとまって出土した。舳の一部と無文帯より上４分の１ほどが接合した。全体の

形状は明瞭ではないが、縦長の貼付帯がつけられる舳部分の突起がほぼ直立し、大きく反る形とみら

れる。体部には緩やかな波状を呈する浅い沈線と、竹管状工具、箆状工具による刺突により文様が描

かれる。沈線は器形の反りに合わせて概ね並行につけられるが、突起部分と体部中心には分断するよ

うに二条垂下してつけられる。口唇内側には棒状工具の押さえによるくぼみがつけられ、口縁内側に

図Ⅳ－１８ 土器（１）

２ 遺物

―４８―



は縄線が１条口縁に沿って付けられている。

６はＦ４２上面で出土したもの。丸底を呈する底部付近のみ復元できた。沈線は底部と胴部にわかれ

て付けられ、底部は対向する弧状の沈線で区画され、Ｘ字状の文様が付加されている。この対向する

沈線に沿って、また底部の段上に竹管状の工具による刺突文がめぐらせてある。胎土には海綿骨針が

微量混じる。

ｂ）縄文、縄線文が施文されるもの（図Ⅳ－１９－７）

７はＦ１８上面で出土したもの。上面観が底部と口縁部で異なるもので、口縁部は円、底部は楕円形

を呈している。側面観は舳がほぼ直立するが、反りは小さく全体として浅鉢状を呈する。両端の突起

には縦長の貼付帯が付けられ、指頭により三つのくぼみがつけられる。中央のくぼみには貫通孔が穿

たれている。側面中央よりやや右に寄った位置の口縁直下にボタン状の貼付が１ヵ所つけられている。

胴部は２㎝ほどの単位で段が四つ作られ、各段は浅い沈線により区画されている。この四段はそれぞ

れ細かいＬＲ斜行縄文、無文帯、縄文、無文帯に縄線と段ごとに施文されている。口縁内側には貝殻

によるとみられる条痕が数条めぐらせてある。

図Ⅳ－１９ 土器（２）

Ⅳ 遺構と遺物
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図Ⅳ－２０ 土器（３）

２ 遺物

―５０―



拓本資料（図Ⅳ－２０－８～２５）

施文の特色から以下の七つに分けた。

ａ）結節回転文のつけられるもの（図Ⅳ－２０－８、９）

８ａ、ｂは同一個体。Ｆ３０から出土している。８ａは口縁部、縄文地に結節回転文が５条施文され

ている。その下には箆状工具による短刻線状の刺突文が付けられている。８ｂは底部付近。撚りの異

なる２種の縄文を縦位に施文し羽状とする。胎土には海綿骨針が含まれる。９はＦ５４から出土した。

文様帯の段の部分とみられる破片である。数条の結節回転文が施され、段には半截竹管状工具による

刺突がつけられる。８、９ともにわずかに赤色顔料が認められる部分があり、舟形土器の可能性があ

る。

図Ⅳ－２１ 土器（４）

Ⅳ 遺構と遺物
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ｂ）櫛目状の細い沈線が施文されるもの（図Ⅳ－２０－１０、１１）

１０はＦ５４から出土したもの。口縁部の小片である。櫛目状の沈線と幅３㎜でやや幅広の沈線が施さ

れる。口唇上には縄文が施文され平坦であり、口唇内側には棒状工具による刻みが施されている。１１

は試掘調査で出土したもの。Ｄ－１０区付近とみられる。ＬＲ斜行縄文が口唇まで施文され、幅４㎜ほ

どの太いものと１㎜前後の細い沈線が施されている。口唇内側には棒状工具による刻みが施されてい

る。

ｃ）幅広の浅い沈線で文様が描かれるもの（図Ⅳ－２０－１２～１５）

１２は口縁が内傾し口唇上に縄文が付けられている。胎土と形状から判断すると復原個体６と同一個

体の可能性がある。１３は１５と同一個体。表土剥ぎにおいて Ta−a下位の土から出土した。１４は口唇上

に縄文が回転施文されるもの。１５は表土除去後にＣ－８区で表採したもの。全面にＬＲ斜行縄文が施

文された後、口縁部に４～５条の浅い沈線からなる連続波状沈線が施文される。文様帯の境界はやや

肥厚し縄端の圧痕文が連続してつけられる。

ｄ）短刻線状の刺突文が施文されるもの（図Ⅳ－２０－１６）

１６はＦ４２から出土した胴部片。段の稜線上に箆状工具による短刻線状の刺突文が施文される。

ｅ）縄線のみのもの（図Ⅳ－２０－１７）

１７は小ぶりの山形突起が付き、口縁部がほぼ直立する器形のもの。ＬＲ斜行縄文が縦走気味に施文

され、突起と口唇内側に縄の圧痕による刻みが施される。

ｆ）縄文のみのもの（図Ⅳ－２０－１８～図Ⅳ－２１－２４）

１８は底部付近の破片。土器№１から出土した。１７と同一個体の可能性がある。やや縦走地味のＬＲ

斜行縄文が施される。１９、２０はＦ４２から出土したもの。胎土と焼成状態はよく似ており、同一個体の

可能性がある。ＬＲの斜行縄文が施文される。１９はやや条の間隔が開き、一部に赤色顔料がつく。２１

ａ、～ｃは同一個体。Ｆ７１とその近辺の包含層から出土している。２２はＦ８を中心としＦ３２から出土

した破片も接合している。やや張り出す胴部下半部である。２３、２４はやや節の粗い縄文のもの。２３は

ＲＬ斜行縄文が施される。遺構出土炭化材の年代から続縄文時代初頭の可能性もある。２４の胎土には

３㎜程度の岩片、石英の粒子が多く混じり、雲母が認められる。

図Ⅳ－２２ 土器（５）

２ 遺物
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ｇ）貝殻条痕文が施文されるもの（図Ⅳ－２１－２５）

２５はＦ７４から出土した舟形土器の突起部分である。突起下には縦長の貼付帯が付けられ指頭により

４つのくぼみが付けられている。最上位のくぼみには外側から貫通孔が穿たれる。口縁部には３～５

条の貝殻腹縁によるとみられる条痕により直線状の文様が描かれている。文様帯は箆状工具による連

続する刺突文により、下位の無文帯と区画されている。口縁内面にも条痕が認められる。

興津式土器（図Ⅳ－２２－２６）

２６はＦ７６の上面で出土した深鉢である。口縁部無文地には縄端の圧痕が２列付けられている。地文

は横走気味のＬＲ縄文である。胴部上半よりやや上に接合面が平坦な部分がある。

�２ 石器等（図Ⅳ－２３～２５ 表Ⅳ－４ 図版２４、２５）

出土した石器類の総点数は２３，８９３点である。その分類別の内訳は、剥片石器が石鏃７０点、石槍２点、

スクレイパー３１点、Ｒフレイク２９点、Ｕフレイク３点、フレイク２３，６９５点である。礫石器はたたき石

８点、台石・石皿４点、加工痕のある礫１４点、礫・礫片が３７点である。

このうちフレイクが最も多く、２３，６９５点で９９％を占めるが、ほぼすべてが焼土から出土した微細な

チップである。また礫も３７点出土している。これらはシルト～粘土を呈する包含層中に出土している

もので、遺跡付近から持ち込まれたとみられるものである。

以下に図化した石器の説明をするが、石鏃は形態別に、スクレイパー以下は素材剥片と刃部の形状

別に、礫石器については使用部位別に出土総数を記して石器個々の説明を行なう。石材は記さない限

り黒曜石である。

石鏃（図Ⅳ－２３－１～３２）

１～６は有茎もしくは菱形のもの。破片も含めて９点出土している。１，２はやや返しが明瞭で、基

部の先端が尖っているもの。入念に両面細部調整されるが、素材剥片の背腹面を残している。３，４は

基部が短いもの。５，６は菱形に近いもの５は比較的厚手で細部調整が粗い。６は入念な両面細部調整

が施され、両端が尖らせてある。

７～２６は無茎のもの。２７点出土している。これらはａ）側縁の角度が中位で変化するもの。ｂ）側

縁が直線を呈し、基部の抉りがやや小ぶりなもの。ｃ）基部が直線で小型のものに分けた。

ａ）：７～１５ ７はＦ９より出土した。比較的大きく厚いものである。やや粗い調整が前面に施され

る。表面は被熱によるものとみられる曇りが認められる。８～１１、１３はＦ４８から出土したもの。大き

さのそろったものである。８以外のものは先端を欠損している。１２はＦ６５から出土した完形のもの。

１３～１５は小ぶりでやや抉りの大きなものである。

ｂ）：１６～２２ １６～１９は入念に細部調整され、薄手に仕上げられるもの。１７はＦ４２から出土したもの。

被熱し、表面が白濁している。２０～２２はやや粗い細部調整で仕上げられるもの。

ｃ）：２３～２６ ２３はＦ１１、２４はＦ２６から出土したもの。素材剥片の形状を残している。２５、２６は小ぶ

りなもの。２５は茶色の混じる黒曜石製。２６は側縁の角度が途中で変化しているものである。

２７～２９は破損した石鏃に再加工がなされるものである。３０は玄武岩製。両面に粗い細部調整が施さ

れる。３１、３２は未製品、上記に分類できないものである。

石槍（図Ⅳ－２３－３３、３４）

２点出土した。３３はＦ１２から出土したもの。入念に細部調整され、薄手に仕上げられる。３４はＦＣ

１の同一面で出土したもの。基部は欠損している。

Ⅳ 遺構と遺物
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図Ⅳ－２３ 石器（１）

２ 遺物
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図Ⅳ－２４ 石器（２）
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図Ⅳ－２５ 石器（３）

２ 遺物

―５６―



スクレイパー（図Ⅳ－２３－３５～図Ⅳ－２４－６２）

３１点出土しており、刃部の形態、素材の形状から六つに分けた。ａ）縦長剥片を用い、直線～やや

張り出す刃部が作出されるもの。ｂ）片面全面にやや粗い調整が施されるもの。ｃ）横長剥片を用い

るもの。ｄ）抉りのある刃部が作出されるもの。ｅ）エンドスクレイパー。ｆ）上記の分類に含まれ

ないもの。

ａ）：３５～３７、３９、４０ ３５はＦ８から出土したもの。被熱し表面がやや曇っている。３６は右側縁にも

使用痕がみられるもの。３７、３９には原石面が一部残っている。４０は薄手のもの。両端が欠損しており、

石鏃の素材剥片の可能性もある。

ｂ）：４１～４３ ４１は腹面にも数枚の粗い調整が施されるもの。４２はやや厚手、４３は素材剥片端部に原

石面の残るものである。

ｃ）：４４～４６ ４４、４５は原石面の残るもの。４５は刃部の一部に両面調整が施される。４６は玄武岩製。

腹面側に直線状の刃部が作出される。

ｄ）：４７～４９ ４７、４８はともに素材の原石面を残し、身幅が狭く末端が尖る形状のもの。４９は縦長剥

片を用いたやや薄手のものである。図化したほかにもう１点の出土例がある。

ｅ）：５０～５９ ５１、５２は素材剥片の一部に刃部が作出されるもの。図示した以外１点の出土例がある。

５０は左側縁に原石面が残り、素材端部から右側縁にかけて刃部が作出される。５２は素材端部から左側

縁にかけて作出されている。５２～５４は素材剥片のほぼ全周が刃部となるものである。５２はＦ７０から出

土したもの。表面が被熱し白濁している。５３は透明な黒曜石を素材としている薄手のもの。５４は薄手

でのもの。急角度の刃部がほぼ全周する。５５～５９はこれらの破片とみられるものである。

ｆ）：６０～６２ ６０は円礫状を呈する素材剥片の原石面が打点～端部までの右側縁を覆っている。左側

縁の端部側に張り出す刃部が作出されるもの、Ｆ６５から出土したものである。６１は厚手のもの横長の

剥片を用い、背面の原石面を取るように背面全面に細部調整が施されるもの。６３は地山である頁岩層

の礫剥片を使用したもの。両面の全周を加工し、箆状に仕上げられる。

Ｒフレイク（図Ⅳ－２４－６３～７０）

２９点出土している。素材剥片の厚さ、大きさから、石鏃の製作途上とみられるものが１９点を占める。

その他は意図の不明瞭な二次加工のみられる剥片である。６３～６８は石鏃製作途上とみられるものであ

る。いずれも剥片の一部に細部調整が施されている。６９、７０は加工の意図がよくわからないものであ

る。６９はＦ６４から出土したもの。７０はスクレイパーの端部の可能性がある。

たたき石（図Ⅳ－２５－７１～７３）

８点が出土している。いずれも棒状もしくは楕円礫の長軸端に使用痕があるものである。７１は礫の

端部にやや不明瞭な使用痕があるもの。砂岩製である。７２は瓢箪状の礫を用いて、幅広の端部の広い

面を使用するものである。礫岩を用いている。７３は凹みのある楕円形の礫を用い、細い端部に使用痕

があるもの。泥岩製である。

加工痕のある礫（図Ⅳ－２５－７４、７５）

１４点が出土している。７４は細長の礫を用い、長辺の一部を２回の打撃で打ち欠いているものである。

顕著ではないが、端部に敲打痕がある。７５は円礫を用い、約半分を打ち欠いているものである。

１４点中８点がこのような礫の一部を打ち欠いているものである。

石皿・台石（図Ⅳ－２５－７６）

４点が出土している。うち２点は接合し、３個体となる。図示したものも含めて、使用の痕跡は極

めて不明瞭である。７６はやや角のある礫を用い、自然面である平坦な面を使用しているとみられるも
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のである。安山岩製。

付 上茶路遺跡石井地点資料（図Ⅳ－２６ 表Ⅳ－７ 図版２６）

図Ⅳ－２６に掲載する土器は、調査以前に上茶路遺跡で採集されていた遺物である。これらは土地所

有者石井良一氏の所蔵品で、昭和５３年頃、試掘坑から１２０ｍ程隔たった地点で、サイロ建築のため、

直径３ｍ、深さ２．５ｍ程の基礎掘りをした際、地下２．５ｍ程で発見された層厚２０㎝くらいの灰層から出

土し、上茶路遺跡が周知される契機となった遺物である。菓子箱等に保管されていた出土品は、土器

片２４点、黒曜石製のフレイク・チップ７点、シカの中手・中足骨の一部と思われる焼骨片数点である。

平成１７年１０月５日に行った釧路道路事務所、文化課、埋文センターの３者による現地打合せの際、石

井氏からこれらの資料を見せていただき、工事に伴う立ち退き、住居移転が迫るなか、散逸するおそ

れもあるため、一時借用して、観察させていただくことにした。とくにサイロ出土土器は、ほぼ灰層

の一括遺物と考えられる貴重な資料であり、ここで紹介したい。土器片は接合を試みたのち、２９、３０

と同一個体の無文片１点を省略したほかは、残る全ての破片を図示した。

２７、２８は、太めの沈線文と集合する細い刻線文を重ねた文様がみられる、比較的薄手の口縁部破片

で、２８の口縁は、緩やかな波状を呈する。２７の地文はＬＲ斜行縄文で、口唇上にも施文され、口唇内

側には、丸棒状工具を使用したと思われる、太めの刻みが並列している。２７の口縁部には、赤色顔料

による塗彩が施されている。２８の器面には、小波状の太めの沈線文が加わり、裏面にも太めの沈線文

と細めの刻線文が横位にめぐっている。口唇には、やや細めのＬＲ縄文原体を押捺した刻みが密に並

んでいる。内外の太めの沈線文の凹みには、赤彩の痕跡が残されている。２９、３０は同一個体で、やや

大きく丸い山形突起をもつ口縁部～胴部上半の破片で、ともに補修孔が穿たれている。器壁がほぼ直

立して、口縁部が僅かに開いており、器形的には、上面観が楕円に近く、舟形のように船首や船尾が

意識された形を呈するものと思われる。２９の山頂部内面には、縦の沈線が刻まれている。幅広の頸部

の上下を有段的に隆起させ、そこにそれぞれ断続的に沈線を引いている。薄手で、表裏ともに丁寧に

整形されているが、横位主体の調整痕が残されており、とくに滑沢というほどではない。炭化物の付

着も表裏にみられる。３０の器面の一部には、赤彩の痕跡を留めている。３１、３２は、地文のＬＲ斜行縄

文に重ねて、横位や斜位の細描き沈線文が加えられた例で、３２にはやや幅広の短い沈線が、連続して

そえられている。３３～３５は同一個体で、壺形土器の頸部片と思われる。幅広の無文帯の上下は、やや

隆起ぎみに作りだされ、それぞれ縄端による連続刺突文によって区画されている。僅かに残る上位に

は、ＬＲ斜行縄文地に、やや斜位の太めの沈線文や集合する刻線文が加えられている。いずれも赤彩

の痕跡が認められる。３６、３７も同一個体と思われ、ＲＬ斜行縄文は口唇部にも施されている。整形は

やや粗く、胎土には石英などの砂礫が多く含まれ、摩耗の進んだ器面はざらついている。海綿骨針の

含有はみられない。口辺から裏面には、やや厚く黒色炭化物が付着している。 ３８～４１は、ＬＲ斜行

縄文のみられる破片で、３９は器面の剥落、摩耗が進んでいる。４０は、胎土や色調などが３３～３５によく

似ており、同一個体の可能性が高い。赤彩の痕跡を留める４１は、器面に歪みがあり、或いは底面の剥

落片かも知れない。

３６、３７以外の土器は、比較的薄手で、胎土には、砂粒のほか、多かれ少なかれ、海綿骨針と思われ

る白く細長い微細物質が含まれている。地文もＬＲ縄文が主流で、赤彩の施されたものが多い。これ

らは、型式的には、縄文晩期末の緑ヶ岡式に含まれるものと判断される。３６、３７は整形がやや粗く、

胎土に砂礫が多く含まれ、地文もＲＬ原体による縄文で、他とは異なっている。或いはやや新しく位

置づけられるべき土器かも知れないが、今は、灰層出土の一括資料とみておきたい。 （�橋和樹）
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図Ⅳ－２６ 土器（６）
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遺構名 グリッド
規模

（長軸長×短軸長／厚
さ）�

採取土 出土遺物
時 期体積

（�）
重量
（�）

骨
（�）

炭化物
（�）

ベン
ガラ 土器・石器

F１ D、E－１０ １．９８×（１．４）／０．０８ ２５．０ ２９．５ １１９．３ ４６．２ ○ フレイク（２４３）礫・礫片（２） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F２ B・C－１６ １．１２×０．８８／０．０４ ３０．５ ３５．０ ９１．１ ６．８ 石鏃（２）フレイク（２０９） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F３ B・C－１５・１６ １．３６×１．０８／０．０４ ４０．５ ４６．５ １１２．８ ９．０ 土器（緑・１）石鏃片（１）フレイク（４５２） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F４ C－１５ １．０４×０．６６／０．０４ １７．０ ２０．０ ３８．７ ０．８ フレイク（３３） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F５ B・C－１５ １．２２×１．０８／０．０４ ２７．５ ３１．５ １４．９ ２．４ フレイク（１７） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F６ C－１５ ０．８８×０．７２／０．０４ １３．０ １５．０ １５．５ １．３ フレイク（１１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F７ B・C－１５ ０．９４×０．７４／０．０４ ２２．０ ２３．５ ４７．８ １．５ フレイク（１０４） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F８ B－１５ １．２０×１．５０／０．０４ １９．０ ２３．０ １９．５ １．４ 土器（緑・１３）スクレイパー（１）フレイク（４０） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F９ B－１５ ０．５４×０．４０／０．０２ ９．９ １０．０ １６．６ ０．０ 石鏃（１）フレイク（８６） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F１０ D－９ １．９４×１．４４／０．０４ ３２．５ ３７．５ ４１５．２１ ３１．１ ○ 土器（緑・５０）スクレイパー（１）フレイク（１８１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F１１ D－９ １．５２×１．３４／０．０４ １５．５ ２２．５ １２６．５ １６．１ ○ 土器（緑・３）石鏃（１）石鏃片（１）フレイク（６９２）Rフレイク（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F１２ E－９ １．３２×（０．６６）／０．０４ ９．０ １２．０ ３４６．９ ０．４ ○ 石鏃片（１）石槍片（１）フレイク（４７１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F１３ F－１６ １．００×０．５８／０．０４ ０．５ １．０ ０ ２．８ 続縄文時代初頭（興津）
F１４ D－９ ０．９０×０．７０／０．０２ ４．０ ６．０ １．１ ２１．０ フレイク（１６） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F１５ E・F－１７・１８ １．１０×１．０４／０．０６ ６．０ ７．５ ４．５ ４．８ フレイク（４） 続縄文時代初頭（興津）
F１６ B・C－１４ １．２０×０．５８／０．０１ ６．０ ８．０ １．３ ０．７ フレイク（９） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F１７ C－１４ ０．５８×０．４６／０．０１ ７．４ ７．５ ０ １．２ フレイク（３） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F１８ D－１３ １．３４×０．７８／０．０６ １０．９ １１．８ ７０ ０．１ ○ 土器（緑・２９）スクレイパー（１）フレイク（３３）たたき石（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F１９ D－１３ １．２０×０．９２／０．０４ １９．５ ２２．５ ３．３ ０．０ 土器（緑・２）石鏃片（１）スクレイパー（１）フレイク（１５８）石皿（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F２０ D・E－１２ １．２６×１．１０／０．０２ ７．５ ８．０ １２．３ ０．５ 土器（緑・７３）石鏃（１）スクレイパー（２）Rフレイク（２）フレイク（２３７）加工礫（１）礫（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F２１ D－１２ １．００×０．７８／０．０４ １１．０ １２．５ ０．９ ０．６ 石鏃（１）Uフレイク（１）フレイク（１５） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F２２ D－１３・１４ ０．７６×（０．６６）／０．０４ ５．０ ７．５ ６．１ １．２ 土器（緑・１）フレイク（７） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F２３ D・E－１２

２．００×（０．９２）／０．０４
１７．０ ２１．５ １９．９ ６１．３ フレイク（６） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）

F２４ D－１２ ８．６ ９．１ １５．７ ２．１ 石鏃片（１）フレイク（４１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F２５ B・C－９

３．７０×２．２０／０．１０
０．２ ０．５ ０ ０．０ 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）

F２６ B・C－１０ ８．０ ７．５ ０ ３．９ 石鏃（１）フレイク（１）加工礫（１）礫（３） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F２７ D－１４ １．４４×０．９０／０．０８ ８．１ ９．０ １ １２．５ フレイク（１２） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F２８ D－１４ （１．２０）×０．５０／０．０２ ５．０ ５．０ ０ ０．７ フレイク（１０） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F２９ D－１１、１２ １．２４×０．９８／０．０２ ６．５ ６．５ ２４．５ ３４．３ ○ スクレイパー（１）フレイク（８） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F３０ D－１１ １．８０×１．１０／０．０４ ３９．０ ４３．１ １１６．３ ５．５ ○ 土器（緑・９２）石鏃（１）フレイク（７７）石皿（１）加工礫（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F３１ D－１０、１１ １．５２×１．３４／０．０４ ２９．０ ３４．０ １０８．７ ２６．７ ○ 石鏃（１）石鏃片（２）Rフレイク（１）フレイク（１６９）台石（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F３２ E－８

３．３２×１．３０／０．０４
６．５ １４．５ ２５．１ ６５．０ 土器（緑・２）フレイク（２０） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）

F６８ E－８ １０．０ １４．５ １６ １５．４ ○ フレイク（２５６） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F７０ E－７・８ ２４．５ ３１．０ １６９．５ ４３．１ ○ 土器（緑・５）石鏃（１）スクレイパー（２）Rフレイク（１）フレイク（４８７）礫片（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F３３ D－９ ０．８２×０．８０／０．０１ ４．５ ５．０ １０．２ ３．８ ○ フレイク（４９）礫（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F３４ D－１０ （０．６８）×（０．６４）／０．０２） ６．０ ７．０ ０．４ ６．８ ○ 土器（緑・１）スクレイパー（１）フレイク（１１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F３５ E・F－１３・１４ １．１０×（１．００）／０．０４ １６．０ ２０．０ ７．９ ２．７ ○ スクレイパー（１）フレイク（５９７） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F３６ F－１４ １．４４×１．０２／０．０８ １４．２ １８．５ ７６．９ １２．５ ○ フレイク（１１１５）加工礫（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F３７ F－１５ １．３６×０．９８／０．０４ １１．５ １２．４ ３０５．５ １．５ ○ 土器（緑・６１２）石鏃（１）Rフレイク（２）フレイク（７６１）礫片（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F３８ E－１０、１１ １．２６×０．８８／０．０４ ６．０ １０．０ ０ ３．５ 土器（緑・１）石鏃（１）フレイク（２０） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F３９ E－１１ ０．９２×０．９２／０．０２ ８．０ １１．０ １．６ ３７．９ フレイク（１１９） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F４０ E－１１ （１．４０）×１．２０／０．０２ ５．０ ８．５ １７．９ ９．０ ○ フレイク（１０） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F４１ E－１２ １．０８×０．７６／０．０２ ０ ０．０ 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F４２ G－１５、１６ （１．８４）×１．２４／０．０４ １５．５ １９．０ ５３７．４ １０．３ ○ 土器（緑・３５）石鏃（４）石鏃片（２）フレイク（５１２） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F４３ E－１２ ０．８０×０．６４／０．０４ ３．５ ５．０ ０ ４．１ ○ フレイク（２） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F４４ E・F－１２ ０．９４×０．８６／０．０８ ３．０ ５．０ ０．５ ５８．９ フレイク（１４） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F４５ D－１０、１１ １．３８×０．９６／０．０４ ６．０ ８．０ ２．６ １．３ フレイク（１２） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F４６ D－１０、E－１０ １．４４×１．１８／０．０２ ９．０ １１．５ １０．４ ５．９ フレイク（２３） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F４７ G－８、９ ０．８８×（０．３４）／０．０４ ３．０ ３．０ ３ ２．１ フレイク（２５） 続縄文時代初頭（興津）
F４８ E・F－４ ２．５６×２．０８／０．０４ ５３．６ ６５．０ ６７１．５ １７．９ ○ 土器（緑・４）石鏃（８）石鏃片（４）スクレイパー（１）Rフレイク（２）フレイク（６４３）加工礫（１）礫（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F４９ F－１２・１３ ０．９０×（０．８０）／０．０２ ９．０ １２．０ ３３．３３ ２．４ ○ フレイク（１６） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F５０ F－１２ ０．６６×（０．６２）／０．０２ ２．０ ７．０ ０．１ ２．６ フレイク（５） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F５１ E・F－１１ １．３２×０．７８／０．０２ ４．０ ７．０ １．８ ５．０ フレイク（２８） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F５２ E－４ １．４６×（０．９６）／０．０４ １０．０ １４．０ ０．１ ０．５ 土器（緑・１）フレイク（２０）加工礫（１）礫（２） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F５３ C・D－９・１０ １．６４×１．１０／－ ５．０ ６．５ ０ １５．４ 加工礫（２） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F５４ G－１６・１７

３．０６×（１．５６）／－
４６．５ ６４．０ ３３１．６ ２７．６ ○ 土器（緑・２０８）石鏃片（３）スクレイパー（１）Rフレイク（２）フレイク（４，７９７） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）

F７５ G－１６・１７ １３．８ １６．５ ４８．５ １．３ ○ 土器（緑・４０６）フレイク（１，５６２）たたき石（１）石皿（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F５５ F・G－１３・１４ （１．６６）×１．２６／０．０４ ２７．０ ３３．０ １７９．５ ７．８ ○ 土器（緑・１０）Rフレイク（１）Uフレイク（１）フレイク（１７１）たたき石（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F５６ D－８・９ １．６０×１．４８／０．０２ ３５．５ ３２．０ １１３．３ １８．０ ○ 石鏃片（１）スクレイパー（１）Uフレイク（１）フレイク（９６） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F５７ D－８ （１．５２）×（０．７０）／－ ８．０ １３．０ ５７．６ ２．０ ○ フレイク（９９） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F５８ F－８・９ ０．７２×０．３２／－ ７．５ ８．０ １０６．７６ ０．２ ○ 土器（緑・１）フレイク（２０） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F５９ E・F－８ ０．９８×（０．２６）／０．０２ ２．５ ３．０ ７．９ ０．８ フレイク（５）礫（１）礫片（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F６０ F－１０ ０．６８×０．５８／０．０２ ６．５ ８．５ ０ １３．１ ○ フレイク（９） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F６１ D－７ ０．７６×０．６８／０．０１ １．０ １．５ １１．３ １．４ フレイク（５） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F６２ F－１０ ０．７０×０．５０／０．０６ ５．０ ６．０ ３．８ １．８ フレイク（４７） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F６３ E－８・９ １．８４×１．１６／０．０８ ５６．０ ７６．５ ６６．８ ２９．２ ○ スクレイパー（１）フレイク（８１）礫（１）礫片（３） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F６４ D－７・８ １．９６×１．５６／０．０６ ４７．０ ６１．５ ４９６．６ ３０．２ ○ 土器（緑・９０）石鏃（１）石鏃片（３）Rフレイク（１）フレイク（２，１０５） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F６５ D－８ （１．４０）×（０．９８）／０．０４ ３９．２ ５１．２ ９０３．４ １７．１ ○ 土器（緑・５７）石鏃（３）スクレイパー（２）Rフレイク（１）フレイク（１，９０７）礫（１）礫片（１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F６６ D－８ （１．６０）×（１．４６）／０．０２ ４．０ ５．５ １１２ ０．９ 土器（緑・２７）フレイク（２０３）たたき石（２） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F６７ E－７・８ １．００×０．６８／０．０２ ６．２ ８．０ ５．５ ８８．８ ○ スクレイパー（２）フレイク（４１） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F６９ E－７ １．７８×１．２６／０．０４ ４４．５ ５５．５ ２７１．２ ５７．１ ○ 土器（緑・１０）焼粘塊（５４）石鏃（１）Rフレイク（２）フレイク（３１９）たたき石（１）礫（１）縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F７１ E－１０ ０．７０×０．６０／０．０２ ６．５ ９．５ ０．９ ３．５ ○ 土器（緑・３１）石鏃片（１）Rフレイク（１）フレイク（４６４） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F７２ E・F－１０ ０．６４×０．６０／０．０１ ４．０ ５．０ １．６ ０．２ 石鏃（２）石鏃片（２）フレイク（７３） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F７３ F－４ （１．１０）×（０．５４）／０．０２ ５．５ ６．０ ０．２ １３．６ 続縄文時代初頭（興津）
F７４ F－１２ ０．８０×０．４０／a０．０２・b０．０２ ９．０ １２．０ ２１．５ ０．７ ○ 土器（緑・９）スクレイパー（１）フレイク（３９） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
F７６ G‐１５ （０．９４）×（０．６６）／０．０１ ５．０ ５．５ ０ ４７．０ ○ 土器（興・６３）石鏃（１）フレイク（９） 続縄文時代初頭（興津）

FC１ E・F－１４・１５ ５．５４×２．４０／－ － － － － － スクレイパー（１）フレイク（１，５５３） 続縄文時代初頭（興津）
FC２ E－９・１０ ４．３８×１．３０／－ － － － － － フレイク（５１７） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）
集石１ D－８ － － － － － － 礫（５） 縄文時代晩期後葉（緑ヶ岡）

表Ⅳ－１ 遺構一覧

２ 遺物

―６０―



図版番号 分類

図化した点数 同一個体未接合 寸法（�）

部 位 胎 土
混入物 施文の特徴 備 考遺構（層位）・

調査区（層位）
×点数

遺
物
番
号

点
数

遺構（層位）・
調査区（層位）
×点数

遺
物
番
号

点
数 口径 底径 器高

Ⅳ－１８－１ 緑ヶ岡

土器№２×６８
土器№２×４
土器№２×１
F３７×２
G－１６×１

３５
３６
３８
７
６９

７６

土器№２×１３
土器№２×１２
土器№２×２
土器№２×７

３７
３５
３６
３８
２１ ３５．０ － （３０．０）口縁～胴部

４㎜以下
泥岩
チャート
メノウ
海綿骨針

口縁部文様帯：結節回
転文・刺突文
口唇：縄線圧痕
地文：LR斜行

補修孔一組あり
内面にアカザの種子圧
痕２ヶ所あり

Ⅳ－１８－２ 緑ヶ岡

F７５×１
F５４×２
F５４×１１
F５４×１１
表採（Ta−a下一括）×１
表採（Ta−a下一括）×３

６８
３１
３２
１３０
４１
４３

１９

F７５×６
F５４×５
F５４×２
表採（Ta−a下一括）
表採（Ta−a下一括）

３１
３２
８６
４２
５７

１３（３１．０） － （１６．０）口縁～胴部
１㎜以下
石英・長石
角閃石

口縁部文様帯：結節回
転文・刺突文
口唇：縄線・沈線
地文：LR斜行

半周のみ復原

Ⅳ－１８－３ 緑ヶ岡

F１５×３
F３７×９
F３７×２９
F３７×５
F３７×２
F３７×１

７２
８
９
１０
６１
８１

４９

F３７×１６
F３７×２
表採 ×２

８
６１
１３５２０ ３０．０ － （１６．１）口縁～胴部

２㎜以下
チャート
メノウ
石英・輝石
海綿骨針

口唇：縄線・沈線

器面は板ナデ状の擦痕
有
破片は被熱、非被熱が
接合
付着炭素２，９３５y.BP

Ⅳ－１８－４ 緑ヶ岡

F６４×１
F６４×２
F６５×１５
F６５×１
F６５×１
F６５×２
F６５×４
F６５×３
F６９×１

６２
１１４
２０
２１
２２
２３

２４～２７
５０～５２
２８

３０

F６５×１ ２３

１ ２０．８ － （１６．０）口縁～胴部

１mm以下
石英
角閃石
泥岩？

口縁部文様帯：貝殻
腹縁押引文・沈線
口唇：LR縄文・復縁
押引
地文：LR斜行

F６９の１点は被熱
付着炭素２，７１５y.BP

Ⅳ－１９－５ 緑ヶ岡

F２０×１
F７５×１６
F７５×３
表採（Ta−a下一括）×１

８３
３１
６８２１

F７５×４
F７５×１

３１
６８ ５ ２１．０ － （１５．５）口縁～胴部

３㎜以下
石英・輝石
チャート

文様：沈線・竹管刺突
口唇：縄線・くぼみ

破片は被熱、非被熱が
接合

Ⅳ－１９－６ 緑ヶ岡

F４２×９
F４２×２
F４２×１
F４２×１
F４２×１

１４
１１
１５
９０
１０６

１４

F４２×２ １４

２ － － ８．４ 底部
２㎜以下
石英
海綿骨針

文様：沈線・竹管刺突 破片は被熱、非被熱が接合

Ⅳ－１９－７ 緑ヶ岡

F１８×７
F１８×１
F１８×２
F１８×１

２
３
４
１３２

１１

F１８×３
F１８×３
F１８×２
F１８×１

２
４

１００
１３２

９ ２１．０１０．３ １３．６ －
１㎜以下
石英・輝石
チャート

文様：ボタン状貼付
縄線

破片は被熱、非被熱が
接合

Ⅳ－２２－２６ 興津 F７６ ３３５１ F７６ ３３１１（２２．２） － （２１．４） －
４㎜以下
泥岩
チャート

口縁部：縄端圧痕２列
地文：LR横走縄文 外傾接合

図版番号 分類
遺構（層位）・
調査区（層位）
×点数

遺
物
番
号

点
数

遺構（層位）・
調査区（層位）
×点数

遺
物
番
号

点
数 部 位 胎 土

混入物 施文の特徴 備 考

Ⅳ－２０－８ａ 緑ヶ岡 F３０×３
F３０×１

４８
６０ ４ F３０×３ １０２ ３ 口縁部

１㎜以下
角閃石・石英

口縁：結節回転文
地文：LR斜行

同一個体
Ⅳ－２０－８ｂ 緑ヶ岡 F３０×１

F３０×２
６０
１０２ ３ 底部付近 地文：LR、RL羽状

短刻線状刺突文
Ⅳ－２０－９ 緑ヶ岡 F５４×１ １３０ １ 口縁付近 １㎜以下 長石 結節回転文＋刺突 一部赤彩
Ⅳ－２０－１０ 緑ヶ岡 F５４×１ １２９ １ 口縁部 １㎜以下 泥岩 細、太沈線＋口唇刻み 一部赤彩

Ⅳ－２０－１１ 緑ヶ岡 口縁部 １㎜以下 泥岩・チャート
角閃石・海綿骨針 細、太沈線＋口唇内刻み 一部赤彩

Ⅳ－２０－１２ 緑ヶ岡 F７１×１ ５４ １ 口縁部 １㎜以下 石英・輝石 太沈線＋口唇 LR縄文 一部赤彩
６と同一個体か

Ⅳ－２０－１３ 緑ヶ岡 表採（Ta-a下一括）×１ １ 口縁部 目視不能 太く浅い沈線＋口唇内縄線１５と同一個体
Ⅳ－２０－１４ 緑ヶ岡 F６４×１ １１５ １ 口縁部 １㎜以下 メノウ・泥岩・石英 太く浅い沈線＋口唇上縄文 二次焼成
Ⅳ－２０－１５ 緑ヶ岡 C－７×２ ４６ ２ 口縁部 ４㎜以下 珪岩・石英 連続波状沈線＋口唇内縄線 表土剥ぎ後表採

Ⅳ－２０－１６ 緑ヶ岡 F４２×１ １５ １ 胴部 ３㎜以下 珪岩・石英・輝石
海綿骨針

LR斜行縄文 段に短刻線
状刺突

一部赤彩
内傾接合

Ⅳ－２０－１７ 緑ヶ岡 E－１７×２ ４０ ２ 口縁～胴部 １㎜以下 泥岩・チャート
石英・輝石

縦走気味の LR縄文、口唇
内縄線、内面は平滑

補修孔あり
口縁内面炭化物付着

Ⅳ－２０－１８ 緑ヶ岡 土器№１×１ ３４ １土器№１×２ ２ 底部付近 ２㎜以下 チャート・石英 縦走気味の LR縄文 １７と同一個体か
内傾接合か

Ⅳ－２０－１９ 緑ヶ岡
F４２×２
F４２×２
G－１６×１

１３
１４
６９

５ 胴部 ４㎜以下 珪岩・メノウ・石英
海綿骨針

条の間隔のあく LR斜行縄
文

一部赤彩
２０と同一個体か

Ⅳ－２０－２０ 緑ヶ岡 F４２×３
F４２×２

１２
１０７

３
３ 胴部 ３㎜以下 珪岩・メノウ・輝石

海綿骨針 LR斜行縄文 １９と同一個体か

Ⅳ－２１－２１ａ 緑ヶ岡 F１０×１
E－９×１

９８
１３４ ２ 胴部 ４㎜以下 チャート・珪岩

石英・角閃石 細かい LR斜行縄文

同一個体
Ⅳ－２１－２１ｂ 緑ヶ岡

F７１×２
F７１×１
F‐１０×１

５３
５５
９８

４ 胴部 ４㎜以下 チャート・珪岩
石英・角閃石 細かい LR斜行縄文

Ⅳ－２１－２１ｃ 緑ヶ岡

F‐１０×５
F‐１０×１
E－９×１
E－１０×１

９８
７５
１３４
５６

８

F３４×１ ４９

１ 底部付近 ５㎜以下 チャート・珪岩
石英・輝石 細かい LR斜行縄文

Ⅳ－２１－２２ａ 緑ヶ岡

F３２×１
F３２×１
B－１５×３
F８×１１

１０２
１０３
３９
７７

１６

F６６b×１ ６４

１ 底部付近 ４㎜以下 珪岩・メノウ
長石

LR斜行縄文。一部浅い沈
線風の擦痕あり

破片は被熱
非被熱が接合

Ⅳ－２１－２２ｂ 緑ヶ岡 F８×１ １ 底部付近 ２㎜以下 長石 LR斜行縄文 有段の底部か
Ⅳ－２１－２３ 緑ヶ岡？ F５２×１ １６ １ 底部付近 １㎜以下 チャート・角閃石 RL縄文 続縄文の可能性あり
Ⅳ－２１－２４ 緑ヶ岡 C－８×４ ４４ ４ 胴部 ３㎜以下 泥岩・石英・雲母 やや粗い LR縄文 内面やや平滑

Ⅳ－２１－２５ 緑ヶ岡
F７４×２
F７４b×４

２９
３０ ６

F７４×２ ２９
２ 舟形口縁 １㎜以下 メノウ・石英 突起部に縦長貼付帯、貝殻

条痕文、刺突文

一部に赤彩あり
破片は被熱
非被熱が接合

表Ⅳ－２ 復原土器一覧

表Ⅳ－３ 拓本土器一覧

Ⅳ 遺構と遺物

―６１―



図版番号 掲載番号 写真図版 器種名 遺構・
調査区 遺物番号 層位・点取 全長

（㎝）
最大幅
（㎝）

最大厚
（㎝）

重量
（ｇ） 石材

図Ⅳ－２３ １ 図版２４ 石鏃 E－１４d １３４ Ta−c直上 ３．３ １．２５ ０．３ １．００ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ２ 〃 石鏃 F２ ４９１ （２．０） １．１５ ０．３ ０．７０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ３ 〃 石鏃 F３０ １２０ №１ ２．７ １．２５ ０．３ ０．７８ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ４ 〃 石鏃 F２０ ２ №１ ２．４ １．１ ０．３ ０．６０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ５ 〃 石鏃 F１７ ３０ ２．１５ １．０ ０．４ ０．５０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ６ 〃 石鏃 F７０ ５１３ １．８ １．０ ０．３５ ０．４０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ７ 〃 石鏃 F９ １１３ №１ ３．５ １．８ ０．５ ２．０６ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ８ 〃 石鏃 F４８ １３ №２ １．６ １．１ ０．２５ ０．３５ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ９ 〃 石鏃 F４８ １４ №３ （２．１） １．１ ０．２ ０．３０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ １０ 〃 石鏃 F４８ ４８３ （１．６） １．１５ ０．２５ ０．３７ 黒曜石
図Ⅳ－２３ １１ 〃 石鏃 F４８ １５ №４ ０．９５ １．２ ０．１５ ０．２３ 黒曜石
図Ⅳ－２３ １２ 〃 石鏃 F６５ ５１２ ２．６ １．１ ０．３ ０．５６ 黒曜石
図Ⅳ－２３ １３ 〃 石鏃 F４８ ４８２ １．７５ １．１ ０．３ ０．３５ 黒曜石
図Ⅳ－２３ １４ 〃 石鏃 F６５ ２１ １．７ １．４ ０．３ ０．５６ 黒曜石
図Ⅳ－２３ １５ 〃 石鏃 F３８b ４７８ １．９ １．１５ ０．３ ０．４２ 黒曜石
図Ⅳ－２３ １６ 〃 石鏃 E－１０b ３１ ３．５ １．５ ０．２５ １．０４ 黒曜石
図Ⅳ－２３ １７ 〃 石鏃 F４２ １９７ ２．３５ １．７５ ０．４ １．２６ 黒曜石
図Ⅳ－２３ １８ 〃 石鏃 C－１０ １３３ 面 F２５．２６№１ ２．１ １．４ ０．４ ０．９３ 黒曜石
図Ⅳ－２３ １９ 〃 石鏃 F２ １４０ （１．５） １．３５ ０．２５ ０．６８ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ２０ 〃 石鏃 F４２ １９８ ２．６５ １．５５ ０．４ １．５６ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ２１ 〃 石鏃 F２１ ８ №２ ３．１５ １．５５ ０．５ １．９４ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ２２ 〃 石鏃 F６９ ４８９ ２．５５ １．６ ０．４ １．０２ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ２３ 〃 石鏃 F２６ １１８ ２．１ １．３ ０．３ ０．７１ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ２４ 〃 石鏃 F１１ １ №１ ２．３ １．５ ０．２５ ０．７４ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ２５ 〃 石鏃 D－１３ １３２ 面 F１９下 １．５ １．３ ０．３ ０．５４ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ２６ 〃 石鏃 F６５ ４８７ 検出面 １．５５ ０．９ ０．２５ ０．２９ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ２７ 〃 石鏃 E－１０ １３５ 面 F７２下 １．７ １．３５ ０．３５ ０．８２ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ２８ 〃 石鏃 F－１０a ２６８ 不明 （１．５５） １．４５ ０．３５ ０．５４ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ２９ 〃 石鏃 F４８ １５４ １．４ １．２ ０．３ ０．４０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ３０ 〃 石鏃 F４２ １９６ １．８５ １．５ ０．４ １１．００ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ３１ 〃 石鏃 F４２ ２００ （１．６） ０．９ ０．３ ０．４０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ３２ 〃 石鏃 F６４ ４８６ １．５ ０．８ ０．３ ０．３０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ３３ 〃 石槍 F１２ （４９３＋４９２） ４．０ １．９ ０．５ ２．４０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ３４ 〃 石槍 F－１５ ２８ 面 FC１ （５．４） ２．５ ０．７ ７．６０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ３５ 〃 スクレイパー F８ １１２ №２ ５．５ ３．３５ ０．８ ８．５０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ３６ 〃 スクレイパー F－１５ １１５ 面 FC１№１ ４．７ ２．６ ０．８ ６．６０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ３７ 〃 スクレイパー F６７ １２４ №１ ５．５ ４．３ １．３ １９．４０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ３８ 〃 スクレイパー F６３ １９ №１ ５．５ ３．３５ １．２ １６．９０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ３９ 〃 スクレイパー F６５ ２３ №７ ５．５ ３．０ １．０ １１．９０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ４０ 〃 スクレイパー FC１ ２７ №１ （３．６５） ３．１５ ０．７ ４．７０ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ４１ 〃 スクレイパー F３１ １２１ №１ ３．３ ２．４５ １．３ ６．７１ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ４２ 〃 スクレイパー F１８ １１６ №２ （３．１） ２．１ １．０ ５．４５ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ４３ 〃 スクレイパー F６５ ２２ №６ ４．２ ３．２ １．２ １０．２２ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ４４ 〃 スクレイパー F７０ １２５ №２ ２．８ ４．８５ ０．９ ８．５５ 黒曜石
図Ⅳ－２３ ４５ 〃 スクレイパー F４８ １２ №１ （２．６５） ４．８ ０．９ １０．９２ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ４６ 〃 スクレイパー E１０ １３６ ４．２５ ６．１ １．０ ２６．９９ 玄武岩
図Ⅳ－２４ ４７ 〃 スクレイパー F７４ ２５ №１ ６．７ ３．５ １．０ １３．７８ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ４８ 〃 スクレイパー F２９ １１９ №１ ６．３ ３．６５ ０．７ ８．３４ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ４９ 〃 スクレイパー D－７ ２６５ 面 F６４下 ４．１ ２．４５ ０．７ ５．００ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ５０ 〃 スクレイパー F１０ １１４ ３．９ ２．９ １．２ １２．８７ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ５１ 〃 スクレイパー E９ ３３ ３．４５ ２．８５ １．４５ １２．３０ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ５２ 〃 スクレイパー F７０ １２６ ３．７５ １．９ ０．９ ６．２０ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ５３ 〃 スクレイパー 表採 ３６ （３．３５） ３．５ ０．７ ６７．６０ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ５４ 〃 スクレイパー F１９ １１７ №１ ４．１ ３．１ ０．６ ６．６９ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ５５ 〃 スクレイパー F２０ ５ №５ ４．１ ２．７ ０．７ ４．７６ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ５６ 〃 スクレイパー F３５ ９ №１ ３．５ １．９５ ３．５ ２．００ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ５７ 〃 スクレイパー F２０ ４ №４ ２．１５ ３．１ １．０ ４．８０ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ５８ 〃 スクレイパー F２０１ １９４ １．３５ ２．８５ ０．９ ２．００ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ５９ 〃 スクレイパー F３４ １２３ №１ ２．３ ２．４５ ０．６ ２．２９ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ６０ 〃 スクレイパー F５６ １７ №１ ６．８５ ４．０ ０．６ ２７．７８ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ６１ 〃 スクレイパー C－１０ ２９ 面 F２５・２６№２ ７．５ ４．１ １．７ ５４．１０ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ６２ 〃 スクレイパー F６７ ２４ ６．１ ３．２ ０．６ １０．９４ 泥岩
図Ⅳ－２４ ６３ 〃 Rフレイク F７１ ５１５ １．６５ １．０５ ０．３ ０．５２ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ６４ 〃 Rフレイク E－１１ ５１７ 側溝中 ２．４ １．７５ ０．３５ １．２０ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ６５ 〃 Rフレイク F６９ ４８８ ２．０ １．８５ ０．３ １．３６ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ６６ 〃 Rフレイク F５４ １８１ ２．１５ ２．１ ０．８ １．８７ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ６７ 〃 Rフレイク F２０ ３ №２ ２．６ （１．２） ０．４ ０．８６ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ６８ 〃 Rフレイク F６９ １６７ ２．７ １．５５ ０．６５ １．８５ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ６９ 〃 Rフレイク F６４ １９２ ３．２ １．８ ０．７５ ２．０６ 黒曜石
図Ⅳ－２４ ７０ 〃 Rフレイク F７０ １７２ （３．２） ２．３ ０．８ ４．７９ 黒曜石
図Ⅳ－２５ ７１ 図版２５ たたき石 F７５ ７８ №１ １０．８ １１．８ ７．４ ９００．００ 砂岩
図Ⅳ－２５ ７２ 〃 たたき石 F６６b ６６ №２ １６．８ ９．６ ８．２ １６５０．００ 礫岩
図Ⅳ－２５ ７３ 〃 たたき石 C－８ ７６ Ta−c二次堆積下 １５．３ １０．５ ８．２ １３５０．００ 砂岩
図Ⅳ－２５ ７４ 〃 加工痕ある礫 E－１２ ６９ １２ライントレンチ １９．８ ８．６ ８．６ １４００．００ 砂岩
図Ⅳ－２５ ７５ 〃 加工痕ある礫 E－１０ ６８ ポンプ側溝中 １０．９ １３．３ ５．８ ９００．００ 砂岩
図Ⅳ－２５ ７６ 〃 石皿 F３０ ５５ №２ ２２．４ １８．９ ９．５ ４１００．００ 安山岩

表Ⅳ－４ 掲載石器一覧

２ 遺物
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分 類

グ
リ
ッ
ド

グ
リ
ッ
ド
番
号

興

津

焼
成
粘
土
塊

緑

ヶ

岡

総

計

B １５ １５ １５

C ７ ２ ２

８ ６ ６

１５ １ １

D ５ １ １

７ ５８ ５８

８ ５４ １２６ １８０

９ ６０ ６０

１０ １ １

１１ ９２ ９２

１２ ７３ ７３

１３ １０６ １０６

１４ ３ ３

E ４ ４ ４

９ ２６ ２６

１０ ４４ ４４

１３ ３２０ ３２０

１７ １２ １２

F ９ １ １

１０ ２ ２

１２ ９ ９

１４ １０ １０

１５ ６１７ ６１７

１６ ９３ ９３

G １６ ３０８ ３０８

１７ ６３ ６１４ ６７７

総計 ６３ ５４２，６０４２，７２１

分 類

グ
リ
ッ
ド

グ
リ
ッ
ド
番
号

石

鏃

石

鏃

片

石

槍

石

槍

片

ス
ク
レ
イ
パ
ー

Ｒ
フ
レ
イ
ク

Ｕ
フ
レ
イ
ク

フ
レ
イ
ク

た
た
き
石

加
工
痕
あ
る
礫

石

皿

台

石

礫

礫

片

総

計

B １４ １ １

１５ １ １ １９４ １９６

１６ ２３ ２３

C ７ ２ ２

８ １ １

９ １ １ ３ ５

１０ １ １ ２

１３ ３ ３

１４ １ ３９ ４０

１５ １ １ ５８８ ５９０

１６ １ １０２ １０３

C（B）１５（１５） ７９ ７９

D ４ ２ １ １ １ １ ６

５ １ ２ ３

７ １ ２ １ ３ ５７６ １ １ ５８５

８ ４ ３ ６ ３ １ ４，４８１ ３ １０ １ ４，５１２

９ ２ １ ３ ２ １，７０６ １ １ １，７１６

１０ ２ １ ３４４ ３ １ １ ３５２

１１ ２ ２ １ １ ２８６ １ １ １ ２９５

１２ ２ １ ２ ２ １ ２９９ ２ １ ３１０

１３ ２ １ ２ １９２ ２ ２ １ １ ２０３

１４ １ １６ １７

１５ １ １

E ４ ６ ３ ２ ６６３ ６７４

８ １０ １ １ １２

９ １ １ ２ ５５６ ２ ３ ５６５

１０ ５ １ １ ２ １，０７６ １ １，０８６

１１ １ ２１７ ２１８

１２ ６ １ ７

１３ ３ ３

１４ １ １６９ １ １７１

１５ ２４ ２４

F ９ ２３ ２３

１０ ３ １ ８４ ８８

１１ ２８ ２８

１２ １ ５４ ５５

１３ １ ２１ ２２

１４ １ ２ １ ３，２９４ １ １ ３，３００

１５ １ １ １ ２ ７９６ １ ８０２

１６ １ １９６ １９７

１７ １ １

１４付近 １３ １３

F １０ １ １

G ８ １ １

９ ２５ ２５

１４ ２８ ２８

１６ ４ ２ ５１３ ５１９

１７ １ ３ １ ２ ６，３６８ １ １ ６，３７７

１８ ４ ４

総 計 ４１ ２７ １ １ ２８ ２４ ３ ２３，１０１ ８ １４ ３ １ ２８ ９ ２３，２８９

表Ⅳ－５（1）グリッド別
出土点数一覧（土器）

表Ⅳ－５（２）グリッド別出土点数一覧（石器等）

Ⅳ 遺構と遺物
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処
理
番
号

台
帳
番
号

遺
構
名

種

別

出土物（�）

炭化物 骨 その他 種子
（種類）

１ ３００ 不明 ①（２．０） ０．７９
②（１．４１） ０．０７
③（０．４２５） ０．１８ 有（不明）
④（残渣） ３２．５０
計 １．０４ ３２．５０

２ ２９９ 不明 ①（２．０） ５．３０ 有（不明）
②（１．４１） ０．６７
③（０．４２５） ０．６９
④（残渣）
計 ６．６６

３ ７８ F２７ ①（２．０） １０．３６
②（１．４１） １．３５
③（０．４２５） ０．９２ 有（キハダ？）
④（残渣） ０．７０
計 １３．３３ ０．５０

４ ３１ F９ ①（２．０） １．６１
②（１．４１） ０．６３
③（０．４２５） ０．５８
④（残渣） ５．４０
計 ２．８２ ５．４０

５ ７７ F２４ ①（２．０） ６．６９
②（１．４１） ０．８７
③（０．４２５） ０．６３
④（残渣） １２．００
計 ８．１９ １２．００

６ ２８７ F４８ ①（２．０） １．２５ 有（不明）
②（１．４１） ０．２５ 有（キハダ？）
③（０．４２５） ０．２７ ０．１以下 有（イネ？）
④（残渣） ７９．２０
計 １．７７ ７９．２０

７ ８５ F３０ ①（２．０） １．３６
②（１．４１） ０．２６
③（０．４２５） ０．１８
④（残渣） １．８０ ０．２０
計 ３．６０ ０．２０

８ ２８８ F４８ ①（２．０） ５．５７ 有（ブドウ）
②（１．４１） ０．９１
③（０．４２５） ０．８９ ０．１以下 有（イネ？）
④（残渣） ２２．００
計 ７．３７ ２２．００

９ ３２ F１０ ①（２．０） ２１．１８
②（１．４１） ２．５４
③（０．４２５） ２．４３ ０．１以下
④（残渣） ２１．７０
計 ２６．１５ ２１．７０

１０ ２３７ F６５ ①（２．０） ４．４６ ０．１以下
②（１．４１） １．０１ ０．１以下
③（０．４２５） ０．７８ ０．１以下 ０．１以下 有（不明）
④（残渣） １１４．９０
計 ６．２５ １１４．９０ ０．１以下

処
理
番
号

台
帳
番
号

遺
構
名

種

別

出土物（�）

炭化物 骨 その他 種子
（種類）

１１ ８３ F３０ ①（２．０） ３．３１
②（１．４１） ０．４９ 有（キハダ？）
③（０．４２５） ０．５２ 有（不明）
④（残渣） ０．１以下
計 ４．３２ ０．１以下

１２ ８４ F３０ ①（２．０） ７．６９
②（１．４１） １．３４
③（０．４２５） １．２３
④（残渣） ６１．７０
計 １０．２６ ６１．７０

１３ ５２ F１８ ①（２．０） ３．３４ ０．１以下
②（１．４１） ０．７９
③（０．４２５） ０．８０ 有（不明）
④（残渣） ３７．００
計 ４．９３ ３７．００ ０．１以下

１４ ９９ F３７ ①（２．０） ４．２０ ０．１以下 ０．１以下 有（コナラ？）
②（１．４１） ０．６７ ０．１以下 ０．１以下
③（０．４２５） ０．６９ ０．１以下 ０．１以下 有（不明）
④（残渣） ２０２．２０
計 ５．５６ ２０２．２０ ０．１以下

１５ ２３８ F６５ ①（２．０） ６．１０
②（１．４１） １．２２ 有（不明）
③（０．４２５） １．１５ ０．１以下 ０．１以下 有（不明）
④（残渣） １２８．８０
計 ８．４７ １２８．８０ ０．１以下

１６ １１０ F７５ ①（２．０） １２．１７ ０．１以下
②（１．４１） １．１６
③（０．４２５） ０．９０ ０．１以下 有（不明）
④（残渣） ２．４０
計 １４．２３ ２．４０ ０．１以下

１７ １０９ F７５ ①（２．０） ３．７５
②（１．４１） ０．６０ ０．１以下
③（０．４２５） ０．４４ ０．１以下 ０．１以下 有（不明）
④（残渣） ４４．１０
計 ４．７９ ４４．１０ ０．１以下

１８ ７３ F２０ ①（２．０） ２．５２
②（１．４１） １．０８
③（０．４２５） １．０７ 有（不明）
④（残渣） ３．９０
計 ４．６７ ３．９０

１９ ８２ F３０ ①（２．０） ３．５３
②（１．４１） ０．５９
③（０．４２５） ０．５６ ０．１以下 ０．１以下 有（不明）
④（残渣） ４．５０
計 ４．６８ ４．５０ ０．１以下

２０ ９８ F３７ ①（２．０） １．９２
②（１．４１） ０．３２
③（０．４２５） ０．２７ ０．１以下 ０．１以下 有（不明）
④（残渣） ８７．５０
計 ２．５１ ８７．５０

図版 番号 分類 部位
色調・整形・調整・付着物等 文様・特徴 等

備 考
器面（表） 内面（裏） 胎土等 地文 器面（表） 口唇部 内面（裏）

図Ⅳ－２６ ２７ 緑ヶ岡 口縁部 赤色塗彩、黄灰褐 黄灰褐 砂粒、海綿骨針 LR斜行 平行沈線文・刻線文 LR斜行、内角刻み

図Ⅳ－２６ ２８ 緑ヶ岡 口縁部 灰黄褐、赤彩痕跡 灰黄褐、赤彩痕、摩耗 砂粒、海綿骨針 波状沈線文、刻線文 LR縄刻み 沈線文、刻線文 波状口縁？

図Ⅳ－２６ ２９ 緑ヶ岡 口縁部 灰黄褐、炭化物 暗灰、炭化物 薄手、砂粒、骨針 横位調整痕 短沈線、補修孔 頂部内側に縦の刻み 舟形状？ ３０と同一個体

図Ⅳ－２６ ３０ 緑ヶ岡 口縁部 黒茶、赤彩痕、炭化物 黄灰～黒茶、炭化物 薄手、砂粒、骨針 横位調整痕 有段、短沈線、補修孔 ２９と同一個体

図Ⅳ－２６ ３１ 緑ヶ岡 頸部 黄灰褐 黄灰褐、剥離 砂粒、海綿骨針 LR斜行 細描き沈線文

図Ⅳ－２６ ３２ 緑ヶ岡 頸部 黒茶、炭化物 黒褐、炭化物、剥落 砂粒、海綿骨針 LR斜行 細描き沈線文、短沈線

図Ⅳ－２６ ３３ 緑ヶ岡 頸部 淡橙褐、赤彩痕跡 黄橙褐 砂粒、海綿骨針 LR斜行 LR縄端刺突、沈線、条線 ３３～３５は同一個体

図Ⅳ－２６ ３４ 緑ヶ岡 頸部 灰黄褐、赤彩痕跡 灰黄褐 砂粒、海綿骨針 LR斜行 有段、LR縄端刺突、条線

図Ⅳ－２６ ３５ 緑ヶ岡 頸部 淡橙褐、赤彩痕跡 灰黄褐 砂粒、海綿骨針

図Ⅳ－２６ ３６ 緑ヶ岡 口縁部 黄茶褐、摩耗、炭化物 粗面、黒褐、炭化物 砂礫 RL斜行 RL斜行 推定口径２３．２㎝

図Ⅳ－２６ ３７ 緑ヶ岡 胴部 黄灰褐、摩耗 黒褐、炭化物 砂礫 RL斜行 ３６と同一個体

図Ⅳ－２６ ３８ 緑ヶ岡 胴部 黄茶褐、剥落 ほぼ平滑、暗茶褐 やや薄手、砂粒、骨針 LR斜行

図Ⅳ－２６ ３９ 緑ヶ岡 胴部 灰黄褐、剥落・摩耗 平滑、黄灰褐、炭化物 砂粒、海綿骨針 LR斜行

図Ⅳ－２６ ４０ 緑ヶ岡 胴部 灰黄褐 灰黄褐 砂粒、海綿骨針 LR斜行 ３３～３５と同一個体か

図Ⅳ－２６ ４１ 緑ヶ岡 胴部 灰茶褐、赤彩痕跡 黄灰褐、剥落 砂粒、海綿骨針 LR斜行

表Ⅳ－６ フローテーション結果一覧

表Ⅳ－7 石井地点採集土器一覧

２ 遺物
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Ⅴ 自然科学的分析

１ 出土炭化種実同定結果

新山雅広（パレオ・ラボ）

�１ はじめに

上茶路遺跡は、北海道白糠郡白糠町上茶路基線８７―１に所在し、標高１０６ｍ前後の茶路川の河川敷に

立地する。本遺跡では、樽前ｃ（Ta−c）とみられる火山灰直上付近で遺構・遺物が多く検出された。

遺構としては、多数の焼土が検出され、炭化材のほか、骨片が多く含まれていた。また、遺物として

は、縄文時代晩期終末の緑ヶ岡式から続縄文時代初頭とみられる土器や、同時期の石器などが多数検

出された。ここでは、焼土中に含まれていた炭化種実を検討し、当時の古植生や利用植物の一端を知

ることを目的とした。

�２ 試料と方法

炭化種実の検討は、試料番号ＫＴ－１～１１の合計１１試料について行った。各試料は、抽出済みであ

り、小型のカプセル状容器に乾燥保存されていた。これら試料について、実体顕微鏡下で同定・計数

を行った。なお、一覧表中の土台帳番号の数字－数字－大・中・小は、前の数字が水洗した順番、中

の数字が土を入れた土嚢の通し番号、大（１２�）・中（３�）・小（１．５�）は、得られた篩目の大き
さを示す。

�３ 出土した炭化種実

全試料で同定された分類群数は、木本２、草本１である。木本はキハダ炭化種子、ブドウ属炭化種

子、草本はイネ科炭化胚乳が同定された。その他に、分類群不明の炭化種実、卵のう？が含まれてい

た。以下に、各遺構の炭化種実を記載する。

Ｆ２（ＫＴ－１）：卵のう？が１個含まれていた。

Ｆ４８（ＫＴ－２～１０）：キハダ、ブドウ属、イネ科、不明が含まれていた。キハダは、４試料（Ｋ

Ｔ－２・５・７・９）に含まれており、合計が完形３個、半分ないし破片が３個であった。ブドウ属

は、３試料（ＫＴ－３・４・１０）に含まれており、合計が完形３個であった。イネ科は、１試料（Ｋ

Ｔ－３）に含まれており、完形１個であった。不明は、２試料（ＫＴ－６・８）に各１個含まれてい

た。

Ｆ６９（ＫＴ－１１）：不明が１個含まれていた。

�４ 形態記載

ａ） キハダ Phellodendron amurense Rupr. 炭化種子

扁平な半月形で一方の側面にはやや細長い臍がある。表面全体には非常に細かな浅い網目紋がある。

長さ３．８～４．２�程度。
ｂ） ブドウ属 Vitis 炭化種子

側面観は卵形ないし卵円形、上面観は楕円形。背面には匙状の臍があり、腹面には穴が２つある。

長さ２．９～４．２�程度。
ｃ） イネ科 Gramineae 炭化胚乳

長さ１．４�、幅０．４�程度の長楕円形。片面に長さの半分程度を占める胚らしきものが見える。おそ
らくイネ科と思われる。

Ⅴ 自然科学的分析
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試料番号 KT－１ KT－２ KT－３ KT－４ KT－５ KT－６ KT－７ KT－８ KT－９ KT－１０ KT－１１

１０４ ２８３ ２８３ ２８４ ２８８ ２８９ ３０１ ２８４ ３００ ３０１ ２９４

土台帳番号 ４３ ２６７ ２６７ ２６８ ２６６ ２６５ ２６４ ２６８ ２６３ ２６４ ２４８

大 小 中 中 小 中 中 小 小 中 小

遺構名 F２ F４８ F４８ F４８ F４８ F４８ F４８ F４８ F４８ F４８ F６９

分類群・部位 層位その他 炭・骨層中 炭・骨層中 炭・骨層中 炭・骨層中 炭・骨層中 炭・骨層中 炭・骨層中 炭・骨層中 炭・骨層中 炭・骨層中 炭・骨層中

キハダ 炭化種子 （２） ２ １ （１）

ブドウ属 炭化種子 １ １ １

イネ科 炭化胚乳 １

不明 炭化種実 １ １ １

卵のう？ １

ｄ） 不明 unknown 炭化種実

ＫＴ－６は、長径４．０�、短径３．３�程度の歪な球形であり、一端が窪む。表面に特徴的な模様など
はないが、おそらく何らかの果実ではないかと思われる。完形ではなく、破片の可能性もある。ＫＴ

－８は、径２．３�程度の歪な球形で、両端に若干突出する小さな突起物がある。表面の一部には、顕
著な皺がある。おそらく微小な何らかの果実と思われる。ＫＴ－１１は、長さ２．８�、幅１．７�程度の長
卵形で、断面は片凸レンズ形。表面に特徴的な模様などはないが、種実類と思われ、一見イネ科の胚

乳のようである。しかし、胚や臍はない。

ｅ） 卵のう？

潰れているが、元は径３�前後の球形と推定される。薄い膜質であり、植物由来ではなく、卵のう
などの昆虫起源と思われる。黒色であるが、未炭化であり、現代のものが混入したと考えられる。

�５ 考察

検討した結果、焼土Ｆ４８からキハダ、ブドウ属、イネ科が明らかなものとして同定され、遺跡周辺

に生育していたと考えられる。キハダは落葉広葉樹であり、ブドウ属は落葉の蔓性木本である。草本

のイネ科は、種までの同定には至らなかったが、野生雑穀と思われる。これらが利用されていたのだ

とすれば、キハダは樹皮が薬用や染色用に、ブドウ属は果実が生食あるいは果実酒の原料などとして

利用されていた可能性が考えられる。また、イネ科は野生雑穀が食用として利用されていた可能性が

考えられる。

�６ おわりに

焼土中の炭化種実を検討した結果、遺跡周辺にはキハダ、ブドウ属、イネ科が生育しており、これ

らが何らかの形で利用されていた可能性が考えられた。

表Ⅴ－１ 炭化種実類出土一覧表 数字は個数、（）内は半分ないし破片の数を示す

１ 出土炭化種実同定結果
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図版Ⅴ－１ 出土した炭化種実（スケールは１�）
１．キハダ、炭化種子、ＫＴ－７ ２、３．キハダ、炭化種子、ＫＴ－５
４．キハダ、炭化種子、ＫＴ－７ ５．キハダ、炭化種子、ＫＴ－９
６．ブドウ属、炭化種子、ＫＴ－３ ７．ブドウ属、炭化種子、ＫＴ－４
８．ブドウ属、炭化種子、ＫＴ－１０ ９．イネ科、炭化胚乳、ＫＴ－３
１０．不明、炭化種実、ＫＴ－６ １１．不明、炭化種実、ＫＴ－８
１２．不明、炭化種実、ＫＴ－１１ １３．卵のう？、ＫＴ－１

Ⅴ 自然科学的分析
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２ 出土樹種同定結果

植田弥生（パレオ・ラボ）

�１ はじめに

ここでは、白糠市に所在し標高約１０６ｍの茶路川河川敷に位置する当遺跡から出土した炭化材１８点

の樹種同定結果を報告する。これらは、縄文時代晩期終末から続縄文時代初頭の遺物を含む焼土を水

洗篩別し、取りあげられた炭化材である。焼土には炭化材以外に、炭化種子や多くの骨片や剥片石器

が含まれていた。炭化材は燃料材として利用されていた材の可能性があり、また当時の古植生を反映

している資料とも考えられる。従って、樹種利用や古植生・古環境の基礎資料蓄積の目的で、樹種調

査は実施された。

�２ 試料と方法

焼土を水洗篩別し、取りあげられた炭化材である。

同定は、炭化材の横断面（木口）を手で割り実体顕微鏡で予察し、次に材の３方向（横断面・接線

断面・放射断面）の断面を作成し、走査電子顕微鏡で拡大された材組織を観察した。走査電子顕微鏡

用の試料は、３断面を５�角以下の大きさに整え、直径１�の真鍮製試料台に両面テ－プで固定し、
試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電子㈱製 JSM―５９００LV型）で観察

と写真撮影を行った。

同定した炭化材の残り破片は、白糠町教育委員会に保管されている。

�３ 結果

同定結果の一覧を、表Ⅴ－２に示した。１７基の焼土１８点の炭化材からは、サクラ属（６点）・トネ

リコ属（４点）・ニレ属（２点）・カツラ（２点）・キハダ（１点）・カエデ属（１点）・ケンポナシ属

（１点）・ミズキ属（１点）、合計８分類群の落葉広葉樹が検出された。サクラ属が最も多く、次にト

ネリコ属が多く検出された。またＦ４８から出土した２点は、カエデ属とトネリコ属であり、異なる樹

種が検出された。

炭化材の多くは本来の形状が不明の破片であったが、トネリコ属の炭化材からは直径２�前後の細
い枝材であった可能性が推測された。

樹種記載

１ ニレ属 Ulmus ニレ科 図版１ １ａ－１ｃ（ＫＴ－２２）

年輪の始めに大型の管孔が１～２層配列し、その後は小型の管孔が多数集合して分布している環孔

材である。道管の穿孔は単穿孔、小道管の内腔にらせん肥厚がある。放射組織は同性、主に３～８細

胞幅の紡錘形である。

ニレ属は北地の温帯に多いハルニレ・オヒョウ、暖帯の荒地や川岸に普通に見られるアキニレがあ

り、いずれも落葉高木である。

２ カツラ Cercidiphyllum japonicum Sieb.et Zucc. カツラ科 図版１ ２ａ－２ｃ（ＫＴ－１２）

小型の多角形の管孔が年輪内に密在し管孔の占有面積が多い散孔材である。道管の壁孔はまばらな

交互状あるいは水平に開いた口孔の長さが不揃いの階段状、穿孔は横棒の数が非常に多い階段穿孔で

ある。放射組織は異性、１～３細胞幅、多列部の上下端に方形細胞・直立細胞が単列部が１～３細胞

層ある。

カツラは北海道から九州の暖帯から温帯の渓谷に生育する落葉高木である。

３ サクラ属 Prunus バラ科 図版１ ３ａ－３ｃ（ＫＴ－１３）

２ 出土樹種同定結果
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小型の管孔が年輪の始めにやや密に分布し、その後は放射方向・接線方向・斜状に複合して分布す

る散孔材である。道管の壁孔は対列状または交互状、穿孔は単穿孔、内腔に細いらせん肥厚がある。

放射組織はほぼ同性、約５細胞幅、道管との壁孔は小型で密在する。

サクラ属は暖帯から温帯の山地に生育する落葉広葉樹である。

４ キハダ Phellodendron amurense Rupr. ミカン科 図版２ ４ａ－４ｃ（ＫＴ－１４）

年輪の始めに大型の管孔が１～３層配列し、孔圏外では多数の小型管孔が複合し年輪界では接線状

に配列する環孔材である。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、小道管にはらせん肥厚がある。放射

組織は同性、主に３～４細胞幅である。

キハダは北海道以南の温帯の山地に生育する落葉高木である。

５ カエデ属 Acer カエデ科 図版２ ５ａ－５ｃ（ＫＴ－１９）

小型の管孔が単独または２～３個が複合して散在する散孔材である。道管の壁孔は交互状、穿孔は

単穿孔、内腔に細いらせん肥厚がある。放射組織は同性、主に３～４細胞幅、道管との壁孔は交互状

である。

カエデ属は日本全土の暖帯から温帯の山地や谷間に生育し、約２６種があり多くの変種が知られてい

る。

６ ケンポナシ属 Hovenia クロウメモドキ科 図版２ ６ａ－６ｃ（ＫＴ－２９）

年輪の始めに中型～大型の管孔が数層あり除々に径を減じてゆき、晩材部は周囲状・翼状の柔組織

に囲まれた単独または放射方向に２～３個複合した非常に小型の管孔が散在する環孔材である。道管

の壁孔は小型で交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織は異性、主に５細胞幅、上下端に方形細胞・

直立細胞が単列で伸び、結晶細胞がある。クワ属にも類似しているが、小道管にらせん肥厚が観察で

きなかったので、ケンポナシ属と同定した。

ケンポナシ属は暖帯の山中に生育する落葉高木である。本州・四国に分布するケケンポナシと北海

道から九州に広く分布するケンポナシがある。

７ ミズキ属 Cornus ミズキ科 図版３ ７ａ－７ｃ（ＫＴ－１６）

小型の管孔が単独または２～３個が複合し分布する散孔材である。道管の壁孔は交互状、穿孔は横

棒数が多い階段穿孔である。放射組織は異性、１～３細胞幅、多列部は平伏細胞からなりその上下端

に方形細胞・直立細胞が単列で伸びる。

ミズキ属は暖帯から温帯の山地の渓谷や斜面に普通の落葉広葉樹である。

８ トネリコ属 Fraxinus モクセイ科 図版３ ８ａ－８ｃ（ＫＴ－１２）

中型の管孔が１～３層配列し、その後は単独または２個複合した小型で厚壁の管孔が散在する環孔

材である。周囲状柔組織がある。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織は同性、

１～２細胞幅である。

トネリコ属はおもに温帯から冷温帯の山中や渓谷に生育する落葉高木の広葉樹である。

�４ まとめ

１７基の焼土１８点の炭化材は、サクラ属が６点で最も多く、次にトネリコ属４点、ニレ属・カツラが

各２点、キハダ・カエデ属・ケンポナシ属・ミズキ属が各１点、合計８分類群の落葉広葉樹が検出さ

れた。焼土には骨片が多く含まれていたことから、これらの炭化材は調理用の燃料材であった可能性

が考えられる。Ｆ４８から出土した２点は、カエデ属とトネリコ属であったことから、複数種類の材を

同時に利用していたと思われる。炭化材には、直径２�ほどの細い枝材を利用していたことが判る破
片も含まれ、これはトネリコ属に多く見られた。

Ⅴ 自然科学的分析
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試料番号
土台帳番号

遺構名 層位その他 樹 種水洗
順番

土嚢
番号

篩サ
イズ

ＫＴ－１２ ５６ １２５ 大 Ｆ１ 炭・骨層中 カツラ

ＫＴ－１３ ２９３ １８９ 大 Ｆ１１ 炭・骨層中・南半 サクラ属

ＫＴ－１４ １０９ ４４ 大 Ｆ１３ 炭・骨層中 キハダ

ＫＴ－１５ １９６ １４１ 中 Ｆ１４ 炭・骨層中・北半 サクラ属

ＫＴ－１６ ９７ １５４ 大 Ｆ１５ サンプル№１ ミズキ属

ＫＴ－１７ ２６ ７６ 大 Ｆ２３ 炭・骨層中 カツラ

ＫＴ－１８ １７１ １０７ 大 Ｆ４２ 炭・骨層中・西半 トネリコ属

ＫＴ－１９ ２８３ ２６７ 大 Ｆ４８ 炭・骨層中 カエデ属

ＫＴ－２０ ２８９ ２６５ 大 Ｆ４８ 炭・骨層中 トネリコ属

ＫＴ－２１ １３７ １６７ 大 Ｆ５３ 炭・骨層中・北半 トネリコ属

ＫＴ－２２ ２８５ １８５ 大 Ｆ５５ 炭・骨層中・北半 ニレ属

ＫＴ－２３ ２４１ ２１５ 大 Ｆ６０ 炭・骨層中・北半 サクラ属

ＫＴ－２４ １７２ ２２７ 大 Ｆ６５ 炭・骨層中 サクラ属

ＫＴ－２５ ２２１ ２２９ 大 Ｆ６９ 検出面 サクラ属

ＫＴ－２６ ３１ ２８４ 大 Ｆ７３ 炭・骨層中 ニレ属

ＫＴ－２７ ８３ １１７ 大 Ｆ５４ 検出面 サクラ属

ＫＴ－２８ ６１ ２８６ 大 Ｆ７６ 炭・骨層中 トネリコ属

ＫＴ－２９ １８３ ６９ 中 Ｆ２２ 炭・骨層中 ケンポナシ属

複数の焼土から、複数の落葉広葉樹が検出されたことから、燃料材の樹種選択性はそれほど高くは

ないと思われる。出土樹種の組成からは、周辺に冷温帯落葉広葉樹林が成立していたと思われ、そこ

に生育する様々な樹種を利用していたようである。また、これらの樹種は、トネリコ属・カツラ・カ

エデ属・ミズキ属など河畔に生育している樹種が多かった。

表Ⅴ－２ 白糠町上茶路遺跡出土樹種同定結果一覧

２ 出土樹種同定結果
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図版Ⅴ－２ 上茶路遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（１）
１ａ－１ｃ：ニレ属（ＫＴ－２２）２ａ－２ｃ：カツラ（ＫＴ－１２）３ａ－３ｃ：サクラ属（ＫＴ－１３）
ａ：横断面 ｂ：接線断面 ｃ：放射断面

Ⅴ 自然科学的分析
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図版Ⅴ－３ 上茶路遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（２）
４ａ－４ｃ：キハダ（ＫＴ－１４）５ａ－５ｃ：カエデ属（ＫＴ－１９）６ａ－６ｃ：ケンポナシ属（ＫＴ－２９）
ａ：横断面 ｂ：接線断面 ｃ：放射断面

２ 出土樹種同定結果
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図版Ⅴ－４ 上茶路遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（３）
７ａ－７ｃ：ミズキ属（ＫＴ－１６）８ａ－８ｃ：トネリコ属（ＫＴ－２１）
ａ：横断面 ｂ：接線断面 ｃ：放射断面

Ⅴ 自然科学的分析
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３ 出土骨同定結果

パリノ・サーヴェイ株式会社

�１ はじめに

上茶路遺跡（北海道白糠郡白糠町上茶路に所在）は、標高約１０６ｍ前後の茶路川河川敷に位置して

おり、約２ｍ前後の氾濫性堆積物に覆われて遺物包含層が形成されている。この氾濫性堆積物の中に

は Ta−a、Ko−c２、Ta−cとされる火山灰が認められ、Ta−c直上付近で焼土遺構、集石などの遺構が確

認されている。この焼土遺構からは、炭化物とともに焼骨が多量に確認された。そこで、当時の動物

利用に関する情報を得ることを目的として、骨同定を実施する。

�２ 試料

発掘調査によって確認された７６基の焼土遺構の内、特に骨の出土が顕著であった２８基の焼土遺構（Ｆ

１～３、８、１０～１２、１４、１８、２６、３０、３１、３３、３６、３７、４２、４８、５５、５６、６４～６６、６９、７０、７５、５４、

ＦＣ２）を協議の上調査対象として選択した。いずれも、現地にて採取された覆土について水洗篩分

またはフローテーション処理を行い、回収された焼骨片である。

１基の焼土遺構について、複数試料フローテーション処理が行われている場合もあり、１２�、５�、
１．４１�の篩によって篩別されているため、試料数は合計１４１試料に及ぶ。これらの試料の大半は、複
数片の骨片が含まれている。これらの焼土遺構は、縄文時代晩期末～続縄文時代初頭に属する。なお、

試料の詳細は、結果とともに表示する。

�３ 分析方法

一部の試料については、一般工作用接着剤を

用いて接合を行う。試料を肉眼およびルーペで

観察し、その形態的特徴から、種と部位の同定

を行う。計測は、デジタルノギスを用いて測定

する。同定および解析には、金子浩昌先生の協

力を得た。なお、各骨格の名称については、図

Ⅴ－５に示す。

�４ 結果

検出された分類群は、魚類、鳥類、海棲獣類、イノシシ？、

ニホンジカである（表Ⅴ－３）。同定結果を表Ⅴ－４に、

部位別数量表を表Ⅴ－５に示す。以下、遺構ごとに出土状

況を示す。

＜Ｆ１＞ ニホンジカの下顎骨片、切歯歯根、橈骨の近位

端、尺骨片、中足骨片、第２／５末節骨、末節骨、大型獣

類の四肢骨片などが確認される。この内、第２／５末節骨

はほぼ完存する状態である。

＜Ｆ２＞ ニホンジカの肩甲骨片、中手骨片、中足骨片、

基節骨の近位端片、大型獣類の四肢骨片などが確認される。

＜Ｆ３＞ ニホンジカの椎骨の関節突起、左距骨片、中手

骨／中足骨の近位端と遠位端、大型獣類の四肢骨片などが

確認される。

図Ⅴ－５ ニホンジカの骨格
（八谷・大湊司，１９９４を改編）

表Ⅴ－３ 検出動物分類群の一覧

脊椎動物門 Phylum Vertebrata
硬骨魚綱 Class Osteichthyse

魚類 Ord. et. fam. indet.
鳥綱 Class Aves

鳥類 Ord. et. fam. indet.
哺乳綱 Class Mammalia

海棲獣類
ウシ目(偶蹄目) Order Artiodactyla
イノシシ科 Family Suidae
イノシシ? Sus scrofa?

シカ科 Family Cervidae
ニホンジカ Cervus nippon
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＜Ｆ８＞ ニホンジカの中手骨／中足骨遠位端、基節骨の近位端・破片・遠位端、左中節骨の近位端

が確認される。

＜Ｆ１０＞ ニホンジカの顎骨片、臼歯片、歯根、椎骨関節突起、第２＋３足根骨片、中足骨片、中手

骨／中足骨の近位端と破片、基節骨の近位端と遠位端、左第２中節骨、中節骨の左右近位端と遠位端、

末節骨、中型獣類の四肢骨片、大型獣類の四肢骨片などが確認される。この内、左第２中節骨と末節

骨はほぼ完存する。

＜Ｆ１１＞ ニホンジカの歯根、頸椎の関節突起、脛骨片、中足骨片、基節骨の近位端、中節骨の近位

端、種子骨片などが確認される。

＜Ｆ１２＞ ニホンジカの頸椎前関節突起と後関節突起、椎骨関節突起、中手骨片、右中手種子骨、左

第２＋３手根骨、中足骨片、中手骨／中足骨片、種子骨、右第２／５基節骨、右基節骨の近位端、左

中節骨の近位端と遠位端、右中節骨の近位端と遠位端、右第２／５末節骨、右末節骨の近位端・破片・

遠位端、大型獣類の肋骨・四肢骨等が確認される。この内、右中手種子骨、種子骨、右第２／５基節

骨、第２／５末節骨の１点は、ほぼ完存する。

＜Ｆ１４＞ ニホンジカの左肩甲骨、大型獣類の肋骨・四肢骨等が確認される。

＜Ｆ１８＞ ニホンジカの中手骨片、中手骨／中足骨片、大型獣類の肋骨・四肢骨片等が確認される。

＜Ｆ２６＞ ニホンジカの臼歯片、魚類？の不明破片が確認される。

＜Ｆ３０＞ ニホンジカの脛骨片、中手骨／中足骨の遠位端、大型獣類の四肢骨片が確認される。

＜Ｆ３１＞ニホンジカの椎骨椎弓部、中節骨の近位端・破片・遠位端、末節骨の近位端・遠位端、大型

獣類の四肢骨片などが確認される。

＜Ｆ３３＞ 大型獣類の四肢骨片などが確認される。

＜Ｆ３６＞ ニホンジカの左第４手根骨片、脛骨片、第３足根骨片、中節骨の遠位端、大型獣類の肋骨・

四肢骨片などが確認される。

＜Ｆ３７＞ ニホンジカの下顎骨片、臼歯片、歯根、軟肋骨、中手骨／中足骨の近位端、種子骨片、基

節骨の近位端・遠位端、左中節骨の近位端・遠位端、右中節骨の近位端・遠位端、末節骨の遠位端、

大型獣類の肋骨・四肢骨片などが確認される。この他、獣類の幼獣とみられる個体の肋骨片が認めら

れる。

＜Ｆ４２＞ 鳥類の四肢骨、海棲獣類の指趾骨、ニホンジカの下顎骨片、顎骨片、臼歯片、歯根、中手

骨片、大腿骨の近位端、右脛骨片、左中足骨の近位端、中手骨／中足骨の近位端・破片・遠位端、種

子骨、右基節骨の近位端と遠位端、基節骨の遠位端、左中節骨の近位端、右中節骨の近位端と遠位端、

左末節骨の近位端、右末節骨の近位端と遠位端、末節骨の近位端と遠位端、大型獣類の肋骨・四肢骨

片等が確認される。この内、ニホンジカの種子骨は、ほぼ完存する。

＜Ｆ４８＞ 鳥類の四肢骨・加工品、ニホンジカの頭骨片、下顎枝？、顎骨片、臼歯片、歯根、腰椎の

後関節突起、椎骨の棘突起・関節突起・椎体板、第２＋３手根骨片、中手骨片、左右中手種子骨、左

膝蓋骨片、中足骨片、中手骨／中足骨の破片と遠位端、第２＋３足根骨片、右種子骨、種子骨、左第

２基節骨の近位端、左基節骨の近位端、右基節骨の近位端と遠位端、基節骨の遠位端、右第２中節骨、

左第２／５中節骨、左右中節骨の近位端と遠位端、左右第２末節骨、右第２／５末節骨、左末節骨、

右末節骨の近位端・遠位端、中型獣類の肋骨片、大型獣類の肋骨・四肢骨片、獣類の椎骨などが確認

される。この内、ニホンジカでは、左右中手種子骨、種子骨、右第２中節骨、左第２／５中節骨、右

第２／５末節骨、左右第２末節骨、左末節骨にほぼ完存する標本がみられる。また、鳥類の加工品は、

管玉形に加工されたものである。
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＜Ｆ５５＞ ニホンジカの椎骨関節突起、左基節骨片、右基節骨の近位端、左中節骨の近位端、右第５

中節骨、右中節骨の近位端と遠位端、右第２末節骨、末節骨の近位端、大型獣類の肋骨・四肢骨片な

どが確認される。この内、右第５中節骨、右第２末節骨はほぼ完存する。

＜Ｆ５６＞ ニホンジカの椎骨関節突起、中足骨片、基節骨の遠位端、種子骨、大型獣類の肋骨・四肢

骨片などが確認される。この内、ニホンジカの種子骨は、ほぼ完存する。

＜Ｆ６４＞ ニホンジカの右尺側手根骨、中手骨片、膝蓋骨片、中手骨／中節骨片、右果骨片、左右距

骨片、中足骨片、中足種子骨、種子骨、右第２／５中節骨、左中節骨の遠位端、中節骨の遠位端、第

２末節骨、右末節骨の遠位端、大型獣類の肋骨・四肢骨、獣類の加工品などが確認される。この内、

ニホンジカの右第２／５中節骨、第２末節骨、中足種子骨は、ほぼ完存する。また、獣類の加工品は、

骨針状である。

＜Ｆ６５＞ ニホンジカの顎骨片、臼歯片、椎骨関節突起、肩甲骨の後縁部、中手骨片、左右果骨片、

左右距骨片、右第２＋３足根骨片、中足骨片、中手骨／中足骨の近位端・破片・遠位端、中足種子骨、

種子骨、左基節骨の近位端、右基節骨の近位端と遠位端、左第２／５中節骨片、左第２中節骨、左中

節骨の近位端と遠位端、右中節骨の近位端、中節骨の遠位端、第２／５末節骨、右第２末節骨、左末

節骨の遠位端、右末節骨の近位端と遠位端、大型獣類の肋骨・四肢骨片などが確認される。この内、

ニホンジカの種子骨、左第２中節骨、中足種子骨、第２／５末節骨、右第２末節骨は、ほぼ完存する

標本がみられる。

＜Ｆ６６＞ ニホンジカの左果骨、種子骨片、中節骨の遠位端、大型獣類の四肢骨片などが確認される。

この内、ニホンジカの左果骨は、ほぼ完存する。

＜Ｆ６９＞ ニホンジカの左膝蓋骨片、左脛骨片、左右踵骨片、中足骨片、中手骨／中足骨の近位端と

破片、中足種子骨、種子骨、右基節骨の遠位端、左第２末節骨、第２／５末節骨、大型獣類の肋骨・

四肢骨片等が確認される。この内、ニホンジカの中足種子骨、左第２末節骨、第２／５末節骨は、ほ

ぼ完存する。

＜Ｆ７０＞ ニホンジカの椎骨椎体板、左果骨片、右中心＋第４足根骨片、大型獣類の四肢骨片等が確

認される。

＜Ｆ７５＞ ニホンジカの中足骨片、大型獣類の肋骨と四肢骨片などが確認される。

＜Ｆ５４＞ イノシシ？の種子骨片、ニホンジカの尺骨遠位端と破片、左副手根骨片、右脛骨の遠位端

と破片、右距骨片、左基節骨の遠位端、左中節骨の近位端と遠位端、左末節骨、大型獣類の四肢骨片

などが確認される。この内、左末節骨は、ほぼ完存する。

＜ＦＣ２＞ ニホンジカの椎骨棘突起が確認される。

�５ 考察

ａ）種類別出現傾向

魚類は１点確認された。Ｆ１８で検出された部位不明の破片である。

鳥類や中小獣類では、断片的な骨格のために種や部位を明らかにすることができなかった。ただし、

Ｆ４８において、鳥類の四肢骨を管玉形にした加工品がみられた。

海棲獣類と思われる指趾骨が１点確認されているが、破損しているため種を明らかにすることがで

きない。また、イノシシの可能性がある種子骨１点認められたが、これも破損しているため断定でき

ない。

ニホンジカは、焼骨の大部分を占めた。本遺跡に限らず、他の遺跡で知られる焼骨の多くの例にみ

るように大破した標本であり、さらに被熱によって変形、縮小している状態である。検出された部位
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は全身の骨格を含むものと思われるが、確認できた部位は限られている。胴骨では椎骨弓部、前後の

関節突起部が見られた。特に頸椎では前後の関節突起が大きいので検出が容易であったが、数は少な

い。頭蓋骨の確認例はごく少なかったが、顎骨を断片的にみることができた。歯は細片化した状態で

あったが、いずれもニホンジカの臼歯片であり、歯根部も確認できた。顎骨が焼かれたことは確かで

ある。四肢骨も部位確認がほとんど出来ないほどの破損していた。ただし、その中でも中手骨／中足

骨は形態から確認でき、比較的多くの骨片を確認することができる。中手骨／中足骨は、骨格器とし

ての利用度の高い部位であり、焼かれる理由がわからないが、近位骨端、遠位骨端が検出されるので、

中手骨／中足骨も骨端に近い部分が残されているのかも知れない。手根骨や足根骨は残存度の高い部

位であるが、検出総数は少ない。検出骨格でもっとも数の多いのは指趾骨である。第３，４指趾の基節

骨、中節骨、末節骨、さらに２，５指趾の基節骨、中節骨、末節骨が検出される。それらが中手骨／中

足骨の遠位骨端部と共伴することがある。さらにこの部分に付く種子骨も多い。指趾部は生体時のま

ま、おそらくひづめのついた状態で切断し、焼かれたことが推測される。これは、ひづめが付いてい

ないと散在してしまうと思われるからである。指趾部の骨格の最多量部位は中節骨であったが、その

右近位骨端１４を数えたが、一個体の数も多く、１足手２個、前後、左右計８になる。指趾骨よりも個

体数推定に有効な部位に果骨がある。左右各１点であるからである。今回の試料で見る限り、この部

位は左３点、右２点ほど検出される。ニホンジカ３個体が存在していたことが推定される。ただし、

この推定は今回の調査が任意に選出された標本であるので、全体を反映した推定といえない。

ｂ）まとめ

本遺跡は、道央地域とは離れた東寄りの地域であり、焼骨の調査例のなかった地域である。この点

からも注目されたのであったが、動物種もまた偏った在り方であった。検出動物種を道央の代表的な

遺跡である恵庭市西松島５遺跡、江別市対雁２遺跡などと比較すると、ニホンジカ遺骸が主体であっ

て、クマ、イノシシなどはみられず、サケマス類などの魚骨などもほとんど無きに等しい状況であっ

た。これは本遺跡の立地、この地域に生活した人々の文化、生業に深く関わるものであったと思われ

る。この点については調査に携わったか方からの教示を得たいと考えている。

なお、焼骨は非被熱骨に比べて骨格の形状は著しく損傷し、形態的資料的価値は少ない。しかし、

貝塚などの骨格の保存されない条件の場所で、骨格資料を提供する価値は極めて高い。この点からも

今後の充分な調査が望まれるものである。特に北海道のこの地域にあっては、骨格の保存される遺跡

はきわめて限られる。こうした中にあって、クマ、イノシシなどの興味深い遺骸の出土も確認される

一方、それらをほとんど検出できない遺跡のあることも、今回の上茶路遺跡で確認できるかも知れな

い。疑問符付きで記述したのは、今回の分析資料が発掘資料の一部であったからである。西島松遺跡

や対雁２遺跡などを例に同時期遺跡でクマ、イノシシ遺骸の検出されることが普通のように認識され

てきたが、遺跡によって異なるらしいことがわかってきた。またニホンジカ遺骸についても精度を高

め、個体数推定のための同定が必要である。北海道における縄文時代後期末葉～晩期の人々によるク

マやイノシシに対する扱い方は、遺跡出土の骨格の単なる有無では何も示唆することはできないはず

である。非被熱骨と同様の価値を認めて調査していかなくてならないと考える。
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試料名 分類群 部位 左 右 部分 数量 備考
Ｆ１ ５６―１２５―中 ニホンジカ 下顎骨 破片 １

尺骨 破片 １
第２／５末節骨 ほぼ完存 １

獣類 不明 破片 ０ｇ
５６―１２５―大 ニホンジカ 橈骨 近位端 １

末節骨 近位端 １
中足骨 破片 １ 後面
不明 破片 １

大型獣類 四肢骨 破片 １０
１２８―１２４―中 ニホンジカ 切歯 歯根 １

Ｆ２ 上面 ニホンジカ 肩甲骨 破片 ３
中手骨 破片 １ 前面
中足骨 破片 １ 後面
不明 破片 ７

大型獣類 四肢骨 破片 ６
獣類 不明 破片 ８．９ｇ

３７―３５―中 ニホンジカ 基節骨 近位端 ４
大型獣類 四肢骨 破片 １７
獣類 不明 破片 ４９．９ｇ

５３―１３―中 獣類 不明 破片 ３．６ｇ
７０―１４―中 大型獣類 四肢骨 破片 １３
（B―１６―b） 獣類 不明 破片 ２０．４
１０４―４３―大 獣類 不明 破片 ３．２ｇ

Ｆ３ １０８―１５―大 ニホンジカ 椎骨 関節突起 １
距骨 左 破片 １
中手骨／中足骨 遠位端 １
不明 破片 １

１６１―１７―大 ニホンジカ 中手骨／中足骨 近位端 １
２５２―１９―中 ニホンジカ 不明 破片 ２
２５２―１９―大 大型獣類 四肢骨 破片 ８

獣類 不明 破片 ２．７ｇ
Ｆ８ ２３１―４１―中 ニホンジカ 中手骨／中足骨 遠位端 １

基節骨 近位端 １
破片 １
遠位端 １

中節骨 左 近位端 １
Ｆ１０ ９―３２―④ 大型獣類 四肢骨 破片 １０

獣類 不明 破片 １９．２ｇ
４９―１２６―中 獣類 不明 破片 ０．６ｇ
９８―１５３―中 獣類 不明 破片 ０．４ｇ
１１１―１５１―中 ニホンジカ 中足骨 破片 ３ 前面

中型獣類 四肢骨 破片 １
大型獣類 四肢骨 破片 ２０
獣類 不明 破片 １６．１ｇ

１６４―３３―中 ニホンジカ 中手骨／中足骨 破片 ８
基節骨 近位端 １
末節骨 ほぼ完存 １

中型獣類 四肢骨 破片 ７
大型獣類 肋骨 破片 ９

四肢骨 破片 ３６
獣類 不明 破片 １４４．８ｇ

１６４―３３―大 ニホンジカ 第２＋３足根骨 破片 １
中手骨／中足骨 近位端 ２

破片 １ 後面
大型獣類 四肢骨 破片 ７
獣類 不明 破片 ０．３ｇ

１６７―３４―中 ニホンジカ 顎骨 破片 １
Ｆ１０ １６７―３４―中 ニホンジカ 臼歯 破片 １３

破片 ０．８ｇ
歯牙 歯根 １
椎骨 関節突起 １
中足骨 破片 ７ 前面
基節骨 遠位端 ６
第２中節骨 左 ほぼ完存 １
中節骨 右 近位端 １

遠位端 ２
中型獣類 四肢骨 破片 ２
大型獣類 肋骨 破片 ７

四肢骨 破片 ９０
獣類 不明 破片 ０．２ｇ
獣類 不明 破片 １４８．１ｇ

１６７―３４―大 ニホンジカ 中足骨 破片 １ 後面
中節骨 左 近位端 １

大型獣類 四肢骨 破片 ３
２３８―２５９―中 ニホンジカ 臼歯 破片 ４＋

Ｆ１１ ２７９―１９２―大 ニホンジカ 不明 破片 １
２８０―１９１―大 ニホンジカ 頸椎 関節突起 ２

脛骨 破片 １ 前縁片
中足骨 破片 １ 後面
基節骨 近位端 １
中節骨 近位端 １

２９２―１９０―中 ニホンジカ 中節骨 破片 １
種子骨 破片 ３

獣類 不明 破片 ０．４ｇ
２９２―１９０―大 ニホンジカ 不明 破片 ２
２９３―１８９―中 ニホンジカ 歯牙 歯根 １

Ｆ１２ １２４―５０―中 ニホンジカ 頸椎 後関節突起 １
中手骨 破片 １ 前面
中足骨 破片 １３
中手骨／中足骨 破片 ２ 後面

大型獣類 四肢骨 破片 ４２
肋骨 破片 ７
不明 破片 ５．６ｇ

獣類 不明 破片 ４０．９ｇ
１６２―１６０―中 ニホンジカ 中手骨 破片 ２ 前面

中手骨／中足骨 破片 ２ 後面
中節骨 右 近位端 １
末節骨 右 近位端 １

ニホンジカ？ 寛骨 破片 １
大型獣類 肋骨 破片 １

四肢骨 破片 １３
不明 破片 １２．４ｇ

１６２―１６０―大 ニホンジカ 中手骨／中足骨 破片 ２ 後面
中節骨 左 近位端 １

左 遠位端 １

試料名 分類群 部位 左 右 部分 数量 備考
右 近位端 １

大型獣類 四肢骨 破片 １７
獣類 不明 破片 １．２ｇ

１９９―４８―中 ニホンジカ 椎骨 関節突起 １
中手骨／中足骨 破片 １ 近位端側

破片 ４
中手種子骨 右 ほぼ完存 １
種子骨 ほぼ完存 ２
第２＋３手根骨 左 破片 １

Ｆ１２ １９９―４８―中 ニホンジカ 第２／５基節骨 右 ほぼ完存 １
基節骨 右 近位端 １
中節骨 右 近位端 １

右 遠位端 １
第２／５末節骨 右 ほぼ完存 １

右 近位端欠 １
末節骨 右 近位端 １

右 破片 １
右 遠位端 １

大型獣類 肋骨 破片 ２５
四肢骨 破片 ７６
不明 破片 ６．５ｇ

獣類 不明 破片 １９５．９ｇ
１９９―４８―大 ニホンジカ 頸椎 前関節突起 １

中手骨 破片 １ 前面
Ｆ１４ 骨 No．１ 大型獣類 四肢骨 破片 ３ 他破片有

骨 No．３ ニホンジカ 肩甲骨 右 破片 ２ 他破片１．８g

骨 No．５ 魚類 椎骨 椎体 １ 非焼骨，キョウ
リュウウオ科？

大型獣類 肋骨 破片 １０
四肢骨 破片 ２

獣類 不明 破片 １．８ｇ
骨 No．７ 大型獣類 四肢骨 破片 ５ｇ 他破片有

Ｆ１８ １３―５２―④ 大型獣類 四肢骨 破片 ２３
６２―７１―中 ニホンジカ 中手骨 破片 ３ 前面

中手骨／中足骨 破片 ４ 後面
大型獣類 肋骨 破片 １

四肢骨 破片 ２
Ｆ２６ ５２―１４６―中 ニホンジカ 臼歯 破片 ０．６ｇ 獣骨片少量混

２９―６１―中 魚類？ 不明 破片 １
Ｆ３０ ６６―６４―中 ニホンジカ 脛骨 破片 １

１６９―６５―大 ニホンジカ 中手骨／中足骨 遠位端 １
大型獣類 四肢骨 破片 ３

Ｆ３１ １２６―８８―大 大型獣類 四肢骨 破片 １５ 大型獣類の
１５１―８７―大 大型獣類 四肢骨 破片 ４ 四肢骨は、
２１０―８６―中 大型獣類 四肢骨 破片 １ ニホンジカ

獣類 不明 破片 ０ｇ 脛骨の可能
２１０―８６―大 ニホンジカ 椎骨 椎弓部 １ 性が有る

中節骨 近位端 １
破片 １
遠位端 ２

末節骨 近位端 １
遠位端 １

大型獣類 四肢骨 破片 ２
Ｆ３３ 骨 No．３ 大型獣類 四肢骨 破片 ６

獣類 不明 破片 ３．５ｇ
No．４ 大型獣類 四肢骨 破片 ５

獣類 不明 破片 ３．１ｇ
Ｆ３６ ２２３―９７―中 ニホンジカ 脛骨 破片 １ 前縁片

第３足根骨 破片 １
中節骨 遠位端片 ２

２６７―９２―大 ニホンジカ 第４手根骨 左 破片 １
大型獣類 肋骨 肋骨頭 １

四肢骨 破片 ９
不明 破片 ０．８ｇ

Ｆ３７ １４―９９―④ ニホンジカ 下顎骨 破片 ４
臼歯 破片 ３
歯牙 歯根 １

Ｆ３７ １４―９９―④ ニホンジカ 軟肋骨 破片 ２
種子骨 破片 １
基節骨 遠位端 ５
中節骨 左 近位端 ３

左 遠位端 １
右 近位端 ３
遠位端 １

大型獣類 肋骨 破片 ２５
四肢骨 破片 ７７

獣類 不明 破片 １６１．５ｇ
２０―９８―④ ニホンジカ 中手骨／中足骨 近位端 １

種子骨 破片 １
基節骨 近位端 ２
中節骨 左 近位端 １

右 近位端 ２
右 遠位端 ２

大型獣類 肋骨 破片 ３
四肢骨 破片 １５
不明 破片 １．７ｇ

獣類 肋骨 破片 ４ 幼獣
不明 破片 ７３．８ｇ

１５６―１５７―中 ニホンジカ 末節骨 遠位端 １
大型獣類 肋骨 破片 ７

四肢骨 破片 １３
獣類 不明 破片 １２．１ｇ

１５６―１５７―大 大型獣類 四肢骨 破片 １
Ｆ４２ １７１―１０７―中 鳥類 四肢骨 破片 ２

ニホンジカ 顎骨 破片 １
臼歯 破片 ３
歯牙 歯根 ４
中手骨 破片 １ 前面
脛骨 右 破片 １ 前縁片
中節骨 左 近位端 ３

大型獣類 肋骨 破片 １２８
四肢骨 破片 ２０７
不明 破片 １ｇ

中型獣類 肋骨 破片 ３
軟肋骨 破片 １

表Ⅴ－４ 骨同定結果

３ 出土骨同定結果
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試料名 分類群 部位 左 右 部分 数量 備考
四肢骨 破片 ３

獣類 不明 破片 ２５６．６ｇ
１７１―１０７―大 ニホンジカ 下顎骨 破片 ３

中足骨 左 近位端 １
中手骨／中足骨 遠位端 ２

大型獣類 四肢骨 破片 １１
獣類 不明 破片 １．８ｇ

１７５―１０５―中 海棲獣類 指趾骨 破片 １
ニホンジカ 歯牙 歯根 ２

中手骨 破片 １ 後面
中手骨／中足骨 遠位端 ２
種子骨 ほぼ完存 １
基節骨 右 近位端 １

遠位端 １
遠位端右側 １
遠位端左側 １

中節骨 左 近位端 １
右 近位端 ２
右 遠位端 ２

Ｆ４２ １７５―１０５―中 ニホンジカ 末節骨 左 近位端 １
右 近位端 １
右 遠位端 １
近位端 ２ 同一骨？
遠位端 １

大型獣類 肋骨 破片 １２１
四肢骨 破片 １６４

獣類 不明 破片 ２７６．９ｇ
１７５―１０５―大 ニホンジカ 顎骨 破片 １

中手骨 破片 １ 前面
破片 ２ 後面

大腿骨 近位端 １
中手骨／中足骨 近位端 １

破片 ３ 後面
遠位端 １

基節骨 右 遠位端 １
中節骨 右 近位端 １

右 遠位端 １
末節骨 近位端 １

大型獣類 肋骨 破片 １
四肢骨 破片 ２９
不明 破片 ４．９ｇ

獣類 不明 破片 ０．２ｇ
１９０―１０６―中 大型獣類 肋骨 破片 １２

四肢骨 破片 ４２
獣類 不明 破片 ４０．４ｇ

Ｆ４８ 骨 No．１ 大型獣類 四肢骨 破片 ７
獣類 不明 破片 ２．６ｇ

骨 No．２ 大型獣類 四肢骨 破片 ５＋
骨 No．３ 大型獣類 四肢骨 破片 ５

獣類 不明 破片 ３．２ｇ
骨 No．４ 獣類 不明 破片 ２ｇ
骨 No．５ 大型獣類 肋骨 破片 ２

獣類 不明 破片 ３．５ｇ
骨 No．６ 大型獣類 四肢骨 破片 ５

獣類 不明 破片 ３．５ｇ
骨 No．７ ニホンジカ 歯牙 歯根 １

末節骨 近位端 １
大型獣類 肋骨 破片 ４

四肢骨 破片 １
獣類 不明 破片 ５．２ｇ

骨 No．８ 獣類 不明 破片 ３．８ｇ
６―２８７―④ 鳥類 加工品 破片 １ 管玉形

ニホンジカ 頭骨 破片 ２
顎骨 破片 ２
臼歯 破片 ２
歯牙 歯根 １１
中手骨 破片 １ 前面，若獣
中手種子骨 破片 １
中足骨 破片 ２ 前面
中手骨／中足骨 遠位端 １
種子骨 ほぼ完存 １

破片 １
基節骨 右 近位端 ４

右 遠位端 １
遠位端 １

中節骨 右 近位端 １
Ｆ４８ ６―２８７―④ ニホンジカ 末節骨 右 近位端 ２

右 遠位端 １
大型獣類 肋骨 破片 １６

四肢骨 破片 ３９
不明 破片 ９．８ｇ

獣類 不明 破片 ７６．１ｇ
８―２８８―④ ニホンジカ 中足骨 破片 １ 前面

中型獣類 肋骨 破片 ２
大型獣類 肋骨 破片 ３

四肢骨 破片 １１
獣類 不明 破片 １６．６ｇ

６４―２９０―中 ニホンジカ 第２末節骨 左 ほぼ完存 １ 幼獣
大型獣類 四肢骨 破片 １
獣類 不明 破片 ３．１ｇ

２５５―２９２―中 獣類 不明 破片 ２．９ｇ
２５７―１７９―中 獣類 不明 破片 ３．６ｇ
２５８―２９１―中 ニホンジカ 下顎骨？ 下顎枝？ １

中手骨／中足骨 破片 １ 後面
破片 ２

種子骨 ほぼ完存 １
中節骨 左 近位端 １

左 遠位端 １
第２／５末節骨 右 ほぼ完存 １
末節骨 右 近位端 １

大型獣類 肋骨 破片 １８
四肢骨 破片 ２６
不明 破片 ５．４ｇ

獣類 椎骨 椎体 １
不明 破片 ６８．２ｇ

試料名 分類群 部位 左 右 部分 数量 備考
２５８―２９１―大 大型獣類 四肢骨 破片 ２３
２８３―２６７―中 ニホンジカ 中節骨 遠位端 １

大型獣類 肋骨 破片 ６
四肢骨 破片 １９
不明 破片 ０．９ｇ

獣類 不明 破片 ３８．７ｇ
２８３―２６７―大 獣類 不明 破片 ０．６ｇ
２８４―２６８―中 ニホンジカ 臼歯 破片 １

椎骨 棘突起 １
関節突起 １

中足骨 破片 ３ 前面
中手骨／中足骨 破片 ４
基節骨 左 近位端 １

右 近位端 １
第２／５中節骨 左 ほぼ完存 １
中節骨 左 近位端 １

右 近位端 １
第２末節骨 左 ほぼ完存 １

右 ほぼ完存 １
末節骨 左 ほぼ完存 １

右 ほぼ完存 １
近位端 １
破片 １

大型獣類 肋骨 破片 ３２
四肢骨 破片 ３５
不明 破片 ８．５ｇ

獣類 不明 破片 ６１．５ｇ

Ｆ４８ ２８８―２６６―中 鳥類 不明 破片 ２
ニホンジカ 顎骨 破片 ２

歯牙 歯根 ２
椎骨 椎体板 １
中手骨／中足骨 破片 １

大型獣類 肋骨 破片 １７
四肢骨 破片 ２１
不明 破片 ０．７ｇ

獣類 不明 破片 ５１．１ｇ
２８９―２６５―中 ニホンジカ 臼歯 破片 １４

大型獣類 肋骨 破片 １８
四肢骨 破片 １３

獣類 不明 破片 ２４．７ｇ
３００―２６３―中 鳥類 四肢骨 破片 ２

ニホンジカ 臼歯 破片 ２０
歯牙 歯根 ６
中手種子骨 右 ほぼ完存 １
基節骨 右 近位端 １
第２中節骨 右 ほぼ完存 １
中節骨 右 遠位端 １

遠位端 ３
大型獣類 肋骨 肋骨頭 １

破片 ４８
四肢骨 破片 ５６
不明 破片 ５．４ｇ

獣類 不明 破片 １４２．２ｇ
３００―２６３―大 ニホンジカ 腰椎 後関節突起 １

膝蓋骨 左 破片 １
第２＋３手根骨 左 破片 １
第２＋３足根骨 左 破片 １
第２基節骨 左 近位端 １
中手骨／中足骨 遠位端 １

大型獣類 四肢骨 破片 ４
不明 破片 ３．７ｇ

３０１―２６４―中 ニホンジカ 顎骨 破片 １
臼歯 破片 ３
歯牙 歯根 １
椎骨 関節突起 １
中手骨／中足骨 破片 １ 後面
中手種子骨 左 ほぼ完存 １
種子骨 右 ほぼ完存 ２

破片 ３
基節骨 遠位端 １
中節骨 左 近位端 １

大型獣類 肋骨 破片 ４４
四肢骨 破片 ８

獣類 不明 破片 ６７．６ｇ
３０１―２６４―大 大型獣類 四肢骨 破片 １６
３０２―２６２―中 獣類 不明 破片 ６．４ｇ

Ｆ５５ ２３０―１７１―中 獣類 不明 破片 ６．７ｇ
２７７―１８４―中 ニホンジカ 椎骨 関節突起 １

中節骨 右 近位端 １
右 遠位端 ２

末節骨 近位端 １
大型獣類 肋骨 破片 １

四肢骨 破片 ２２
獣類 不明 破片 ５３．１ｇ

Ｆ５５ ２８５―１８５―中 獣類 不明 破片 ９．１ｇ
２８６―１８６―中 ニホンジカ 椎骨 関節突起 １

基節骨 左 破片 １
右 近位端 １

第５中節骨 右 ほぼ完存 １
中節骨 左 近位端 １

右 近位端 １
第２末節骨 右 ほぼ完存 １

大型獣類 四肢骨 破片 ３５
獣類 不明 破片 ８３．７ｇ

２９４―１８７―中 獣類 不明 破片 ６．１ｇ
Ｆ５６ １２０―１７５―中 ニホンジカ 椎骨 関節突起 ２

中足骨 破片 １ 後面
大型獣類 肋骨 破片 ５

四肢骨 破片 ３
獣類 不明 破片 ７．７ｇ

２９８―１７３―中 ニホンジカ 基節骨 遠位端 １
２９９―１７４―中 ニホンジカ 種子骨 ほぼ完存 １

Ｆ６４ ２１―２２３―中 大型獣類 肋骨 破片 ５
四肢骨 破片 １８
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試料名 分類群 部位 左 右 部分 数量 備考
不明 破片 ０．６ｇ

獣類 不明 破片 ４３．４ｇ
２１―２２３―大 ニホンジカ 尺側手根骨 右 破片 １

大型獣類 四肢骨 破片 ７
４３―２２４―中 ニホンジカ 中手骨 破片 １ 前面

距骨 左 破片 １
大型獣類 肋骨 破片 ４

四肢骨 破片 ４３
獣類 不明 破片 ８５．１ｇ

８５―２３４―中 ニホンジカ 膝蓋骨 破片 １
中足骨 破片 １ 前面
第２／５中節骨 右 ほぼ完存 １
末節骨 右 遠位端 １

大型獣類 肋骨 破片 ４０
四肢骨 破片 ２４
不明 破片 ７．６ｇ

獣類 不明 破片 ６１．５ｇ
９０―２３５―中 ニホンジカ 中足骨 破片 １

種子骨 ほぼ完存 １
大型獣類 肋骨 破片 ２９

四肢骨 破片 ２３
不明 破片 ２．７ｇ

獣類 不明 破片 ５０ｇ
加工品 破片 ８ 骨針状

９０―２３５―大 ニホンジカ 中足骨 破片 １ 前面
中節骨 左 遠位端 １

大型獣類 肋骨 破片 １
四肢骨 破片 １

９１―２２２―中 大型獣類 四肢骨 破片 ７
不明 破片 ２．６ｇ

獣類 不明 破片 ０．９ｇ
９１―２２２―大 ニホンジカ 果骨 右 破片 １

大型獣類 四肢骨 破片 ５２
獣類 不明 破片 ８０．９ｇ

９２―２３６―中 ニホンジカ 中足種子骨 ほぼ完存 １
大型獣類 四肢骨 破片 ４
獣類 不明 破片 １１．７ｇ

Ｆ６４ １７０―２１１―中 大型獣類 肋骨 破片 ７
四肢骨 破片 ６

獣類 不明 破片 ９．７ｇ
１９８―２１２―中 ニホンジカ 中足骨 破片 １ 前面

破片 ３
中手骨／中足骨 破片 ４
距骨 右 破片 １
中節骨 遠位端 １

大型獣類 肋骨 破片 ４０
四肢骨 破片 ６
不明 破片 ２．８ｇ

獣類 不明 破片 １４．６ｇ
２５６―２２５―中 獣類 不明 破片 ０ｇ

Ｆ６４a ２３５―２７１―中 大型獣類 肋骨 破片 ４
四肢骨 破片 １１

獣類 不明 破片 １９．２ｇ
Ｆ６４b １８７―２７４―中 ニホンジカ 第２末節骨 ほぼ完存 １

獣類 不明 破片 ２３．４ｇ
１９４―２７３―中 ニホンジカ 中足種子骨 ほぼ完存 １

獣類 不明 破片 ０ｇ
２４４―２７２―中 獣類 不明 破片 ０．４ｇ

Ｆ６５ １０―２３７―④ ニホンジカ 中手骨 破片 ４ 前面
中足骨 破片 ２ 前面
中手骨／中足骨 遠位端 ２
種子骨 破片 １
第２＋３足根骨 右 破片 １
基節骨 左 近位端 １

右 遠位端 １
中節骨 右 近位端 ２
第２／５末節骨 遠位端 １
末節骨 右 遠位端 １

大型獣類 肋骨 破片 ３９
四肢骨 破片 ５５
不明 破片 ４．４ｇ

獣類 不明 破片 １２６．４ｇ
１５―２３８―④ ニホンジカ 中手骨 破片 １ 前面

果骨 右 破片 １
中手骨／中足骨 破片 ２
基節骨 右 近位端 １
中節骨 右 近位端 １

大型獣類 肋骨 破片 １７
四肢骨 破片 ６５
不明 破片 ３．１ｇ

獣類 不明 破片 ９４．８ｇ
１５―２３８―④ ニホンジカ 臼歯 破片 ２
５４―２１３―中 ニホンジカ 中手骨／中足骨 破片 １

第２／５末節骨 ほぼ完存 １
中節骨 右 近位端 １
末節骨 右 遠位端 １

大型獣類 肋骨 破片 １６
四肢骨 破片 １４
不明 破片 １．２ｇ

獣類 不明 破片 ３８．２ｇ
６３―２１４―中 ニホンジカ 顎骨 破片 １

大型獣類 肋骨 破片 １６
四肢骨 破片 １８
不明 破片 ３．１ｇ

獣類 不明 破片 ４６．２ｇ
Ｆ６５ １７２―２２７―中 ニホンジカ 椎骨 関節突起 １

中手骨 破片 ７ 前面
中足骨 破片 ３ 前面
中手骨／中足骨 近位端 １

破片 １
遠位端 ４

第２＋３足根骨 右 破片 １
基節骨 右 近位端 １

右 遠位端 ２
第２中節骨 左 ほぼ完存 １

試料名 分類群 部位 左 右 部分 数量 備考
中節骨 左 近位端 １

遠位端 １
末節骨 右 近位端 １

右 遠位端 １
大型獣類 肋骨 破片 １２０

四肢骨 破片 １０８
不明 破片 １２．４ｇ

獣類 不明 破片 １８１．６ｇ
１７２―２２７―大 ニホンジカ 肩甲骨 後縁部 １

果骨 左 破片 １
中手骨／中足骨 破片 １

遠位端 １ 他破片１有
中節骨 遠位端 １

大型獣類 肋骨 破片 １
四肢骨 破片 １６

獣類 不明 破片 ０．７ｇ
２５３―２２６―中 ニホンジカ 距骨 右 破片 １

種子骨 破片 ２
第２中節骨 左 ほぼ完存 １
第２／５中節骨 左 破片 １
中節骨 左 近位端 ２
第２末節骨 右 ほぼ完存 １

大型獣類 肋骨 破片 ５８
四肢骨 破片 ８８
不明 破片 ５．３ｇ

獣類 不明 破片 １１５．５ｇ
２５３―２２６―大 ニホンジカ 肩甲骨 後縁部 １

Ｆ６５a １９７―２７７―中 ニホンジカ 中手骨 破片 ３
距骨 左 破片 １ 他破片５有
中足種子骨（外側） ほぼ完存 １
種子骨 ほぼ完存 １

破片 ２
中節骨 左 遠位端 １
末節骨 左 遠位端 １

大型獣類 肋骨 破片 ８８
四肢骨 破片 ５２
不明 破片 ５．１ｇ

獣類 不明 破片 １１５．６ｇ
Ｆ６５b １７８―２７８―中 大型獣類 肋骨 破片 ４

不明 破片 ０．３ｇ
獣類 不明 破片 ３．７ｇ

Ｆ６６a ２０７―２２８―大 大型獣類 四肢骨 破片 ３
獣類 不明 破片 ０．２ｇ

Ｆ６６b ８８―２３９―大 ニホンジカ 種子骨 破片 １
果骨 左 ほぼ完存 １
中節骨 遠位端 １

大型獣類 四肢骨 破片 ２
不明 破片 ３．２ｇ

Ｆ６９ No．１ 大型獣類 四肢骨 破片 １
２２１―２２９―中 獣類 不明 破片 ０ｇ
２２１―２２９―大 ニホンジカ 第２末節骨 左 ほぼ完存 １

大型獣類 四肢骨 破片 １
２３７―２８２―大 ニホンジカ 膝蓋骨 左 破片 １

中手骨／中足骨 破片 ２ 後面
大型獣類 四肢骨 破片 ６

２７８―２４４―中 ニホンジカ 踵骨 右 破片 １
中足種子骨 ほぼ完存 １
種子骨 破片 １
基節骨 右 遠位端 ２

大型獣類 不明 破片 ０．４ｇ
２７８―２４４―大 ニホンジカ 脛骨 左 破片 １

踵骨 左 破片 ２
右 破片 １

中足骨 破片 １ 後面
中手骨／中足骨 破片 ５

獣類 不明 破片 ０．５ｇ
２９５―２４７―中 大型獣類 四肢骨 破片 １

不明 破片 １．４ｇ
２９５―２４７―大 大型獣類 四肢骨 破片 １
２９６―２４８―中 ニホンジカ 中手骨／中足骨 近位端 １

第２／５末節骨 ほぼ完存 １
大型獣類 四肢骨 破片 ３

不明 破片 ２．２ｇ
２９６―２４８―大 大型獣類 肋骨 破片 ２

四肢骨 破片 ３
不明 破片 ０．５ｇ

Ｆ７０ ３２―２８３―大 ニホンジカ 椎骨 椎体板 １
果骨 左 破片 １

大型獣類 四肢骨 破片 ３
７１―２５１―大 ニホンジカ 中心＋第４足根骨 右 破片 １

大型獣類 四肢骨 破片 ９
獣類 不明 破片 １ｇ

Ｆ７５ １７―１０９―④ ニホンジカ 中足骨 破片 ２ 前面
大型獣類 肋骨 破片 １

四肢骨 破片 ７
不明 破片 ５．１ｇ

Ｆ５４ ２８―１２０―中 ニホンジカ 距骨 右 破片 １
基節骨 左 遠位端 １
末節骨 左 ほぼ完存 １

８２―１１８―大 ニホンジカ 脛骨 右 遠位端 １
中節骨 左 近位端 １

大型獣類 四肢骨 破片 １０
１６３―１２１―大 ニホンジカ 尺骨 破片 １

遠位端 １
副手根骨 左 破片 １
脛骨 右 破片 １ 他破片１

イノシシ？ 種子骨 破片 １
１８８―１１４―中 ニホンジカ 中節骨 左 遠位端 １
１９１―１１３―大 大型獣類 四肢骨 破片 ３

不明 破片 ３．４ｇ
２７１―１１５―大 大型獣類 四肢骨 破片 ２

不明 破片 ０．７ｇ
ＦＣ２ No．１ ニホンジカ 椎骨 棘突起 １

獣類 不明 破片 １．１ｇ

３ 出土骨同定結果
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表
Ⅴ
－
５
－
１
部
位
別
数
量
表
（
１
）

魚 類
魚 類 ？

鳥 類
イ ノ シ シ ？

ニ ホ ン ジ カ

椎 骨
不 明
四 肢 骨

不 明
加 工 品

種 子 骨

頭 骨
顎 骨
下 顎 骨

下 顎 骨 ？

切 歯 歯 根

臼 歯 破 片

歯 牙 歯 根

頸 椎
腰 椎
椎 骨
軟 肋 骨

肩 甲 骨

橈 骨
尺 骨
尺 側 手 根 骨

副 手 根 骨

第 ２ ＋ ３ 手 根 骨

第 ４ 手 根 骨

中 手 骨

中 手 種 子 骨

大 腿 骨

膝 蓋 骨

脛 骨
果 骨

踵 骨
距 骨

中 心 ＋ 第 ４ 足 根 骨

第 ２ ＋ ３ 足 根 骨

試
料
名

右
右

左
左

左
左

右
左

左
右

左
右

左
右

左
右

右
左

右

Ｆ
１

f１
１

p１
f１

Ｆ
２

f３
f１

Ｆ
３

f１
f１

Ｆ
８

Ｆ
１０

f１
f１７
＋

f１
f１

f１

Ｆ
１１

f１
f２

f１

Ｆ
１２

f２
f１

f１
f４

Ｆ
１４

c１
f２

Ｆ
１８

f１
０
．６

g
f３

Ｆ
２６
Ｆ
３０

f１

Ｆ
３１

f１

Ｆ
３３
Ｆ
３６

f１
f１

Ｆ
３７

f４
f３

f１
f２

Ｆ
４２

f２
f２

f３
f３

f６
f５

p１
f１

Ｆ
４８

f２
f２

f１
f２

f５
f１

f４０
f２１

f１
f４

f１
f１

c１
c１

f１
f１

f１

Ｆ
５５

f２

Ｆ
５６

f２

Ｆ
６４

f１
f１

f１
f１

f１
f１

Ｆ
６４
ａ

Ｆ
６４
ｂ

Ｆ
６５

f１
f２

f１
f２

f１２
f１

f１
f１

f２

Ｆ
６５
ａ

f３
f１

Ｆ
６５
ｂ

Ｆ
６６
ａ

Ｆ
６６
ｂ

c１

Ｆ
６９

f１
f１

f２
f２

Ｆ
７０

f１
f１

f１

Ｆ
７５

Ｆ
５４

f１
f１ d１

f１
f１ d１

f１

Ｆ
Ｃ
２

f１

凡
例
）
ｃ
：
ほ
ぼ
完
存

ｐ
：
近
位
端

ｆ
：
破
片

ｄ
：
遠
位
端
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表
Ⅴ
－
５
－
２
部
位
別
数
量
表
（
２
）

ニ ホ ン ジ カ

海 棲 獣 類

中 型 獣 類

大 型 獣 類

獣 類

第 ３ 足 根 骨

中 足 骨

中 手 骨 ／ 中 足 骨

中 足 種 子 骨

中 足 種 子 骨 （ 外 側 ）

種 子 骨

種 子 骨

第 ２ 基 節 骨

第 ２ ／ ５ 基 節 骨

基 節 骨
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４ 放射性炭素年代測定結果

パレオ・ラボ ＡＭＳ年代測定グループ

小林紘一・丹生越子・伊藤茂・山形秀樹・瀬谷薫

Zaur Lomtatidze・Ineza Jorjoliani・中村賢太郎

�１ はじめに

北海道白糠郡白糠町・上茶路遺跡より検出された試料について、加速器質量分析法（ＡＭＳ法）に

よる放射性炭素年代測定を行った。

試料の調整は山形、瀬谷、Lomtatidze、Jorjolianiが、測定は小林、丹生、伊藤が行い、報文は伊藤、

中村が作成した。

�２ 試料と方法

測定試料の情報、調整データは表Ⅴ－６のとおりである。試料は炭化種実２点、炭化材６点、土器

付着炭化物２点の合計１０点である。

試料は調整後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトＡＭＳ：ＮＥＣ製１．５SDH）を用い

て測定した。得られた１４Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を行った後、１４Ｃ年代、暦年代を算出

した。

�３ 結果

表２に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ１３Ｃ）、同位体分別効果の補正を行った１４Ｃ

年代、１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代範囲、暦年較正に用いた年代値を、図１に暦年較正結果をそ

れぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦

年較正を行うために記載した。
１４Ｃ年代はＡＤ１９５０年を基点にして何年前かを示した年代である。１４Ｃ年代（yrBP）の算出には、１４Ｃ

の半減期として Libbyの半減期５５６８年を使用した。また、付記した１４Ｃ年代誤差（±１σ）は、測定

の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の１４Ｃ年代がその１４Ｃ年代誤差内に入る確率が

６８．２％であることを示すものである。

なお、暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正とは、大気中の１４Ｃ濃度が一定で半減期が５５６８年として算出された１４Ｃ年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４Ｃ濃度の変動、及び半減期の違い（１４Ｃの半減期５７３０

±４０年）を較正することで、より実際の年代値に近いものを算出することである。
１４Ｃ年代の暦年較正には OxCal３．１０（較正曲線データ：INTCAL０４）を使用した。なお、１σ暦年

代範囲は、OxCalの確率法を使用して算出された１４Ｃ年代誤差に相当する６８．２％信頼限界の暦年代範

囲であり、同様に２σ暦年代範囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、

その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４Ｃ年代の確率分布を示し、

二重曲線は暦年較正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち、その確率が最も高い年代範囲につい

ては、表中に下線で示してある。

�４ 考察

試料について、同位体分別効果の補正及び暦年較正を行った。得られた暦年代範囲のうち、その確

率の最も高い年代範囲に着目すると、それぞれより確かな年代値の範囲が示された。

PLD―６８３１（K―TYARO―２）、６８３２（３）、６８３４（５）、６８３６（７）、６８３７（８）は縄文時代晩期末の年代に相当

する。

Ⅴ 自然科学的分析
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PLD―６８３０（K―TYARO―１）、６８３３（４）、６８３５（６）は続縄文時代初頭の年代に相当する。

PLD―６８３０（K―TYARO―１）、６８３１（２）の試料は炭化種実である。種実は単年で結実するため、これ

らの年代は結実した年を示す。

PLD―６８３２（K―TYARO―３）、６８３３（４）、６８３４（５）、６８３５（６）、６８３６（７）、６８３７（８）の試料は炭化材であ

る。材は部位によって形成された年代が異なる。たとえば、最外年輪を試料とすればその年代は枯死

あるいは伐採の年を示し、年輪の内側になるに応じて古い年代を示す。PLD―６８３２（K―TYARO―３）は

部位不明であるため、枯死・伐採年よりは古い年代となっている可能性を考慮する必要がある。PLD

―６８３３（K―TYARO―４）、６８３４（５）の部位は枝である。枝は芯から最外部までの生育年数が短いと考え

られるため、年代値は枯死・伐採年に近いと考えられる。PLD―６８３５（K―TYARO―６）、６８３６（７）は樹

皮である。樹皮は外側ほど古い時期に形成された組織であり内側ほど新しい時期に形成された組織で

ある。今回の試料採取にあたっては樹皮の内側と外側を区別していないため、枯死・伐採の年よりも

古い年代となっている可能性を考慮する必要がある。PLD―６８３７（K―TYARO―８）は節である。材の内

側にあたる部位であるため、枯死・伐採年より古い年代となっている可能性を考慮する必要がある。

PLD―６８３０（K―TYARO―１）が採取されたＦ４８は、６８３５（６）が採取されたＦ７３の下位から検出された。

Ｆ４８とＦ７３の間には５０�のシルト・粘土層が挟在する。PLD―６８３０（K―TYARO―１）はＢＰ２２００±１５（cal

ＢＣ３６０－１９０：２σ暦年代範囲）、６８３５（６）はＢＰ２２７５±１５（calＢＣ４００－３５０，２９０－２３０：２σ暦年

代範囲）であり、層序の新旧と年代の新旧が一致しない。PLD―６８３５（K―TYARO―６）は、試料が樹皮

であるために年代が古く出ていることが考えられる。

PLD―６８３８（K―TYARO―９）、６８３９（１０）は、縄文時代晩期末の緑ヶ岡式期の土器に付着していた炭化

物である。発掘調査所見によれば PLD―６８３１（K―TYARO―２）、６８３２（３）、６８３４（５）、６８３６（７）、６８３７（８）

と同時期だと判断される。しかし、１４Ｃ年代を比較すると、後者５点に比べ PLD―６８３８（K―TYARO―９）

が２００年、６８３９（１０）が５００年ほど古い値を示す。土器付着炭化物を試料とした場合に古い年代が得ら

れてしまう要因として、１）バインダーなど保存処理による樹脂の除去不完全による場合、２）土器

胎土や土壌からの鉱物に含まれている古い炭素が影響した場合、３）土器の付着炭化物自体に古い炭

素が含まれている場合、の３つが指摘されている（小林２００６）。PLD―６８３８（K―TYARO―９）と６８３９（１０）

はバインダーによる保存処理はされていないため、１の可能性は除外できる。２と３について検討を

必要とする。
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δ１３C
（‰）

１４C年代
（yrBP±１σ）

１４C年代を暦年代に較正した年代範囲 暦年較正用年代
（yrBP±１σ）測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理 測定 １σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

PLD―６８３０
遺構：F４８
遺物 No : K―TYARO―１
層位：検出面

試料の種類：炭化物・種実
（ブドウ）
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コンパクト
AMS・１．５SDH

－２７．１８±
０．１４ ２２００±１５ ３６０BC（４５．２％）２８０BC

２４０BC（２３．０％）２００BC ３６０BC（９５．４％）１９０BC ２１９８±１７

PLD―６８３１ 遺構：F６５
遺物 No : K―TYARO―２

試料の種類：炭化物・種実
（クルミ）
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コンパクト
AMS・１．５SDH

－２６．７±
０．１４ ２４５５±１５

７５０BC（２９．２％）６８０BC
６７０BC（８．３％）６４０BC
５５０BC（２１．６％）５００BC
４６０BC（２．６％）４５０BC
４４０BC（６．６％）４１０BC

７５０BC（３１．８％）６８０BC
６７０BC（１０．２％）６４０BC
６００BC（５３．３％）４１０BC

２４５３±１７

PLD―６８３２ 遺構：F２
遺物 No : K―TYARO―３

試料の種類：炭化物・材
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コンパクト
AMS・１．５SDH

－２５．４９±
０．１３ ２４５５±１５

７５０BC（３０．８％）６８０BC
６７０BC（８．９％）６４０BC
５６０BC（２２．１％）５００BC
４６０BC（０．７％）４５０BC
４４０BC（５．７％）４１０BC

７５０BC（３２．３％）６８０BC
６７０BC（１０．８％）６３０BC
６００BC（５２．３％）４１０BC

２４５４±１７

PLD―６８３３ 遺構：F７６
遺物 No : K―TYARO―４

試料の種類：炭化物・材
（枝）
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コンパクト
AMS・１．５SDH

－２５．６３±
０．２０ ２２３０±２０ ３７０BC（１１．５％）３５０BC

３００BC（５６．７％）２１０BC
３９０BC（２０．６％）３４０BC
３２０BC（７４．８％）２００BC ２２３０±１９

PLD―６８３４ 遺構：F５４
遺物 No : K―TYARO―５

試料の種類：炭化物・材
（小枝）
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コンパクト
AMS・１．５SDH

－２５．７８±
０．１４ ２４４０±１５

７３０BC（１８．６％）６９０BC
６６０BC（１．７％）６５０BC
５５０BC（３０．４％）４８０BC
４７０BC（１７．６％）４１０BC

７５０BC（２４．６％）６８０BC
６７０BC（５．９％）６４０BC
５６０BC（６４．９％）４００BC

２４４２±１７

PLD―６８３５ 遺構：F７３
遺物 No : K―TYARO―６

試料の種類：炭化物・材
（樹皮）
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コンパクト
AMS・１．５SDH

－２８．０４±
０．１５ ２２７５±１５ ３９５BC（６８．２％）３６０BC ４００BC（７４．５％）３５０BC

２９０BC（２０．９％）２３０BC ２２７７±１７

PLD―６８３６ 遺構：F１４
遺物 No : K―TYARO―７

試料の種類：炭化物・材
（樹皮）
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コンパクト
AMS・１．５SDH

－２５．６５±
０．２２ ２４８５±２０

７６０BC（１１．７％）７３０BC
７００BC（２．８％）６８０BC
６７０BC（５３．７％）５４０BC

７７０BC（９５．４％）５２０BC ２４８４±１９

PLD―６８３７ 遺構：F１１
遺物 No : K―TYARO―８

試料の種類：炭化物・材
（節）
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コンパクト
AMS・１．５SDH

－２８．２４±
０．１４ ２４９５±１５

７６０BC（６．８％）７４０BC
６９０BC（１．８％）６８０BC
６７０BC（１．８％）６６０BC
６５０BC（５７．７％）５５０BC

７７０BC（１８．３％）７１０BC
７００BC（７７．１％）５３０BC ２４９５±１７

PLD―６８３８ 遺構：F６５
遺物 No : K―TYARO―９

試料の種類：土器付着物・
内面（おこげ）
器種：深鉢
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
０．１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コンパクト
AMS・１．５SDH

－２６．２５±
０．１５ ２７１５±２０ ８９５BC（３２．７％）８６５BC

８６０BC（３５．５％）８２５BC ９０５BC（９５．４％）８１５BC ２７１４±１８

PLD―６８３９ 遺構：F３７
遺物 No : K―TYARO―１０

試料の種類：土器付着物・
内面（おこげ）
器種：深鉢
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
０．１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コンパクト
AMS・１．５SDH

－２２．８４±
０．１８ ２９３５±２０ １２１０BC（６８．２％）１１１０BC １２６０BC（４．１％）１２３０BC

１２２０BC（９１．３％）１０５０BC ２９３５±１８

表Ⅴ－6 測定試料、処理・結果

図Ⅴ－６ 暦年較正結果（１）

Ⅴ 自然科学的分析
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図Ⅴ－６ 暦年較正結果（２）

４ 放射性炭素年代測定結果
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Ⅵ 成果と問題点

１ 炭素年代と焼土の時期について

上茶路遺跡における放射性炭素年代測定結果は、Ⅴ章表Ⅴ－６のとおりである。測定によって得ら

れた値のうち、土器付着炭化物の二つの値を除くと、以下の三つの時期にまとめることができる。

１ 補正年代２２００±１５～２２７５±１５y.BP（Ｆ４８、Ｆ７３、Ｆ７６）

２ａ 補正年代２４４０±１５～２４５５±１５y.BP（Ｆ５４、Ｆ２、Ｆ６５）

２ｂ 補正年代２４８５±２０～２４９５±１５y.BP（Ｆ１４、Ｆ１１）

これらの結果のうち、発掘の所見から矛盾のあるものはＦ４８とＦ７３の値の層位的逆転である。これ

は、報告にもあるとおり、試料選択の失敗であると判断される。また、２ａと２ｂの間には３０年の差

異があるが、この差異は誤差の範囲内であり、遺物や遺構の状態もこれらを区分できる要素が無いた

め、誤差を見積もり一続きの年代と解釈したい。その結果、１と２の２時期に分かれることになり、

それぞれに伴って出土した土器に当てはめ、１を興津式期、２を緑ヶ岡式期としておく。

これをもって遺構群を検討すると、層位の状況から興津式期に相当するとみられるものは、Ｆ４８と

同一面にあるＦ５２、また、大きく間層を挟んで上位に位置する遺構群Ｆ１３、Ｆ１５、Ｆ４７、ＦＣ１を加

えた焼土７ヵ所、フレイク・チップ集中域１ヵ所とすることができる。これら以外の焼土６９ヵ所、フ

レイク・チップ集中域１ヶ所、集石１ヵ所については、緑ヶ岡式期に相当するものとしておく。

なおこれらの年代値は、釧路市幣舞遺跡で確認さ

れている Ta−cより下位の遺構、７２号焼土（２９７０±

９０y.BP GAK―１８７１３）、１７号 住 居（３０９０±１３０y.BP

GAK―１８７１５）、４６号焼土（３１６０±１３０y.BP GAK―

１８７１２）の年代（石川 １９９９）、千歳市キウス４遺跡

における Ta−c１、c２間の泥炭層の年代である２５５０±

５０y.BP（北埋調報１２４）とも整合した値である。

２ 分析・遺物の各時期について

�１ 出土骨について

出土した焼骨のうち、重量にして約半分に相当す

る量について同定を行い、種が判明したものはニホ

ンジカが大部分を占めた。試料について補足してお

くと、出土した骨全量を同定したものはＦ２、Ｆ１０、

Ｆ１２、Ｆ３７、Ｆ４２、Ｆ４８、Ｆ６４、Ｆ６５、Ｆ６９の１０ヵ

所で、その他の試料については、同定の可能性のあ

る形状の明瞭な骨を抜き出したものである。

このため、報告文にあるように全体を反映したも

のとは言えないが、全体の傾向としては遺跡の特徴

を表しているものと推察される。

遺
跡
名

西
島
松
５
遺
跡
２

西
島
松
５
遺
跡
３

マ
マ
チ
遺
跡

油
駒
遺
跡

（
包
含
層
）

対
雁
２
遺
跡

上
茶
路
遺
跡

幣
舞
遺
跡（
包
含
層
）

（
石
川
２
０
０
４
よ
り
）

鹿角 １ １３ １０ １５８ ６ １２

頭骨 １ １１ １２ １２ ２

下顎骨 ３ ３ １４

歯 ４ １１ ７２ ２２９ ９７ １２

頸椎 ５ ２ １２ ４

胸椎 ４ ５

腰椎 ５ ８ １

椎骨 ６ ６ １３ １４

肋骨 １ １１ ３ ２ ２１

肩甲骨 １０ ８ ７

８８

上腕骨 １５ ５ ６

橈骨 ２ ４ ３ １

尺骨 １ １３ １３ ９ ３

寛骨 １ ３ ２ １

大腿骨 ２ ４ ７ １

膝蓋骨 ２ ３５ ２ １ ３

脛骨 ６ １２ ４ ２４ ７

果骨 １ ３ ２ ７ ５

踵骨 １ １２ １５ １ ５ ４

距骨 ４ ２９ １４ ５ ４３ ６

中手・中足骨 １３ １４０ ９７ ３６ １６８ １５６

腓骨 ２ ３ １

手根骨 １１ １４ ４０ ２６ ６ ５

足根骨 ４ １０ ４ １ ６

種子骨 ４ １７ ２２７ ６０ １５ ３３

指趾骨 ４０ １５６ ６３５ ２４２ ７１ １７８ １４４

表Ⅵ－１ 遺跡別ニホンジカ出土部位点数

部位

Ⅵ 成果と問題点
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表Ⅵ－１は焼骨を同定した遺跡のうち、上茶路遺跡と同じ時期である、縄文時代晩期から続縄文時

代にかけてのものを選び、ニホンジカのどの部位が同定されているかを示すため、各部位の破片数を

記したものである。焼骨の破片であるという試料的制約から、どのような骨が残りやすいかの目安と

してのみ検討する。

表から読み取れることは、どの遺跡においても中手、中足骨、また指趾骨の点数は突出して多いこ

と、また椎骨などの胴部の骨は少ないことである。中手、中足骨、指趾骨は同定しやすいことや、残

りやすいことも、点数が多い理由の一つと考えられ、胴部の骨はその逆であることが推察される。

上茶路遺跡の特徴としては、他の遺跡では明瞭に認められる角が出土していないことが挙げられる。

また中手、中足骨以下の骨が多く出土しているのに対し、肋骨などの胴部の骨は比較的少ないことも

特徴とできる。なお報告文にもあるように、指趾骨の骨が全て出土していることから、この部分につ

いては生体のまま焼かれている可能性も指摘できる。

なお焼土から出土した骨に関する緑ヶ岡式期と興津式期の違いは、表Ⅵ－２のように興津式期に相

当する焼土からは骨があまり出土していないことである。しかし、６７１．５�の骨が出土したＦ４８も当
期に相当するものであるため、興津式期にあっては焼土ごとの差異が大きくなるといえる。

�２ 出土種子・炭化材樹種について

炭化種子、炭化樹種同定の結果は第Ⅴ章のとおりであるが、これらの同定分析の結果を緑ヶ岡式、

興津式期に分け、年代測定結果と出土骨の重量をまとめると表Ⅵ－２のようになる。

炭化種子同定の試料は、焼土をフローテーション処理、もしくは水洗篩分して得られた炭化物のう

ち、肉眼または実体顕微鏡を用いて種子らしきものを抜き出したものである。これらから不明な１４点

について同定を依頼した。

炭化種子は１４点のうち、１３点について種子であることが確認された。同定した結果最も多く種子が

確認されたのは、興津式期のＦ４８であり、キハダ６点、ブドウ３点、イネ科１点、不明種子２点が確

認された。そのほか、Ｆ６９から不明種子１点、Ｆ２から出土したものは種子ではないことがわかった。

このほか同定試料を参考にし、水洗篩分で得られた試料も含めて観察した結果、Ｆ４８ではブドウ７

時 期 遺構名 樹 種 種 子 年 代 出土焼
骨重量

緑ヶ岡

Ｆ１ カツラ １１９．３
Ｆ１１ サクラ属 ２４９５±１５（PLD－６８３７） １２６．５
Ｆ１４ サクラ属 ２４８５±２０（PLD－６８３６） １．１
Ｆ２３ カツラ １９．９
Ｆ４２ トネリコ属 ５３７．４
Ｆ５３ トネリコ属 ０．０
Ｆ５５ ニレ属 １７９．５
Ｆ６０ サクラ属 ０．０
Ｆ６５ サクラ属 ２４５５±１５（PLD－６８３１） ９０３．４
Ｆ６９ サクラ属 不明×１ ２７１．２
Ｆ５４ サクラ属 ３３１．６
Ｆ２２ ケンポナシ属 ６．１

興津

Ｆ１３ キハダ ０．０
Ｆ１５ ミズキ属 ４．５

Ｆ４８ カエデ属
トネリコ属

キハダ×６
ブドウ×３＋（３）
イネ科×１
不明×２

２２００±１５（PLD－６８３０） ６７１．５

Ｆ７３ ニレ属 ２２７５±１５（PLD－６８３５） ０．２
Ｆ７６ トネリコ属 ２２３０±１５（PLD－６８３３） ０．０

表Ⅵ－２ 種子・樹種同定遺構一覧

２ 分析・遺物の各時期について
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点（内５点は炭素年代の試料とした）、キハダ６点、イネ科とみられるもの若干数、加えてＦ３７から

コナラとみられるもの、Ｆ２７、Ｆ３０からキハダとみられるもの、クルミとみられる破片をＦ１、２３、

４０、４５、５１、５４、６２、６５（炭素年代試料）で確認した。このほか種子様の炭化物は、Ｆ６５、１８、３７、

６５、２０、３０、７５でも確認できた。これらについてはフローテーション資料から得られたもののみ表Ⅳ

－６に記してある。

試料数はやや少ないが、緑ヶ岡式期には６ヵ所の焼土からクルミが出土し、興津式期にはクルミは

無く、Ｆ４８一ヵ所から計１０点のブドウ、イネ科の種子が若干数出土しており、内容に若干の違いがみ

られる。

樹種同定については、炭化種実同様に処理した炭化物の中から、層位別になるよう１８点をえらびだ

したものである。

判明した樹種は、緑ヶ岡式期と興津式期の間では明確な違いがある。緑ヶ岡式期にはサクラが多く

検出され、カツラ、トネリコがそれに加わる様相を呈しているが、興津式期にはカエデ、ミズキがサ

クラに交代するように検出されている。

図Ⅵ－１ 石鏃・スクレイパーのグリッド別出土状況

Ⅵ 成果と問題点
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�３ 出土剥片石器について

図Ⅵ－１は石鏃とスクレイパーについて、形態ごとに調査区内の出土状況を示したものである。本

文で図示した以外のものについても、形状のわかるものは形態別のシンボルマークを付した。

石鏃については、緑ヶ岡式期と興津式期で違いがみられる。

緑ヶ岡式期のものは、有茎もしくは菱形のもの（●）また無茎のもので、側縁が直線のもの（■）

が多数を占め、若干の基部が直線的で小型のもの（□）に少数の内湾する基部をもつもの（△）が加

わっており、無茎鏃が多いものの、有茎鏃も若干数伴う状況を呈している。

興津式期のものは、Ｆ４８において、小型の石鏃がまとまって出土している。図示していないものも

含めると８点が出土しており、全てが内湾する基部を持つものであった。最大幅が１．２㎝前後の規格

性の高いものである。他に興津式土器を伴うＦ７６において、無茎でわずかに内湾する基部のみが出土

している。図示していないが、■の凡例で示した。よって興津式期は無茎鏃のみが出土している。

江別市対雁２遺跡において石鏃の形態変化を検討した酒井秀治は、有茎鏃から無茎鏃への変化を層

位的に説明している（酒井 ２００５）。酒井はその変化の時期を「樽前ｃ火山灰降下から少し経過した

ころ」としており、その変化が当地でもほぼ同時期であった可能性を示しているものとみられる。

スクレイパーについては、時期的な差異はみられないが、円形に近い剥片を用い、急角度の刃部が

つくいわゆるエンドスクレイパー（▲）は遺跡中央部の２ヵ所にまとまる傾向がある。特にＦ２０から

はその破片が３点まとまって出土し、隣接するＦ１９からも完形のものが出土している

３ 緑ヶ岡式土器について

�１ 上茶路遺跡出土土器の編年的位置づけについて

出土した土器の大多数を占めるのは、緑ヶ岡式土器である。緑ヶ岡式土器とは、釧路市緑ヶ岡遺跡

出土資料に基づき河野広道が命名したものである（河野 １９５９）。西 幸隆はその経緯について、緑

ヶ岡遺跡の北側の台地から出土した一括土器をもとに設定したとしている（西 １９９４）。

設定時には器形について、深鉢を主とし、皿、甕、壷、双口土器、稀に注口土器があり、文様につ

いては、縄文、撚糸文、貝殻文、条痕文、沈線文、刻文、刺突文があるとされている（河野 １９５９）。

その後増加した出土資料を検討した鷹野光行は、器形については舟形土器を、文様については綾絡文

（結節回転文）をこれに加え、器形上の幣舞式との相違点として、口縁部下部の頸部に相当する部分

に段や高まりがつくられることがあるとし（鷹野 １９８３）、また沢 四郎はこの緑ヶ岡式には亀ヶ岡

式を伴出しないことを指摘している（沢 １９８７）。

本遺跡出土資料はこれらと矛盾がなく、緑ヶ岡式のまとまった資料といえる。

さらに詳細な区分については、緑ヶ岡式土器は設定当初から２～３の型式にわかれる可能性が指摘

されており、その新しいグループには沢によれば「工字文の崩れたような沈線文を口縁部に有する土

器がみられる」という。

これを踏まえて赤石慎三は緑ヶ岡式を新古に二分し（赤石 ２００１）、大沼忠春は緑ヶ岡式に対して

２型式の幅を与えている（大沼 １９８６）。大沼は道東地区の資料として、緑ヶ岡式の古手に北見市栄

浦第二遺跡１３号竪穴ホ号住居床面出土資料（佐藤ほか １９７２）、新手に北見市中ノ島遺跡出土資料（久

保 １９７８）を挙げている。上茶路遺跡出土資料は、深鉢の器壁の角度や、舟形土器のあり方などから

すると、どちらかといえば中ノ島遺跡の出土例に近いが、綾絡文の多寡や貝殻条痕文の有無など、い

くつかの相違点がある。

３ 緑ヶ岡式土器について
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また、本遺跡には図Ⅳ－２０－１５に連続波状沈線文の施文されるものがある。これは赤石が緑ヶ岡式

の新段階とし、大沼により緑ヶ岡式最末期とされる、新冠町氷川遺跡（愛下 １９７５）の深鉢口縁部、

三石町旭町１遺跡（北埋調報１０）において壷の肩部に多く確認できる文様に類似しており、同様な文

様は白糠町オンネチカップ遺跡（富水 １９６６）、釧路市幣舞遺跡（石川 １９９６、１９９９）の同時期の資

料にも認められるものである。また、栄浦第二遺跡において、この文様そのものではないが、この時

期に相当するとみられる沈線文が施文される土器が確認されている（大貫 １９９５）。

本遺跡のこの資料は Ta−aより下位の資料ではあることは確かであるが、表土除去後の表採資料で

あるため、この沈線文がまとまりとして一括できるかどうか、またこれを含めた緑ヶ岡式内での詳細

な位置づけは今後の出土例の増加を待って結論すべきであると考える。

�２ 舟形土器について

本文中に若干触れたが、舟形土器は、ほぼ全て全体の器形のわからないものであり、接合する破片

も少ないものであった。これらはすべて二次的に焼けた部分があった。図Ⅵ－２にその部位を示した。

舟形土器は全て焼土中からの出土であることから、二次的に焼けた部分があるのは自然なことである

が、本遺跡の一つの特徴とみられるため、付記しておく。

４ まとめ

上茶路遺跡の特徴をまとめると以下の５点となる。

�１ 検出された焼土は縄文時代晩期後葉、緑ヶ岡式期と、続縄文時代初頭、興津式期の二時期のも

のがある。

�２ 焼土からはニホンジカの焼骨が多く検出され、わずかに魚類、鳥類、海棲獣類が認められた以

外には検出されなかった。ニホンジカの出土部位は角がないなどの傾向を示している。

�３ 焼土の燃料材は緑ヶ岡式期にあってはサクラを主とするものであったが、興津式期にはトネリ

コ、カエデ、ミズキを用いており、緑ヶ岡式期にはクルミが出土し、興津式期にはブドウなどの

種子が出土している。

�４ 石鏃の形態は、緑ヶ岡式期には無茎が多いものの有茎も出土しているが、興津式期には無茎のも

図Ⅵ－２ 舟形土器の被熱部位

Ⅵ 成果と問題点
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ののみになる。

�５ 出土した緑ヶ岡式土器はまとまった資料とみられ、舟形土器は焼土中から出土し、全ての個体

に二次的に焼けた部分が認められる。

上茶路遺跡の様相は、その時期と遺構の内容において、江別市対雁２遺跡に極めて類似するもので

ある。この二遺跡が示すように、河川の比較的安定した場所には縄文時代晩期から続縄文時代の焼土

群が形成されることがある。本遺跡はそれが石狩低地帯だけではなく、道東地域にも存在することを

示していると考えられる。
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